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様式第１号       会 議 録 

会議の名称 令和２年度第１回つくば市障害者自立支援協議会全体会 

開催日時 令和２年７月 29 日 10：00 ～11：30 

開催場所 つくば市役所２階 203 会議室 

事務局（担当課） 保健福祉部障害福祉課 

 

出 

席 

者 

 

 

 

 

 委員 

 

 

 

 

根本希美子、印宮由紀、田邊佐貴子、藤井ひとみ、 

武田香世、吉田美恵、大久保安雄、井坂美津子、篠崎純一、 

武田真浩、原口朋子、菅野慎也、石田奈津子、斉藤秀之、 

飯島弥生、板橋辰哉、覺張茂樹、上方智子、中島澄枝 

 その他  

 事務局 

 

根本課長、板倉室長、岡田課長補佐、飯田係長、大竹主事 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数     ０  人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

 

 

（１） 令和元年度事業報告について 

（２） 令和２年度事業計画について 

（３） 分科会（専門部会）の日程、内容等について 

 

会議録署名人  確定年月日 令和２年  月  日 

 

会 

議 

次 

第 

 

 １ 開会 

 ２ 障害福祉課長あいさつ 

 ３ 協議会委員紹介 

 ４ 担当課職員紹介 

 ５ 座長及び副座長選出 

 ６ 議事 

 ７ その他 

 ８ 閉会 
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１ 開会 

：  

２ 障害福祉課長あいさつ 

 

３ 協議会委員紹介 

 

４ 担当課職員紹介 

 

５ 座長及び副座長選出 

 

６ 議事 

（１）令和元年度事業報告について 

 

事務局：分科会の日程・内容等もおとな部会、こども部会それぞれ委員に分か

れまして、２回のテーマ内容をみなさんで意見、協議させていただいたところ

になっております。 

つづきまして、<<専門部会１>>の【第１回こども部会】のところについて、協

議事項としましては、大きく２つになりますが、これまでの課題に関する意見

の取りまとめというところで、各参加委員の皆様からのご意見や協議をさせて

いただきました。課題に対する意見の取りまとめの総括としましては、日々の

対応のなかで取り組めることや、課題を抱えている子について意見がなされた

ということになります。いくつかお話しすると、就学学習会の昨今の現況です

とか、支援学校さんでの児童系の事業所との連携、送迎時の課題解決をされて

いるということです。その他にサポートブックの運営についてですけれども、

なかなか周知のところですとか、活用が正式にはされていないというところ

で、ツールの一つとして、ぜひとも皆さんに活用していただくためにどうした

らいいかところも意見をいただいたというところになります。他の課題という

ところで、障害者相談支援の積極的な介入というところとか、不登校のお子さ

んの支援というところも不可欠ではないかとの意見もいただいております。 
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（２）のつくば市におけるペアレントプログラムの取り組みについて、健康増

進課の担当者２名よりペアレントプログラム、親への支援というところで、取

り組み状況等のご説明や情報提供をしていただきました。ペアレントプログラ

ムについて、分からないという方もいらっしゃるかと思いますが、育児に不安

があるとか、仲間づくりに困っておられる保護者に対して、地域の支援者がサ

ポートするグループでのプログラムとして行っているものです。 

つづきまして、【第２回目の子ども部会】というところになりますけれども、

前半として、講座というかたちで保健福祉部の金森さんより、ペアレントメン

ターの意義と役割について、事業の取り組み状況ですとか、情報提供をしてい

ただきました。ペアレントメンターというところについて、自ら発達障害のお

子さんの子育てを経験している親御さんが、相談に関するトレーニングを受け

ることによって、ペアレントメンターと位置づけされています。ペアレントメ

ンターの事業というところになりますが、推進していくためにはコーディネー

ターの設置ですとか、コーディネーターを抱合する支援、親御さんを支援する

ことが不可欠であろうということや、ペアレントメンターを知ってもらうため

の仕組みづくりも必要ではないかというところであります。今後、つくば市に

は、児童発達支援センターが開設される予定でありますが、その中でメンター

事業も入ってくることになります。ですから、インフォーマルな社会資源の一

つとして活用できる体制づくりが必要ではないかという意見が出されました。 

つぎ、４ページ目の協議事項にうつります。こちらも大きく２つありまして、

お子さんや家庭を取り巻く問題や課題についてであったり、（２）のステップ

ノートあゆむの周知方法について、委員さんと共に意見していただいたり、情

報共有をさせていただいたところになります。児童、家庭を取り巻く問題や課

題について統括しますと、各機関との連携を更に密にしていくこと、相談窓口

を明確にして、親御さんにとっても身近な相談窓口、わかりやすい窓口が必要

ではないかという意見が出されました。（２）のステップノートあゆむに関し

ては、あらためて周知や活用方法について、こういったメリットやデメリット

があるといったところですが、オリジナルで作成されている色々なツールが出

ていますので、そういったものも上手に活用していくのもどうかとの意見が出

されました。 
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つづいて、<<専門部会２>>のところに移りたいと思います。第１回おとな部会

としまして、実践報告というところで、つくばライフサポートセンターの障害

者就業・生活支援センターの取り組みについて、岡野委員さんより、実践報告

ですとか、障害者雇用の現況について説明、助言をいただきました。 

協議事項について、黒丸が沢山あるかと思いますが、抜粋させていただくと、

昨年、水増し問題（中央省庁）が発生し、それを契機に雇用に関する意見が世

の中に渡っている状況ですとか、あとは就労の定着が難しいとか、障害に対す

る配慮がまだまだ不足している状況にあるということ、企業側の受け入れ態勢

の担当者が、人事異動や変更になることでの課題も多々あるとのことです。 

５ページに移ります。就職時のポイントであったり、そういったところを岡野

委員さんからご助言いただきましたが、あとはジョブコーチの現状であった

り、最低賃金の近況についてもご報告いただきました。あとは、法定雇用率の

正しい理解というところです。障害者雇用率制度に関しては、常々、就労支援

事業所も含めて、我々相談支援事業所も注視していくところが必要ではないか

という意見や、就労定着支援の在り方、働きたくない、働かない、働けないと

いったところにも支援が必要ではないかとの意見が出されました。あとは、就

職、就労にあたって、履歴書というものだけではなくて、ナビゲーションブッ

クですとか、そういったツールが世の中にたくさん出ている状況ではあります

が、本人、または相手の企業に合わせたかたちで、そういったツールも一緒に

活用していくことで、ご本人さんへの理解にも繋がるのではないかとの話も出

ていました。総括としましては、就職にあたっても、社会生活にあたっても、

福祉サービスを上手に活用したり、就労定着がうまくいくような支援であった

り、移動や交通手段というところで、壁に当たっているようなケースもあるこ

とも意見が出されますけれども、そういったところの確保及び調整、あとは企

業向けの講座、セミナーの開催によって、そういった周知活動の強化も必要で

はないかとの意見が出されました。 

最後の６ページのほうへ移ります。【第２回おとな部会】としまして、こちら

も実践報告というとこで、精神、知的障害のある方の残薬の問題というところ

をテーマとしまして、薬局さんができることはどんなことなのかなというとこ

ろで、アイン薬局の担当者に来ていただいて、薬局としての取り組み、薬の管
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理等についてご報告いただきました。このなかで参考になったのは、トレーシ

ングレポートのお話ですとか、健康サポート薬局が存在するというところで、

そういったところと連携して、この残薬問題を少しでも解消できないかといっ

たようなお話をアインさんと皆さんでお話しいただきました。残薬に関して

は、きちんと情報を整理するということ、そして、その原因を明確にするこ

と、やはり本人だけでは解決しえないというところもありますので、相談の福

祉の人の協力も不可欠であるといった意見が出されました。 

最後になりますけれども、おとな部会の協議事項として３つほど黒丸がありま

すが、市内の現況ですとか、ケースの対応について、委員の方から助言、意見

がなされたというところになります。以上、簡単でありますが、ご報告させて

いただきます。 

座長：はい、ありがとうございます。おそらく、今年度初めて委員になった皆

様方には申し訳ないですけど、何が何だか分からないということがあるかと思

いますが、この後、ご説明の中で色々と繋がってくるかと思います。今のご説

明に対して、まず、ご意見といいますか、「分からない」や「これは何なん

だ」っていうことがありましたらご意見も含めましてお願いしたいと思います

が、いかがでしょうか。昨年度も本当は３回ずつ各部会と全体会を２回予定し

ていたところが、今の新型コロナの影響があって一回とんでしまいました。な

ので、会議自体も消化不良気味だということはご了解いただきたいなというと

ころですが、毎年毎年の積み上げで、いろんな課題について議論して、なんら

かの市の障害福祉政策に盛り込んでもらおうという取り組みを毎年やっていま

す。なので、今日ご参加の当事者団体の方とか民生委員の皆さんのご意見なん

かは非常にありがたくて、また後程ご意見いただければと思います。よろしい

でしょうか。また後程時間を取らせていただきます。 

それでは、ありがとうございました。次の議事に移らせていただきたいと思い

ますが、議事の（２）令和２年度事業計画について事務局お願いいたします。 

事務局：はい、資料の縦紙のＲ２つくば市自立支援協議会スケジュール（案）

と横紙のＲ２－５つくば市障害者自立支援協議会組織図（案）、こちらのほう

をご覧ください。まずはスケジュール案の方からお話ししていきたいと思いま

す。全体会は、本日、7/29 に運営体制の調整、確認ということで日付を入れさ
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せていただいております。専門部会は全体会の開催が遅れたこともあります

が、おとな部会と子ども部会を８月から９月、１２月から１月に１回ずつ開催

の予定を入れさせていただきました。皆さまのほうでお話ししていただきたい

のは２回ではなく３回とか、新型コロナウィルス感染拡大が心配なため１回と

か、時期はいつ頃が良いか等をお諮りしたいところです。それから、プロジェ

クト会議は、必要に応じて実施していきたいと考えています。事務局の運営会

議は、今回の全体会の準備というところで、準備作業のほうを行いましたが、

９月、１１月、１月、３月と予定を入れておりますが、必要に応じて声をかけ

ていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。障害福祉課の

動きですが、児童発達支援センターの新設に向けた準備の作業ですとか、合理

的配慮の推進を進められるように努力していきたいと思っています。 

協議会運営方針案ということで、確認の意味で書かせていただいておりますの

で、ご確認いただければと思います。専門部会の内容について、重複します

が、専門部会１ということで子どもに関するテーマを扱う子ども部会、専門部

会２ということで大人に関するテーマを扱うおとな部会に分けるということで

お諮りしたいと思います。 

続きまして、横書きの組織図案、こちらの方をご覧ください。全体会は、委員

全員で障害者支援体制状況と当該協議会の方向性を共有・確認して、市の障害

者福祉計画策定等について、必要に応じて意見します。専門部会の方は、部会

１と２でテーマを設けて個別事例等からの地域課題を協議・検討していきま

す。事務局会議は、事務局業務を委託する相談支援事業所と行政担当のほうで

構成していて、協議会の運営を管理します。つくば市での委託相談事業所とい

うのは４か所ありまして、つくば市社会福祉協議会、筑峯学園、つくばライフ

サポートセンターみどりの、サポートプラザつくばになります。プロジェクト

会議は、これまでの協議会からの報告等を基に、障害者の相談支援体制を充実

させるための実践や調査等を行います。障害者差別解消支援地域協議会のほう

は、差別の相談事例等に係る情報の共有・協議のほうを通じて、事案解決のた

めの取り組み等を行っていきます。個別支援会議は、委託相談支援事業所の方

が中心となって個別事例の具体的な支援策を協議、抽出された地域課題を専門

部会で取り扱います。各個別会議で出された地域課題を吸い上げて市全体の課
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題として施策に繋げる協議の場、ネットワークを組んであるべき方向に進んで

いこうというのがこの協議会かと思います。以上になります。 

座長：はい、ありがとうございます。ただいまの説明内容につきまして、ご質

問、ご意見等がございましたらお願いいたします。確認ですが、事務局として

ここで決めてほしいことは、部会を２回でよろしいかということと、全体会は

１回で良いかどうかということでよろしいでしょうか。 

事務局：はい。 

座長：まずそこからご意見をいただきたいと思いますが、先程も、私からご案

内したとおり、例年は専門部会２回、全体会２回で、たしか１回増やしたいと

いう希望があって、去年３回する予定が２回になったという経緯です。ですか

ら、一応ルーティンでいくと（専門部会を）２回、全体会は１回となります。

事務局案としては例年通り全体会１回、専門部会２回でよろしいかと。これは

対面ということですよね。ちなみにオンラインというのは検討されているので

すか。 

事務局：オンラインまでは検討していなくて、もしコロナウィルスでとなった

場合には、資料を送らせていただいて、それでご意見をいただくっていうのは

考えています。 

座長：書面会議に置き換えるということですね。事務局を通して、メールでや

りとりをするということはこれまでもあるかと思いますが、基本は対面か書面

会議がこの会議の方針ということです。いかがでしょうか。副座長、いかがで

すか。 

副座長：なんとも…。 

座長：そうですね。状況が状況ですからね。この状況が今年度中に収まるかと

いうと限りなく厳しいという見立てがこちらはございまして、あまり積極的な

計画は組まないほうが良いかもしれないので、私としては事務局の案で今年度

はまず良いのではないかと思うのですが…。おそらくみなさん、ご所属とか基

本の生活上でかなりストレスがかかっているかと思いますので、どうするこう

するとあまりご負担おかけしないほうが良いかなと思うところなのですが、い

かがですか。よろしいですか。 

委員一同：（異議なし） 
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座長：そうしましたら、全体会は１回、部会は各２回でご了解いただいたとい

うことでまとめさせていただきたいと思います。 

それ以外で、先程の図とかご説明についてご意見いただければいただきたいの

ですが…。吉田さんいかがですか。 

副座長：組織図についてですが、全体会があって専門部会が２つに分かれてい

て、ずっと下のほうで各個別支援会議と繋がっているようなイメージなのです

が、全体会とこの専門部会が繋がっていることは経験しているのですが、下の

各個別支援会議との繋がりが、私の経験上、あまりイメージができないのです

が、そことの繋がりについてご説明いただければと思います。 

座長：事務局どうですか。事務局が考えている間に…私も過去に同じことを質

問した記憶があり、その時の記憶によると、我々（委員）が個別支援会議に出

ている方の代表みたいな位置づけで、専門部会で色々案件とか事例を持ち出し

て話してもらえれば良いのではないかとのご回答を行政の皆さんか事務局かそ

の時の委員長だったか記憶は定かではないのですが、そういう整理をされてい

る記憶がございますが…。 

原口委員：おそらくなんですが、斉藤先生が言ってくださったように、日々

色々な個別の課題というのが個別支援会議ですとか、普段の生活の中でもある

と思うのですが、そういったものを下に書かれている機関との連携の中で会議

がなされていくものだと思うのですが、そういったところで出てきた課題とい

うのを皆様がここで出していただいて、それは、やはり地域課題だということ

で、協議会の中で協議していくイメージなのかなと思います。 

座長：よろしいですか。 

副座長：それだったら書き方を変えたほうが良いかなと思うのですが…。個別

の支援会議って独自の会議体制があるように思うので、言葉を変えて、市内に

ある例えば親の会などもあるだろうし、色んな組織から出てきているのであれ

ば、各個別支援会議っていうところと繋がらないという現状のような気がする

ので、そこのところをちょっと来年ぐらいまでに考えていただければと思いま

す。 

座長：分かりました。各個別支援会議というところを少し考えるということで

よろしいでしょうか。今の説明でご了解いただけるように、それに即した図案
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にできるかどうかのご検討をいただくというようなご提案だと思います。あり

がとうございました。根本さん、何かございますか。せっかくですので。 

根本委員：ありがとうございます。初めて参加させていただいたうえに、この

ような意見の場をいただきましてすみません。率直なところで、実際にこうし

て課題が共有されているところは、報告書を拝見させていただいて分かったと

ころですけれども、実際にそこから、つくば市の施策やサービスにどう繋がっ

ていったのか、また、この自立支援協議会で協議された内容がどのように反映

されているのかというところがちょっと見えにくいかなと感じました。また、

この協議会と、例えば今年度、ちょうど福祉計画の改正の時期かと思います

が、それが去年なりの結果を受けて何かまとまったものがあったのかですと

か、去年はちょっと尻切れてしまったとのことですけれども、これからどう

いった流れでそういった意見をまとめていくのかですとか教えていただければ

と思いました。 

座長：一つ目は事務局で整理できたらお答えします。二つ目は、お答えできま

すでしょうか。 

事務局（課長）：一つ目の、こちらの協議会で協議した内容がどのように市の

施策に反映されるかということですけれども、部会に分かれる際に少しお話し

させていただこうと思っていたのですが、以前からこちらの協議会のほうでも

課題になっておりました災害時の個別支援計画に関しては、実際に課のなかで

協議をしておりまして、今回は医療的ケアということで、普段、電源が生活に

必要な方に関して、電源喪失等のご心配というところが生命の維持に一番関わ

るところなので、そちらの方々から個別支援計画を立てていきたいと思ってお

りまして、それに関して市のなかでまとめたものを一度こちらの協議会のほう

に諮らせていただいて、ご意見等をいただきたいと思っております。昨年度あ

りました、ペアレントメンターですとか、そういうことに関しても必要性に関

して、重々、こちらの協議会でもご検討いただいておりますので、どの時点か

ら施策として実行できるかはお約束できないのですが、実際に行っていく方向

で、検討しております。そのように一つ一つの課題に関して、早急に全部とは

いかないのですが、少しずつ進めておりますので、施策には必ず活かしていく

ということでご了承いただいてよろしいでしょうか。二つ目の計画に関してな
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のですが、計画の策定に関しては自立支援協議会のご意見をうかがうことに

なっておりまして、こちらの組織とは別に、計画の策定懇談会というのを組織

しておりますので、そちらの素案ができましたらご意見等いただければと思っ

ております。 

座長：ありがとうございます。その都度、この協議会の意見は行政の皆さんの

なかでケアされていきます。後ほどご説明があるかと思いますが、来年度施行

の障害者計画を今お作りしていて、ぜひご意見ありましたら沢山会議に出して

もらったらいいのではないかと…。ただ、全部が満たされるかはさておき、冒

頭にご説明いただいた参考資料の内容がキーワードなので、そこに対する何か

ご意見があれば、どこまで書き込めるかは分からないが、これっていう言葉が

皆さんからいただければ何か書いてくれるのではないかという話だと思いま

す。一番上の計画になりますので、ここに書き込まれるかどうかって結構普通

で考えると…。ただ、言ったからって必ず全部通るとは限らない。ただ、言わ

ないと絶対通らない。よろしいでしょうか。 

根本委員：はい。 

印宮委員：ダウン症児親の会の印宮です。知的障害の子どもさんの親の会にな

ります。児童発達支援センターが開設されるということで、子どもさんの親御

さんたちは非常に期待しているところですけれども、他市町村では、障害のあ

る子どもさんが産まれたらすぐに相談支援体制が組まれ、そこから「ゆりかご

から墓場まで」と言われるように、切れ目のない支援というものを受けている

という話をたまに耳にします。それに比べますと、セルフプランが当然のよう

になっているつくば市の中で、非常に不安を抱えたまま生活している障害児の

親がいっぱいいます。児童発達支援センターが開設されるので、できれば支援

体制を非常に強化してほしい。基本指針の見直しについてのところにも書いて

ありましたけれども、相談支援体制の充実、強化というところで、体制を確保

するといったことは書いてありますけれども、数値目標であればどのくらいと

か、グレーでない明確な項目がぜひ欲しいかなと思っています。他にも言いた

いことは色々ありますが、初めてということで皆さんのお話しを聞かせていた

だき、勉強しながらやっていきたいなと思います。よろしくお願いします。 

座長：はい、ありがとうございます。コメントありますか。はい、どうぞ。 
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事務局：児童発達支援センターについて、色々とご意見いただき、ありがとう

ございます。今後も建物の設置までには数年ありますので、建物ができてから

事業を行うということではなく、できるところからやらせていただきたいと

思っています。今年、今お話しいただきました、相談支援のことに関してなん

ですけれども、確かに、つくば市は児童の方に関しては、セルフプランの方が

多いですけれども、重層的な問題がある方ですとか、長く支援を継続して行う

必要がある方に関しては、積極的に相談支援に入っていただくように保護者の

方にもご説明しているところです。今日来ていただいている相談支援事業所の

方にも関わることですけれども、大人の方の相談で手いっぱいで、障害児のほ

うにまで手が回らないというお話もお聞きしますので、そこは新規で相談支援

事業の認可を取られるようなところには、必ず障害児のほうも相談をやってく

ださいというようなお願いですとか、あとは私共のほうでも今年、障害者地域

支援室で、つくば市直営の障害児の相談支援事業所を立ち上げました。こちら

に関しては、市が直営ということもありますので、民間の事業さんにご紹介で

すとか、なかなか全部の相談をお受けするというわけにはいかないですけど、

制度としての障害児相談支援として入っていくだけでなく、個別の相談も継続

して受けていく予定で、今も実際に受けています。ぜひ何かの折にはご紹介い

ただければと思いますので、どうぞよろしくお願いします。長くなってしまい

ますが、障害児相談支援のパーセンテージも年々上がっておりますので、数値

目標も目指すところは１００％だと思っています。どうぞよろしくお願いしま

す。 

座長：よろしいですか。 

印宮委員：はい。 

座長：制度ができた時にセルフプランが多かったのは事実ですが、その後何年

か前にそういうかたちに切り替えようと、この会議でもやって切り替わってき

ています。ただ、子どもさんのみならず、大人のほうの相談支援も足りないっ

ていう状況が慢性的な課題でして、それでもかなり増えました。高齢者は減っ

ていくことが分かっているので、高齢者のケアマネージャーさんの居宅さんと

かの団体に事務局から動いてもらって、ぜひやってくださいと頼んでいる経緯

も実はあります。けれども、そこも手が回らないっていうお答えをいただいて
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いる。ご満足いただけてはいないと思うのですが、市の味方をするわけではな

いですけども、全く何もやってなかったわけではないです。ただ、問題意識と

してはあるので、児童発達支援センターとかこういうことに対して、課長から

ご説明いただきましたが、意識はかなり高く持っているということはご理解い

ただければと思います。回数が少ないこともありますし、言いたいことがあれ

ば言っていただいたほうが良いかと思います。田邊さんいかがですか。 

田邊委員：私は今、民生委員をやってから１６年目ですが、民生委員の活動の

中で、高齢者の方は毎年調査がありまして、訪問をして色々と調査を進めます

ので、ある程度自分の担当地域の方の様子はよく分かるのですが、障害者の方

に関しましては、意外と接点が少なくて、他の地域の方は分かりませんが、自

分の地域でご相談を受けることがあまりありませんでした。ただ、一昨年か

ら、さっき話にでました災害時避難行動要支援者名簿というのが、つくば市に

できまして、それが民生委員にも配られるようになり、それで初めて名簿の中

に身体障害者手帳とか療育手帳とかを持っている方で災害時に避難をしてほし

いと手を挙げた方で同意書を書いていただいた方だけが、名簿として私どもの

手に渡るようになりました。それで私も名簿に載っている方にコンタクトを

とって、どういう支援が必要ですかということから、どういう障害を持って

らっしゃるかをご説明いただいて、そこで初めて、地域にそういう方がいらっ

しゃるということが分かったばかりというような状態です。ですので、今まで

民生委員がこういう会議に出ていて、どういうかたちでご協力できたのか分か

らないのですが、今後に関してはこういうところを糸口に、地域との繋がり役

なので何かご協力できればいいなと考えております。 

座長：ありがとうございます。突然話を振ってしまいましたが、貴重なご意見

というか情報をいただきました。本当は皆さんに一言ずついただきたいところ

ですが、お時間の関係もございますので、次の議題に進めさせていただきたい

と思います。 

（３）の分科会（専門部会）の日程、内容等について、事務局よりご説明お願

いいたします。 

事務局：皆様にお配りしております名簿のほうをご確認いただきたいと思いま

す。そちらに、案として、こちら側で記入させていただいておりますが、右端
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のほうに部会の案ということで、「１」と「２」ということで番号を記載して

おります。「１」が子ども部会、「２」がおとな部会ということで、一応こち

らのほうで勝手ながら事務局案ということで割り振りをさせていただいており

ます。この案でご承認をいただければと思いますが、みなさまよろしいでしょ

うか。 

座長：ここで一度確認しましょうか。自分の所属する部会の番号として、

「１」が子ども部会、「２」が大人部会ということで、この進め方が例年通り

で、今年だけ特別というわけではないのですが…。 

事務局：補足としまして、こういう風に割り振りはさせていただいております

が、日程のほうが決まりましたら、「１」の方が「２」のほうに出たいとの希

望がありましたらご出席いただくとか、逆に、「２」の方が「１」にご出席い

ただくということには全く問題はございませんので、便宜上、こういったかた

ちでご確認いただければと思います。 

座長：補足どおりということでご承認いただけますでしょうか。 

委員一同：（異議なし） 

座長：では、ご承認いただいたということで次のご説明をお願いいたします。 

事務局：ありがとうございます。専門部会のほうにも一応、設置要綱の中で部

会長を置かせていただくことになっておりますので、子ども部会のほうを副座

長の吉田委員に、おとな部会のほうを座長の斉藤委員にお願いしたいと思って

おりますが、よろしいでしょうか。 

座長、副座長：いいと思います。 

事務局：では、ご承認いただいたということで、部会のほうはこの案のとおり

ということでよろしくお願いいたします。 

座長：一括でご承認いただく予定でしたが、昨年度も子ども部会の座長に吉田

委員にお願いしておりましたので、私からも引き続きお願いしたいと思いま

す。それでは、このかたちで今年度進めさせていただくということで、再度確

認ですが、よろしいでしょうか。 

委員一同：（異議なし） 

座長：ありがとうございます。 
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今後の予定 

 子ども部会 第１回（９月 24 日（木）10:00～11:30） 

       第 2 回（12 月 17 日（木）10:00～11:30） 

   ※テーマ 医療的ケア児の災害時支援について 

          

 おとな部会 第１回（9月 9日（水）10:00～11：30） 

       第 2 回（12 月 9 日（水）10:00～11:30） 

   ※テーマ 新型コロナウイルスによる影響について 

 

５． 閉会（午前 11 時 20 分終了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年（2020 年）度 第１回つくば市障害者自立支援協議会全体会 次第 

 

  日 時  令和２年 7 月 29 日(水）        

午前 10 時 00 分 ～ 11 時 30 分   

場 所  つくば市役所 2 階 203 会議室   

 

 

 

       １ 開  会 

 

       ２ 障害福祉課長あいさつ 

 

       ３ 協議会委員紹介 

 

    ４ 担当課職員紹介 

 

    ５ 座長及び副座長選出 

 

    ６  議事 

（１） 令和元年度事業報告について 

（２） 令和２年度事業計画について 

（３） 分科会(専門部会)の日程、内容等について 

 

       ７ そ の 他 

 

    ８ 閉  会 

 



2020-2023 年度  つくば市障害者自立支援協議会委員名簿(2020.7.29 現在) 
 

2020 年７月 29 日～2023 年 3 月 31 日  

No. 区  分  所  属  役 職・氏 名  部会  

1 
 

 
 

当事者団体  
 

かけはしねっと   
 根本 希美子  

 
   １  

2 
 ダウン症児親の会   

  印宮 由紀  
 

   １  

3 
 民生委員  つくば市民生委員児童委員連絡協議会  谷田部地区副会長  

 田邊 佐貴子  
 

   ２  

4 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

障害児通所支援・障
害福祉サービス事業
所  

 
 
 

 

キッズハウスえくぼ・つくば  
(放課後等デイサービス) 

管理責任者  
 藤井 ひとみ  

 
   １  

5 
 

つくば市福祉支援センターくきざき  
(児童発達支援) 

管理者  
 武田 香世  

 
   １  

6 
 

カフェベルガ  
(就労移行、継続 A、Ｂ) 

管理者  
 吉田 美恵  

 
   １  

7 
 

ひまわり学園  
(就労系，GH，特定・障害児相談) 

理事長  
 大久保 安雄  

 
   ２  

8 
多機能型事業所 どんぐりの家  

(児童発達支援・放課後等デイサービス・生活

介護) 

管理者  
 井坂 美津子  

 
 １  

9 
 

サポートプラザつくば  
(指定一般及び特定・障害児相談支援事業) 

管理者  
 篠崎 純一  

 
 １、２  

10 
 

筑峯学園  
(指定一般及び特定・障害児相談支援事業) 

相談支援専門員  
 武田 真浩  

 
 １、２  

11 
 

つくばライフサポートセンターみどりの  
(指定一般及び特定・障害児相談支援事業) 

相談支援専門員  
 原口 朋子  

 
 １、２  

12 
 

つくば市社会福祉協議会  
(指定一般及び特定・障害児相談支援事業) 

相談支援専門員  
 菅野 慎也  

 
 １、２  

13 
 雇用支援機関  つくば LSC 

障害者就業・生活支援センター  
主任就業支援担当  
 石田 奈津子  

 
   ２  

14 
  

 
 

医療関係機関  
 
 

つくば市理学療法士会  顧問  
 斉藤 秀之  

 
   ２  

15 
 

茨城県リハビリテーション専門職協
会  

地域包括ケア推進室長補佐  
 飯島 弥生  

 
   １  

16 
 

筑波大学附属病院  
医療連携患者相談センター  

社会福祉士  
  板橋 辰哉  

 
   ２  

17 
  

 
 

教育機関  
 

茨城県立つくば特別支援学校  
(地域支援センター) 

地域支援センター  
 覺張 茂樹  

 
   １  

18 
 

茨城県立つくば特別支援学校  
(進路指導部) 

進路指導部長  
 上方 智子  

 
   ２  

19 つくば市教育局特別支援教育推進室  主任主査  
 中島 澄枝  

 
 １  



つくば市障害者自立支援協議会設置要項 

 

（目的） 

第１条 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成17 

年法律第123号。以下「法」という。）の理念に基づき、関係機関等が相互の連絡 

を図ることにより、地域における障害者等への支援体制に関する課題について情 

報を共有し、関係機関等の連携の緊密化を図るとともに、地域の実情に応じた体

制の整備について協議を行うことを目的として設置するつくば市障害者自立支援

協議会（以下「協議会」という。）に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（協議事項） 

第２条 協議会は、次に挙げる事項について協議する。 

 (1) 地域の関係機関等によるネットワーク構築等に関すること 

 (2) 個別事例への支援のあり方に関すること 

 (3) 地域の障害者等の支援体制に係る課題整理と社会資源の開発及び改善に向 

  けた協議 

 (4) 基幹相談支援センターの運営評価に関すること 

 (5) 地域の相談支援従事者等の質の向上を図るための取り組み 

 (6) つくば市障害者計画の進捗状況の把握や必要に応じた助言 

 (7) 障害者等の権利擁護に関すること 

（組織） 

第３条 協議会は、20人以内の委員で組織し、次に掲げる者のうちから、つくば市 

長（以下「市長」という。）が任用する。 

 (1) 障害者の保健・医療・福祉等の実務に従事する者 

 (2) 障害者福祉当事者団体を代表する者 

 (3) 障害者の雇用・教育関係者 

 (4) 学識経験者 



 (5) その他市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任用期間は３年以内とする。 

２ 委員が欠けた場合における後任の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

（座長及び副座長） 

第５条 協議会には、座長及び副座長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 座長は、協議会を代表し、会務を総括する。 

３ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会には、全体会及び事務局運営会議を置く。 

２ 協議会は座長が招集し、開催する。 

（専門部会等） 

第７条 協議会は、第２条に定める協議事項に関する検討等を行うため、専門部会 

を置くことができる。 

２ 専門部会は、座長が指名する者をもって構成する。 

３ 専門部会に部会長を置き、構成員の互選によりこれを定める。 

４ その他必要に応じて、プロジェクト会議を置くことができる。 

５ 専門部会及びプロジェクト会議には、必要に応じて委員以外の者の出席を求め 

ることができる。 

（会議の非公開の決定） 

第８条 協議会による会議の非公開の決定は、座長又は部会長が当該会議に諮って 

行うものとする。 

２ 協議会は、会議の全部又は一部を非公開とすることを決定した場合は、その理 

由を明らかにしなければならない。 

（公開の方法等） 



第９条 協議会の会議の公開は、会議の傍聴を希望する者に、当該会議の傍聴を認 

めることにより行うものとする。 

２ 協議会は、会議の傍聴を認める定員をあらかじめ定めるとともに、会場に一定 

の傍聴席を設けるものとする。 

３ 協議会は、会議の傍聴者に会議資料を提供するものとする。ただし、資料が貴 

重、高額又は大量であるなどの理由により、会議資料を提供できない場合につい

ては、審議事項がわかる資料の提供に代えることもできるものとする。 

４ 協議会は、会議を公開するに当たっては、会議が公正かつ円滑に行われるよう、 

傍聴に係る手続及び遵守事項を記載した傍聴要領を定めるものとする。 

（庶務） 

第１０条 協議会の庶務は、つくば市保健福祉部障害福祉課において処理する。た

だし、社会福祉法人等に委託して実施することができる。 

（守秘義務） 

第１１条 全体会、事務局運営会議、専門部会及びプロジェクト会議の委員は、運

営上知り得た秘密や個人に関する情報をほかに漏らしてはならない。その職を退

いた後も、また同様とする。 

   附 則 

 この要項は、平成30年４月19日から施行する。 

なお、本協議会の名称は、平成19年度からつくば市が設置するつくば市障害者自

立支援懇談会の名称を変更したものであり、つくば市障害者自立支援懇談会の目的

や協議事項等、その機能は同様である。 
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様式第１号       会 議 録 

会議の名称 令和２年度つくば市障害者自立支援協議会 

第 1 回おとな部会（専門部会２） 

開催日時 令和２年 9 月 9 日（水） 10：00 ～11：30 

開催場所 つくば市役所２階 防災会議室 2 

事務局（担当課） 保健福祉部障害福祉課 

 

出 

席 

者 

 

 委員 

 

 

根本希美子、田邊佐貴子、吉田美恵、大久保安雄、篠崎純一 

武田真浩、原口朋子、菅野慎也、石田奈津子、斉藤秀之 

板橋辰哉、上方智子 

 その他  

 事務局 根本課長、岡田課長補佐、飯田係長、小方主任主査、大竹主事 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数     １  人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

新型コロナウィルスによる影響について 

会議録署名人  確定年月日 令和２年  月  日 

 

会 

議 

次 

第 

 

 １ 開会 

 ２ 専門部会長挨拶 

 ３ 協議事項  

新型コロナウィルスによる影響について 

 ４ その他 

 ５ 閉会 

 

１ 開会 

事務局：ただいまより令和２年度つくば市障害者自立支援協議会第 1 回おとな

部会を開会させていただきます。今日はお忙しいなかお集まりいただきまして

ありがとうございます。開会にあたりまして斉藤専門部会長よりご挨拶お願い

いたします。 
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２ 専門部会長挨拶 

部会長：皆さんおはようございます。斉藤でございます。暑くなってきたこの

お時間にお集まりいただきありがとうございます。今日はこういうご時世でお

時間にも限りがありますのでご発言は要点をしぼっていただくということにな

ろうと思いますが、なにとぞご協力お願いいたします。それでは 11 時半を終了

目途とさせていただき開会したいと思います。よろしくお願いいたします。 

事務局：ありがとうございました。続きまして協議事項のほうに入らせていた

だきます。つくば市障害者自立支援協議会設置要項第５条第２項におきまして  

「座長は、協議会を代表し、会務を総括する」こととなっております。これか

らの会の進行につきましては、部会長にお願いしたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

部会長：はい、ありがとうございます。それでは始めさせていただきます。議

題に入ります前に、市政運営の透明性の向上を図ることを目的とする「つくば

市会議の公開に関する指針」により、つくば市自立支援協議会を公開とさせて

いただきます。ご賛同いただける方は拍手をお願いいたします。（拍手）あり

がとうございます。それではご賛同いただけたということですすめます。ま

ず、事務局より本日の資料の確認をお願いいたします。 

事務局：本日の資料としましては、次第ということで一部用意させていただき

ましたが、不足等ございませんでしょうか。大丈夫でしたら、次にすすんでい

ただけたらと思います。 

３ 協議事項 

部会長：それではご確認が済んだということで、次第３の協議事項にあります

新型コロナウィルスによる影響について、自由にそれぞれのバックグランドが

ございますので、他者のことは忖度せずにご自分の置かれている状況のなかで

問題意識があるようなこと、例えば好事例のような取り組み等、ネガティブな

ことばかりではなくポジティブなこともご発言いただいても結構かと思いま

す。事務局は最後に発言いただこうと思います。できればお一人 5 分ぐらいを

目安にお話しいただければと思いますので、板橋さんからお願いします。 

板橋委員：筑波大学附属病院から参りましたソーシャルワーカーの板橋と申し

ます。私はソーシャルワーカーという立場で、入院や外来の患者さんの相談を
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させていただいています。新型コロナウィルスの影響というところでは、疑い

のある方や、原因不明の熱発の方などがお越しになったりすることもあり、１

つの病棟をコロナ隔離病棟ということで、疑いのある方が入院して精査してと

いうかたちをとっています。筑波大学附属病院は特定機能病院という位置づけ

になっていますので、院内感染などをおこしてしまって診療機能が破たんして

しまうと、地域の患者様方に多大なご迷惑をおかけすることになりますので、

職員も院内の行動指針に沿って日々コロナ対策をしているという状況です。患

者さんのご家族につきましては、感染予防の一環で面会の制限をさせてもらっ

ており、特別な理由を除いては基本的に面会禁止とさせていただいておりま

す。普段面会に来て患者さんとの時間を大事にしていらっしゃる方にはかなり

大変な状況ではあると思いますが、ご協力をいただいているような状況です。

新型コロナウィルスの影響に関しては、いわゆるコロナうつとか、そういった

精神疾患のメンタルヘルスも含めたそういった部分について、院内の対応はし

ているのですが、実際の現場ではコロナに関しての大きな何かといったことは

ないというか、感染以外のところでは実感として影響はないように思われま

す。前回、福祉の就労という部分で、孤立してしまったり離職してしまった方

がいるのでないかという話もあったのですが、それを理由にメンタルを壊して

しまって病院に来られるというのはまだ実感としてはないような気もします。

そういった対策についてもしっかり協議していければと思っています。    

部会長：板橋さんは福祉の相談のセクトだと思いますが、俗にいう医療崩壊と

か、つくば界隈の医療連携とか、筑波大学附属病院の診療機能は大きく変わっ

ていないということですが、コロナの時期だけなのかはわかりませんが外来の

ほうをセーブしているとか、今後これを機にセーブするとかような話をもれ聞

いたことがあり、そのあたりのお話ですとか、それと、医療従事者の疲弊感が

あるというのはまだまだ続くと思いますし、そのへんをふまえてつくばの病院

の医療は大丈夫なのか…。肌感覚で何となく感じている印象などをお話しいた

だければと思います。 

板橋委員：すべての部分を把握しているわけではありませんが、接触感染、飛

沫感染というところでハイブリット診療や電話による診察を行っております。

外来も含めて診療機能が停滞してしまうと問題ですし…。他の病院でもそうだ
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と思うんですが、全体的に新型コロナウィルスによる影響で手術とか入院とか

をセーブしているというのは事実としてあるかと思います。 

部会長：看護師さんが集団で辞めてしまうなんて話はありますか？ 

板橋委員：それまではわかりませんが、実際はコロナの疑いのある方が出てし

まうとかなり神経を使いますので、院内では精神科のメンタルヘルスチームが

あり看護師のメンタルを気遣う支援者支援の体制は組まれております。辞める

まではちょっとわかりません。ただ、実際、皆さん大変な思いをしながらやっ

ている状況です。 

部会長：慣れてきた感じもありつつ実際そうではないと思います。お話にあり

ました遠隔診療や電話診療も広がっていくと思います。対面の受診はセーブさ

れてもそういった診療を使うようになると、予約とか待ち時間とかが何とも見

えない気もします。やりながらですよね、きっと。 

板橋委員：地域医療との関係というところなんですが、マスコミとかでも知ら 

れているようなコロナ差別とか偏見とか、院内でも病院間でもあるのは事実な 

んだと思います。患者さんのやりとりで筑波大学からくる患者さんは入院中 

に熱があったみたいだとか、コロナじゃないだろうかとか、そんな話もあっ 

て、PCR 検査をするとかしないだとかのやりとりがありまして、なかなか皆さ 

ん慎重な感じがします。 

部会長：病院は相当収益ダウンです。桁が違うと思います。全国の有名な病院

でも７月に戻るだろうという見通しが戻らない。住民の意識も高くなって、不

要不急はやっていない。今までが不要不急だったのかもしれません。ただ、急

変時とかに、コロナの影響で制限されたりすると大変な問題になるので、薬の

問題や平時の管理の問題だとか、必要な時にお医者さんとつながれないことは

福祉の現場ではバリアになりますから、IT や電話が解決になればいいんじゃな

いかと思います。救急車で入ってきた人が実は感染者だったというのも一番困

るみたいですね、病院や消防も困っていますよね。それでは、上方さんお願い

します。 

上方委員：本日もお世話になります。よろしくお願いいたします。本校、つく

ば特別支援学校のコロナ対応というところでお話しさせていただきますと、ま

ず、県の指針にのっとって県教育委員会からおりてきたものに対して学校のほ
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うでガイドラインを作成し、対応しているという状況です。ご存知の状況では

ありますが、５月いっぱいまで学校は完全休校となっておりました。６月から

段階的に分散登校を行って、６月の末から本格的な学校再開となってきまし

た。まずは、現在「３密」の回避とかマスクの着用とか消毒の徹底というとこ

ろは大きなところで徹底しているところですが、やはり本校は 400 名近い生徒

がおりますので、特にスクールバスの乗り降り、車内が「密」になりやすい状

況でした。なので、スクールバス利用の皆さんにご協力をいただいて、学校に

到着して昇降口が密になってしまうので、時間差で降ろして校内に入れていく

ということ、そして帰りも同じように行っております。本校は肢体不自由部門

もありますので、食事の介助が毎日行われております。排泄の介助もありま

す。そのような際にはマスクだけではなくフェイスシールドをして対応してお

ります。私も時々食事の様子ですとか見させていただきますが、先生方もだい

ぶ慣れてきて当たり前のようになってきていると感じています。また、教員目

線でいうと、消毒の徹底というところで、食事の際や帰った後など、節目節目

で消毒を行っております。職員数もかなりの人数がおりますので、職員室がだ

いぶ「密」になる状況です。コロナウィルスが流行り始めた時から、職員は分

散して仕事をするということで変わってまいりました。それから、学習という

面では分散登校の時も休校中もですが、少しずつオンラインを取り入れ始めま

して、登校していてもオンラインを取り入れて密を回避しながら取り組んでい

るところです。だいぶオンラインというものを活用しているかなと感じていま

す。また、私が今担っている部分としては、現場実習、校内実習等、子どもた

ちが外に出向いていく部分がございます。現場実習については、通例ですと、

例年 6 月、10 月、1 月と 3 回設けておりますが、6 月が分散登校、休校という

ような状況がありまして、ただできるだけ早く３年生の進路を決めていきたい

という思いがありましたので、まさに今、今週、来週と 3 年生のみ計画をたて

てすすめているところです。現場実習のご依頼というかたちでいろいろな事業

所様とやり取りをさせていただきましたけれども、やはり入所施設ですと「慎

重さ」という部分で、通所事業所よりも徹底されていたりして、より慎重に対

応してくださっているんだなと実感として感じております。本当にありがたい

ことに、今回、生徒たちが希望していた事業所のすべてが日数に変わりはあっ
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たとしてもお受けいただいていて、だいたい希望通りのところで実習は行えて

いる状況です。そこは本当に感謝でいっぱいというところです。施設見学、企

業見学も校外学習ととらえて行っておりますが、そういったもので連絡をさせ

ていただくと企業は慎重さというものを特に感じる部分があったかなと思いま

した。簡単ですが、以上です。 

部会長：貴重なご報告をありがとうございました。教育カリキュラムの編成は

大変だったでしょうか？ 

上方委員：そうですね…。 

部会長：夏休みは短くしたのですか？ 

上方委員：はい、夏休みは短くなりました。通常 7 月下旬から休みになります

が、8 月上旬までが１学期でした。3 週間お休みをして、8 月 31 日月曜日から 2

学期が再開となりました。いつもよりはだいぶ短くなっています。 

部会長：知的のお子さんなどはどうですか？こういった「３密」とか「手洗

い」とか、実際の学校現場ではどうですか？ 

上方委員：細かいところまでは把握しきれてはおりませんが、毎朝子どもたち

が登校するのを見ているんですけれども、私が思っていたよりは落ち着いた登

校ぶりが見られているかなと思います。ただ、日中となるとやはりさまざまな

ことがあるのかもしれません。ただ、マスクの着用というところでは、意外と

つけられているお子さんが多くて、もちろん途中で外してしまうこともありま

すが「つけましょう」という先生方の言葉かけや支援でつけられている印象は

あります。あと、昇降口に手洗いの動画を流しているのですが、子どもたちは

よくそれを見て、立ち止まって見る子もいれば真似をしてみたりとか、そう

いった様子もみられていて、そういうものも活用しながら、働きけています。 

部会長：保護者の方の在宅ワークの影響などは？プラスに働いているか、保護

者の方の負担になってはいないか？ 

上方委員：おそらく休校でまるまる学校がない時期は、ご家庭の負担は大き

かったのではないかと感じています。あとは放課後等デイサービスの活用など

もかなり動きがあったのではないかと思います。 

部会長：それでは田辺さん、お願いいたします。 

田辺委員：民生委員の田辺です。コロナで民生委員の活動は本当に大きな影響
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を受けました。一番の活動の要である地域の高齢者のお宅などを訪問して様子

をうかがったりすることが、自粛ということでできなくなり、3 月からは会議

とか学校行事とかにも一切自粛で出られなくなり、そういう意味ではほとんど

家にいるような状態でした。電話での確認をするのが 6 月ぐらいまでそういう

状態でした。前回もお話ししました避難行動要支援者名簿の聞き取りもすべて

電話で行いました。場所は歩いて回ってわかっていますが、ご本人に会うこと

はいまだにできずにおります。少しずつ会議も最低限というかたちで復活して

きてはいますが、秋に行っていた今年の高齢者調査は中止ということで決まっ

てしまって、本当に活動自体をすることが不自由な状態です。ただそうはいっ

ても直接相談に来る方もいらっしゃいますし、どうしても訪問しなくてはなら

ない場合もありますが、本当に早く収束してほしいと思います。 

部会長：ご苦労だと思います。電話での聞き取りで、「うつ」という言葉もあ

りましたけれど、閉じこもったり、弱々しくなっているなという感じを受ける

方って多くなかったですか？ 

田辺委員：私が（電話を）かけている範囲では、会ってはいないのでしょうが

お友達の方同士で電話でしょっちゅう「早く会いたいね」とか話をしたりして

いるようです。障害者の方の場合はだいたいご家族の方と話をしたりしていま

すが、そのご様子を聞いている限りでは、家の中では普段通りですし、大きな

影響は受けていないようです。 

部会長：ありがとうございます。それでは、根本さん、お願いいたします。 

根本委員：根本です。コロナ禍におきましては、私たちは当事者団体なんです

けれども、医療的ケアが必要ということで、日常的に消毒液や精製水などの衛

生用品を必要としているんですが、このコロナ禍になりまして、一斉に買い占

めがおこり、買えない状況が続いておりました。最近になりましてやっと皆さ

んも気持ちに余裕が出てきたのか、在庫のほうもちょっとずつ出回るように

なってきたというところですが、一時は手に入らない状況が続いて、国や市か

らの支援をいただいたりといった状況がありました。実際に息子は学校に通っ

ておりまして、登校できない時間があって 24 時間親が介護をしなくてはいけな

いという状況があったので、肉体的にも精神的にも、また外にも出られない

し、本人は「元気なのになんで出られないんだ」というような状況で、本人的
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にはすごくストレスだったと思うのですが、ただ、ひとり親のご家庭ですと

か、働かなくてはいけないというところで、デイサービスを利用したりだと

か、学校に行けない時間をそういうところを利用しながら、介護をしていたと

聞いております。また、本人が感染したわけではなくて、濃厚接触というレベ

ルで、訪問系のサービスは利用を断られたりだとか、ちょっと嫌がられたりと

いったことはあったようで、そういったお話も聞いたもので、これからまだコ

ロナが続くと思うので、対応は慎重に行っていただきたいなと思うところで

す。当会の活動としては、顔を合わせて直接会って余暇活動の時間を提供する

活動が多かったのですが、オンラインということで活動の形態を変えまして、

それでも家族が孤立しないようつながりづくりは継続していこうというように

活動させていただいております。 

部会長：ありがとうございます。大変ご苦労なさったと思います。この後は、

大久保さんのほうから口火をきっていただきたいと思います。 

大久保委員：ひまわり学園の大久保です。よろしくお願いします。当事者の支

援事業所ということで相当大変な状況がありました。一つは感染をどうする

か？もう一つは事業継続をどうするか？この二つなんですね。これを両面で 

やっていかなくてはならない立場で、２月に身近なところで感染が出てきたわ

けです。我々が体験しない状況が発生したわけです。例えば、神栖の障害者施

設でクラスター、これが最初の大きな問題になりました。我々のつくば事業所

も 40 人おります。この方たちも非常に市町村範囲が広いんですね、そんななか

で感染経路がどうなっていくのかということもわからないまま、毎日厚労省や

県の通達を参考にし、情報収集をすすめながら、いち早く利用者、家族、そし

て職員に情報提供を行い、どうすれば感染しないかという仕組みを作ろうじゃ

ないかということで、まずは家族と利用者の部分をどういうふうに対応するシ

ステムを作るかということです。利用者が施設に通ってくることなので、そこ

でどういうふうにできるのかは、支援する立場の職員の行動力ですね。利用者

の行動範囲は非常に少ないんですね。感染経路からすると、やはり家族との接

触が一番大きいので、ご家族には相当の認識を持っていただくということで、

家庭内の毎日の検温を実施していただき、熱が高い時は必ず連絡をしてもら

う、そういうことで通所してもらいます。通所した時に熱が高い場合は家族と
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連携をとるというシステムです。職員もそれぞれの行動範囲もありますので、

いろいろなかたちで対応できないと利用者への感染につながってしまいますの

で、毎日の朝礼で徹底してきたんですよね。幸い何事もなくきていますが、そ

れでもコロナ感染に関しては利用者もかなり敏感に受け止めているということ

で、当初の中では特に精神障害の人が通所できないという状況が出てきまし

た。それから、家族からの心配ということも増えてきまして、３月に家族懇談

会を開催してコロナの対策を徹底しました。通所できない方が３月あたりから

増えてきまして、在宅支援サービスということで問い合わせをしながらすすめ

てきました。職員も家庭訪問や電話連絡をしたりして利用者との関係を保っ

て、利用者も在宅でできることをテーマを決めてやってきたわけです。そうい

うことで何とか通常通り通所できるようになってきたところです。そういうな

かで経営の危機も相当絡んできています。通所者は在宅支援で入れる方は当然

できますが、経営の危機というのは、授産事業なんで作業をしますが、３月４

月あたりは極端に仕事がなくなってきて、だいたい半減した状況。企業が仕事

がストップし、工賃の支払いも相当プレッシャーになってきた状況で、５月

だったでしょうか、支援を半日程度に切り替えて、それ以外の支援に取り組む

という状況が１か月ぐらい続きました。何とか作業は回復してきたが、現在も

作業自体が低下しており、全くなくなったところもでてきており、現在は新た

な取り組みをどうするかという問いかけをしているところです。コロナの影響

で、事業の仕組みが変わっていくだろうと考えています。今までの企業から得

られた仕事だけでいいのか、それだけでなくそれぞれの能力を発揮して何がで

きるか、それを収益につなげる事業にもっていけるかといったところを検討し

ています。利用者の最大級の力を発揮したなかで、コロナに打ち勝っていくと

いうことをみんなで確認して行動しているところです。それから、現在、感染

対策のパンフレットを利用者向けに作成し配布しています。これを実行しても

らうことで、コロナ対策に意識づけを徹底することが大事で、（コロナに）か

からない行動をどうするか認識し、それを続けていかないといけない。そして

我々は作業を提供していくということです。最後になりますが、事業形態とし

ては非常に収入が落ちてきており、利用者の休みが多いということも関係して

いるのですが、相対的な事業収入が減ってきている状況です。そのような状況
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のなかでどうすればいいのかを検討しながら運営している状況です。いずれに

しましてもコロナの問題はさらに長引くだろうと思いますので、我々が気を抜

くことなく、徹底したかたちで取り組んでいけば、利用者がきちんと来られ、

通常通りの作業をし、自立をめざして取り組めるのは大事なんだろうと思って

います。行動範囲は非常に小さくなっていて、旅行もイベントも中止、今それ

に代わるものを模索しながら進めている状況です。以上です。 

部会長：ありがとうございました。企業が停滞すると仕事が減るんですよね。

制度そもそもを見直してもらわないと変わらないことも多そうですね。 

大久保委員：給付金もバランスが難しく苦しいはざまで事業をしています。そ

れに代わるいろんなシステムを提案するなどそういうことも起きてきている。

何らかのかたちで、利用者の行き場がなくなることは避けてもらいたいと思っ

ています。障害者事業所の運営という部分では皆さん相当ご苦労していると思

います。 

部会長：それでは吉田さん、お願いします。 

吉田委員：大久保さんの話を「同感、同感」と思って聞いておりました。うち

は２月ぐらいからカフェベルガのパーティーとかの予約が、去年より今年のほ

うがいいねと言っていたくらいの状況だったのに、どんどんキャンセルになり

大変なことになってしまいました。実際４月から営業をできない状況になりま

した。サポートオフィスのほうでパソコンの仕事をしているので、カフェベル

ガの利用者さんに関しては全員サポートオフィスに来てもらうことにして、そ

こでいろいろとできることをやってもらいました。A 型の人って結構パソコン

ができまして、一生懸命やり始めたらはまってしまい「おもしろい」と言って

くれたりして、こちらは何とか毎日仕事を確保できました。カフェベルガで一

緒に指導にあたっていた指導員にも来てもらい、その人たちを責任をもってみ

てもらうというかたちで仕事をまわしていったんですが、３月４月あたりから

精神障害をもった方で通所ができない方が増えてきました。コロナが怖い、外

に出たくないということですね。うちのほうとしましては、そのころからリ

モートを始めまして、Zoom とかをやったことはなかったのですが、一人そう

いった方がでてきたので、試し試し Zoom と slack を使ってやってみました。自

分の部屋でやっている向こうの様子も見え、全職員が見れるのがそれがすごく
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よくて、今まで移行支援でやっているプログラムを見れなかったんですけど、

こんなことをやっているんだというのを知ることができましたし、そんなメ

リットもみえてきたんです。それで４月の終わりぐらいからいよいよ本格的に

いろいろな対策をしなきゃいけないということになったので、ちょうど今年の

２月くらいに B 型の工賃向上のお金でパソコンを 20 台買えたものですから、思

い切って全利用者に在宅でリモートでということであるだけ全部パソコンを貸

し出し、持ち帰ってもらい、全員をリモートでやるということができました。

内容はテープおこしだったり、ホームページ上に更新するためのライティング

など。B 型の人も移行支援のプログラムがすごく役に立つということで、工賃

は出ないのですがそれを承知で参加してくれて、休みの多い人も参加する機会

が増えるようになりました。利用者の工賃は激減していまして、工賃を目当て

に…というよりかは別の利用目的を充実しなければいけないのではないかとい

うことで、社会を自分なりの見方でどうみるのかとかそういったプログラムを

検討しているところです。カフェベルガもお店に来てくれる方はいなかったの

で、思い切って土日はやらず連休明けからテイクアウトの弁当作りをしたり、

お店をマスク工場にしてマスクを作ることに専念してみました。マスクを作る

ことのできる利用者さんもでてきて、今も作り続けています。県から受注があ

り３５０枚納品できたりもしました。今日しているマスクも当社の製品で、い

ろいろと工夫をしているところです。マスクはいろいろと工程があるので、紐

だけつけられる人がいたり、シールを作って貼る人がいたり、そういう意味で

は自社製品が何とかできればいいなというところです。あと、フェイスシール

ドも自分たちで何とか作れないかなと思ってやってみたのですが、受注が１回

きりしかないので、もし皆様のところでフェイスシールドのご入用がありまし

たら言っていただければ優先調達でやりますのでお願いしたいところです。４

月５月の収入は去年の半分で何とかつなぎとめているところです。それから、

スタッフが疲弊しまして、次々と倒れていくような状況になって、実は Zoom も

結構疲れるんですよね、Zoom を動かせる職員は限られていますからその人に負

担が集中することもあって…。今やっと普通に通えるようになり、事業所でも

やっているのですが、そのまま Zoon でやっていきたいという方が３分の１ぐら

いいました。遠くから来ていた方、家族の送迎で来ている方は今も Zoom でやっ
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ていますが、うちは定期的に通ってもらうという条件でやっているので時々顔

を見て様子もわかったり、相談支援員のモニタリングがある日は通所するよう

にとか、そういったかたちでの状況ですが、果たしてどこまでもつのかなとい

う感じでみています。皆さんのご協力をいただいて何とか生き延びていると

いった状況です。 

部会長：ありがとうございます。大変だったと思います。 

吉田委員：病院もリモートで通院している人が結構いてびっくりしています。

そんな世の中になっていくのか…という思いです。 

部会長：そこには点数がつくんですよ。医療には厚く手当てされています。そ

の半分でも１割でも（事業所等に）回してもらえるといいなと思います。つく

ば市の歯科医院の話で、歯科技工士が（コロナが）怖くて辞めてしまい、営業

時間を相当短くし、自分は給料なしで…。M＆Aの話もいっぱいあるようです。 

吉田委員：地方格差というんですかね、つくばが東京に近いということで、

ちょっと離れたところから来ている人の親御さんからみると「つくばは危険だ

から行くな」とか。「もし自分の家でコロナが出たら村八分になるから気をつ

けろ」とか怖いことを言われているとか。そのため外に出られないようです。 

部会長：そういう話は聞きますね。つくばは他から見たら東京と同じような感

じがあるのかもしれませんね。 

石田委員：一般企業の雇用支援をさせていただいておりますつくばライフサ

ポートセンターの石田と申します。就職活動をされている方と就職されている

方とに分けて、お話しさせていただこうと思うのですが、就職活動に関しまし

ては求人数がかなり減ってしまいました。３月ぐらいからだいたい実習の中止

や延期などもあり、就職活動がうまくすすまないという方がかなりおりまし

た。つくばはつくばエクスプレスが通っているので東京方面への就職を考えて

いた方もいらっしゃるのですが、コロナの影響で「都内は怖い」ということで

選択肢の幅が狭まってしまっているように感じています。2021 年 3 月末までに

は障害者の法定雇用率が 0.1％引き上げられることとなっておりますので、こ

こ最近は採用活動が少しずつ復活してきた印象はあります。もしかすると 3 月

末まで大変になってしまうのかなということもあります。ただ、就職活動が遅

れてしまったというところで、まさに転職しようとしていた方や就職を望んで
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いた方に関しては収入を得る機会が失われてしまって、生活のほうが大変に

なっている現状もございます。あと、就職している方に関しましては、私共の

ところに登録いただいている方でコロナによっての退職という方は把握してい

るだけでも経営悪化によって 1 名の方が退職となっています。他にも業種に

よってですが会社がお休みになってしまってという方がかなりいらっしゃいま

した。つくばで言いますと研究所の多くは分散出勤であったり、完全に自宅で

の在宅ワークという方が多かったです。研究所に関しましては、お給料は完全

に支払われていました。あと、休みになってしまったのは小売業で、イーアス

つくばさんやつくばイオンさんは完全に休業になってしまいましたので、そち

らで働いていらっしゃる方は完全に自宅待機というかたちになってしまいまし

た。休業補償に関しましては企業や店舗によって全く異なりまして、通常です

と 6 割が補償されるんですけれども、雇用形態がパートとかアルバイトの方が

多いので、なかには有給休暇をあててお休みしたりして、経済的には補償が薄

かった方もいらっしゃいました。あと、打撃を受けたのは筑波山麓の温泉街の

ホテルだったり街中のホテルの方も完全に閉まってしまいましたので、仕事が

できない状態になっていました。経済的なところも問題だったのですが、気持

ちの面に関しましても、家から出られないストレス、どのように過ごしたらよ

いかわからないというものがありましたり、ご家族との関係性が悪い方に関し

ましては、家にいることが負担なんだけれども出かける場所がない、そして体

調が悪くなってしまうという方がいらっしゃったり。また、散歩に出たりして

もちょっと目が合ったりすると「自粛警察なんじゃないか」等と被害的になっ

てしまう方もいらっしゃいました。会社のほうでも、誰かがコロナにかかった

ら会社を閉めなくてはいけないから気をつけるようにと言われて身動きが取れ

なくなってしまうような方もいらっしゃいました。あとは、在宅ワークで何を

していたかというと、県内の障害をお持ちの方は割と補助的なお仕事をされて

いる方が多いこともあって、なかなかご自宅でできる仕事がないので、各企業

さんでもかなり工夫はしてくださったんですけれども、持ち帰れる仕事がな

かったようで、家でお掃除をして下さいとか、何か日報みたいなものを書いて

下さいということにとどまっていて、なかには好きなことをしていていいよと

いうことで、１日テレビを観て過ごしましたという方もいらっしゃいましたの
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で、生活リズムが乱れてしまったり就労への意欲が失われてしまったという現

状がありました。元々事務職の方に関しましては、パソコンで在宅ワークをさ

れる方もいらっしゃいましたが、やはり一部にとどまっていたと思います。今

後、在宅ワークといった働き方がすすめばいいなということもあるのですが、

ご自宅にパソコンがないという方も多いので、そういったところの助成とかが

すすめば、少なくとも事務系のお仕事をされている方はご自宅でお仕事ができ

るようになるのかなというふうには思います。そのほかのお仕事に関しては働

き方を今後費用も含めて考えていかないと、生産性のあるお仕事などはなかな

か難しいのかなと感じています。以上です。 

部会長：ありがとうございました。それでは菅野さん、お願いします。 

菅野委員：つくば市社会福祉協議会の菅野と申します。相談支援のほうから話

をすると、緊急事態宣言の時もそうですし今もそうですが、皆さんのお話しに

も出ているように、精神的に障害をお持ちの方は外出自粛によってストレスを

感じて、見通しがもてずかなり不安という相談が多いです。相談、助言という

ところでとどまるしかないもの実情。通常、事業所や自宅への訪問でご本人の

様子だったり親御さんと対面でお話をしているので、そこも気を付けながら状

況に合わせて方法を考えて、電話で状況を確認したりとか書類のやり取りも違

うかたちでやったりとか工夫しながら対応しています。徐々に通常通りの活動

になってきたように思います。感覚的には、緊急事態宣言後はかえって落ち着

いていたが、解除後のほうが相談が多かったように感じています。また、施設

側も対策を取ってというかたちで大変だったところだとは思うんですが、特に

市外の施設に通所している方に関しては、利用が自粛になってしまって、親御

さんがご自宅でみざるを得ないといったところもありました。社会福祉協議会

は、こういうコロナの影響で収入が減少された方に対して特例の貸付事業を

行っており、貸付の相談も対応させていただいています。いらっしゃる方はや

はりコロナの影響で収入が減少してしまって、多くない額ではありますが貸付

をさせていただいているというところで、お店を経営している方もいれば雇用

形態が不安定な方、派遣の方だったりさまざまですけれども、ちょっと多いの

は外国の方が多くなっています。日々そういった相談にも対応しています。手

帳をお持ちの方もいらっしゃいました。そういった対応のなかで、相談支援と
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いった立場で何か情報提供や助言ができたらいいのかなと思っています。あ

と、社会福祉協議会のほうでもいろいろな事業を行っていますが、中止になっ

たり、今も見合わせている事業があったりするんですが、早く再開できればい

いなと思います。以上です。 

部会長：ありがとうございます。相談内容に変化は出ていますか。 

菅野委員：経済的なところでは相談だけでは解決しにくいところがあるので、

関係機関と情報共有したりしていますが、利用の自粛といったことに関しては

なかなか他のサービスで補えず、調整のしずらさがあって解決に至らず、それ

ぞれが負担をおってストレスを感じている状況なんじゃないかと思います。 

部会長：県社協の知り合いが、リーマンショックのレベルではないと言ってい

ましたね。貸付の額が…。半端じゃないようです。あの時はてんてこ舞い、今

もかもしれません。職員をかき集めての対応をしていたようです。それでは 

原口さん、お願いします。 

原口委員：つくばライフサポートセンターみどりのの原口です。相談支援専門

員としてやっているところと、あと最近はこの６月からですが施設長の代理と

いうことでみどりの事業所のとりまとめもさせていただいています。いろいろ

と情報共有したいと思っています。相談を受けていてこういう部分に困ってい

るなというところだったり、うちの事業所だけではなかなか難しくて他のとこ

ろにご協力いただけるところがないかなというところを話題にさせていただこ

うと思います。かけはしねっとの根本さんも関係するところだと思いますが、

医ケア児のお母様から、本人がコロナにかかった場合は入院させてもらえると

ころはあるかもしれないがお母様とかがコロナになった時にはご本人はどうし

たらいいんでしょうねというご相談を受けまして、かかりつけの病院にご協力

いただけるのか、幸いそこまでの事態はないけれどどうしたらいいのだろうか

ということで皆様からご意見をいただけるといいかなというのがひとつ。あと

は、うちは精神障害の方が多い施設で、コロナの不安というお話もあるかとは

思うんですが、４月５月は半日の対応をさせていただくことはあったが、完全

に閉めるということはなくて、相談支援も在宅ワークをいうものをやってみた

りしたんですが、結局会ってなんぼというところがあって、書類を書くなどと

いったことは在宅でもできますが、実際の状況を見ないとご本人さんと会わな
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いとというところがありまして、完全に在宅でできたかというとそこは難し

かったというところはあります。そういったこともあって、自粛期間も来てい

ただけるような状況ではありましたが、本人は行きたいが親御さんが「コロナ

が心配だから行かないでよ」ということで止められていて、「なんで私のこと

なのにお父さんお母さんから止められるんだ」とおっしゃっていたようです。

そういうのがあって、こちらとしましてはせめて在宅とかでいかがでしょうか

とお伝えしましたが、なかなか「落ち着いたら行きますから」という感じに

なってうまく支援がすすまなかったというのもありました。４月５月は私共の

事業所も在宅で B 型の支援をさせていただいたりしました。あとは、他の事業

所さんから伺うところだと、いろいろと自分たちで製品を作って売っていらっ

しゃる事業所さんが、ここのところバザーとかが減っていて売る機会がないん

ですということをおっしゃっておられて、今年はチャレンジアートのほうも舞

台発表は難しいなという状況でして、そこでも皆さんが売る機会があったので

すが、それもちょっと中止ということで。大々的ではないにしても売る機会が

あれば工賃確保できるのですが、そういったことができないので…。マルシェ

もそろそろでしょうか。売る機会をつくっていくことを考えていけるといいの

かなと考えています。以上です。 

部会長：ありがとうございます。武田さん、お願いします。 

武田委員：相談支援にしぼって話をさせていただきます。相談支援は基本的な

対応としては状況をみながらではありますが、会わない方法を優先して考える

ように、特に緊急事態宣言が出ている時はケースケースご家族と相談しながら

対応ということでやってきました。一番困ったところは、単身世帯でヘルパー

さんが入って（生活が）成り立っていて、万が一本人に（コロナの）疑いが

あったりとか、ヘルパー事業所さんで支援に入れないといった時に、その人が

支援がないと生活が成り立たないケースをどうしようかということを今も考え

ているのですが…。相談支援が感染覚悟で食料を届けに行くしかないのかなと

いうこともふまえて考えていて、そこが本当にどうしたらいいんだろうという

ところです。先ほど医ケアの話にも出ましたけれども、そこが見えないという

かどうしたらいいんだろうというところで今の悩みになっています。あとは、

相談で知的の方に対応しているケースが多いんですけれど、コロナっていうも
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のがご本人がわからないしご家族も支援者も説明しずらいしわからないので、

なぜ通常のことができないのか、今までできたことができないのかわからなく

て、見通しがたたなくて不安定になったりというところで、家庭内もそうです

がうちの事業所も怪我とか事故とか無断外出とか増えてきて、それが時間差が

あるのか夏の暑さがあるのかどうか、８月以降増えてきているなというか、皆

さん精神的な疲れもあるんでしょうか、そういうのが増えてきているなという

印象があります。あと今は学校も再開していて、通所事業所のほうもほぼ通常

営業でやられているのでいいのですが、それ以外の時間の対応をどうやりくり

するかというところが、休日土日の過ごし方というところで、家にいても外に

出られないというところで、家族もご本人もストレスばかりたまってというと

ころがあって、ただ、平日の通所ができているので何とかそれで助かっている

という声も聞くのですが、土日の楽しみがあってこそ平日頑張れるという方も

いるので、そこがなかなか。でも言ってもしょうがないけど聞いてくださいと

いう相談もあったりします。ケースケースでいろいろな相談というか話を聞か

せてもらっていて、聞いても解決策がなかなかみえないというか。こんな事態

もいつまで続くのか、どこまで注意すればいいのか、なかなか判断しずらいと

ころで、日々悩みながらの対応をしているというところです。以上です。 

部会長：はい、ありがとうございます。篠崎さん、お願いします。 

篠崎委員：サポートプラザの篠崎です。私のほうは相談支援のほうと併設して

障害者支援施設のほうも携わっているので、その観点からお話しできればと思

います。今まで皆さんがお話しいただいたところの問題、課題とほとんど一緒

だと思います。一番問題としているのは今後の 10 月ぐらいからインフルエンザ

とか同時流行というところをどうしようと悩んでいるところです。通所系入所

系と通常営業していますが、今後の受け入れだとかそのあたりでとても迷って

いるところです。検査体制というところで、だいぶ我々の施設は病院のバック

アップしているところがあるので、そちらのほうで入所に関していえば、抗原

検査を実施してから必ず入所するとか、そういうかたちをとっていこうかな

と。県外県内もどういった対応をしていくかというところも考えながらやって

いるところです。あとは、入所ではあるのですが、やはりご家族様の温度感と

いうか、今は面会の制限をしているんですが、病院だと面会を禁止していても
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出るということがほとんどですので大丈夫なのですが、入所施設となると

「じゃいつまで面会を制限するんだ」と。「今、落ち着いているから面会を開

始すればいいんじゃないか」そんな意見がある一方、「面会されても困る。流

行ったらどうするんだ」という意見もあったりするので、そのあたりでいつか

ら面会を始めるのか、いつから面会を禁止するのかという線引きが非常に難し

いと思っています。今までですと、茨城県のステージランクでやってきて、今

ちょっと減ってきたのでパーテーションを使ったりして面会を開始する予定な

のですが、それがご家族の中にも「え？」という方と「やっとやってくれた」

と意見が分かれているところがあるので、そのへんが難しいところです。  

部会長：事業所のガイドラインみたいなものは作成済みですか？そのうえで今

みたいな個別ケースでどうすればいいかという話になりますか？ 

武田委員：事業所のガイドラインは７月末ぐらいに県から通知が来て、おそら

く全事業所が作れています。 

部会長：たくさん政策を作ってほしいですね。ご意見お願いします。 

根本課長：障害福祉課の根本と申します。皆さんのお話をお聞きしておりまし

て、本当に身につまされるお話ばかりで、大変参考になりました。皆さんのお

話を聞いている中で、障害福祉分野における新しい生活様式といいますか、皆

さんこういう大変ななかでもいろいろ工夫をされていて、先ほどの吉田さんの

お話にありました就労移行のプログラムが B 型の方にも役に立ったというお話

ですとか、マスクやフェイスシールドをお作りになったお話ですとかをお聞き

して、いろいろと考えていただいているんだなということがよくわかりまし

た。そんななかで行政として何ができるんだろうと思いながらお聞きしていた

んですが、原口さんのほうからも医療的ケアのお子さんの親御さんが感染した

場合にお子さんをどうするのかというお話もありまして、私たちもいろいろな

事業所の方やご家族の方からもそういうお話をおうかがいしています。方法と

しては医療機関併設の短期入所の施設に預かっていただくですとか、そういう

方法もあるとは思うんですが、ただ、しくみとしてできていないので、この場

でのお約束はできませんが、県も市も、皆さんがそういうお立場になった時

に、全面的に調整したりバックアップしたりさせていただきたいと思っていま

す。何かあった時、困った時には、できる限りのことはさせていただきますの
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で、行政のほうにお話しいただきたいと思っています。 

部会長：ひとつひとつどうするか背中を押す環境にしてもらいたいですね。 

赤信号と青信号の間で動かなくてはならないじゃないですか。そのへんを保護

してあげるというのは行政の仕事になるんでしょうね。緩和したり、守ってあ

げたり、そんな仕組みをリアルタイムにできないといけないんでしょうね。 

あとは、事業所の財政的な支援も然るべき、大久保さんのところもそうですが

もしかしたら利用者さんの本来のストレングスを出そうとされていて、それが

事業運営につながるのかどうか、いいことをやっているが成り立たない分野の

見せ方が大事なんじゃないかなと思いました。事業所も工夫されているし、利

用者さんも持っている力を発揮しているんじゃないかなと思います。そういう

意味ではもうちょっと攻められるといいなと思います。萎縮しないでストレン

グスを支援する環境整備をしていただけるといいんじゃないかなと思います。

特に事業所、相談支援などの最前線ですね、一般企業も冷え切ってくるし事業

形態も変わってきますし、そこに影響を受けるということははっきりしました

ので。あとはご家族の方や学校の先生方もみんなで力を合わせていかないとい

けないなと感じました。答えはないですね、今のところ。ただ、60 歳以上の方

と基礎疾患のある方は限りなくリスクが高いということをわかっていただい

て、若い方はそんなに委縮しなくてもいいよということが一般的な考え方のよ

うです。ワクチンはしばらくかかるだろう、できたとしてもインフルエンザの

ような感覚のものになっていくだろう、ワクチンを打ったからといって一生か

からないよという話ではないよというのがベースの常識になってきますから。

そんななかで新しくどうやっていくかということだと思います。なので割り

きって切り替えていくしかないと思います。そうはいっても時間との戦いとい

うところもあるので急ぐところは急がなくてはいけないのかもしれませんが。

このご時世ですので、時間を延長するのも好ましくないと思いますので、これ

で閉会にしたいと思います。次回までに何かございましたら、事務局までご連

絡お願いします。本来の懇談会みたいなかたちにはいきませんでしたが、いろ

いろと情報を聞けてよかったと思います。本当にありがとうございました。そ

れでは、事務局のほうで何かございますか？ 

事務局：特にありません。次回のおとな部会は 12 月９日で予定しています。こ
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ども部会は今月 24 日にありますので、よろしくお願いいたします。 

部会長：それでは閉会とさせていただきます。ありがとうございました。 

  

４ その他 

次回の予定  おとな部会 第 2回（12 月 9 日（水）10:00～11:30） 

 

５ 閉会（午前 11 時 35 分終了） 
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会議の名称 令和２年度つくば市障害者自立支援協議会 

第 1 回子ども部会（専門部会１） 

開催日時 令和２年 9 月 24 日（木） 10：00 ～11：30 
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○医療的ケア児について 

○医療的ケア児の災害時個別支援計画について 
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 １ 開会 

 ２ 専門部会長挨拶 

 ３ 協議事項 

 ○医療的ケア児について 

○医療的ケア児の災害時個別支援計画について 

４ その他 

 ５ 閉会 
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１ 開会 

事務局：定刻となりましたので、令和２年度つくば市障害者自立支援協議会第

1 回子ども部会を開会させていただきます。本日は公私ともにお忙しいなかご

出席いただきまして誠にありがとうございます。開会にあたりまして吉田専門

部会長よりご挨拶いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

２ 専門部会長挨拶 

部会長：お忙しいなかありがとうございます。今年度第 1 回目の子ども部会に

なります。皆さま方からも貴重なご意見をもらえる場だと思います。今日は医

療的ケア児ということで、どうぞよろしくお願いいたします。 

事務局：ありがとうございました。続きまして協議事項のほうに入らせていた

だきます。つくば市障害者自立支援協議会設置要項第５条第２項において  

「座長は、協議会を代表し、会務を総括する」こととなっております。これか

らの会の進行につきましては、吉田部会長にお願いしたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

部会長：はい、それでは始めさせていただきます。内容に入ります前に、市政

運営の透明性の向上を図ることを目的とする「つくば市会議の公開に関する指

針」により、つくば市障害者自立支援協議会を公開といたします。ご賛同いた

だける方は拍手をお願いいたします。（拍手）ありがとうございます。それで

は、はじめに事務局のほうから本日の資料の確認をお願いいたします。 

事務局：はい。本日の資料の確認をさせていただきます。「次第」「災害時対

応ノート」「災害時対応ガイドブック」いうことで準備させていただきました

が、不足等ございましたらお申し出ください。大丈夫でしょうか。よろしけれ

ば次にすすんでいただけたらと思います。 

３ 協議事項 

部会長：それでは内容に入りたいと思います。次第３の協議事項○医療的ケア

児について、どんぐりの家の井坂様、かけはしねっとの根本様からお話をいた

だきます。早速始めていただけますでしょうか。 

井坂委員：どんぐりの家の井坂と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。私どもの事業所で医療的ケア児をみている都合上、医療的ケア児とは？と

いうことを皆様に情報提供してくださいという宿題をうけて持ってまいりまし
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た。いろいろな資料を集めているなかで、自分自身でもいろいろなことを勉強

しながら作りました。いろいろな制度のことなどもふれていますが、間違って

いましたら教えてくださいね。ご指導お願いします。それでは早速始めさせて

いただきます。「医療的ケア児の災害を考える」という表題にさせていただき

ました。かけはしねっとの根本さんの協力も得まして、（話していこうと思い

ます。）皆さんご存知のことかと思いますが、つくば市のホームページのつく

ば市地域防災計画を引用しています。災害対策基本法に防災に関する計画の作

成、実施、相互協力等が定められています。「自助」として日常品の備え、自

宅のこと、安否確認の手段などを自分で考えておきましょう…ということ。

「共助」として近所の助け合いとか、高齢者や障害者の支援ということ。「公

助」としては 避難所機能の充実、自助共助への支援、災害対策、防災訓練な

どが挙げられています。このなかで避難行動要支援者ということで名簿の作成

をするようにされていて、介護認定要介護３から５を受けている方とか、身体

障害者手帳 1 級 2 級を所持する身体障害者（心臓、じん臓機能障害のみで該当

する者は除く）、療育手帳○Aまたは A を所持する知的障害者、精神障害者保健

福祉手帳 1 級を所持する方でなおかつ単身世帯の方、その他自ら避難すること

が困難と市が判断する方、ということで名簿を作ることが義務付けられていま

す。医療的ケア児を扱っている私たちとしましては、歩ける医ケア児というの

が抜けているんです。身体障害者 1 級 2 級、療育手帳○A ということで重症心身

障害者、大島分類では１２３４とその周辺者ということになると思うんですけ

れど、昨今、人工呼吸器をつけながら歩いている子などもいまして、そういう

方が抜けているので、たぶん追加されて要支援者として入ってくるのかなと期

待しています。医療的ケアを要する個別災害支援計画は、私たち自立支援協議

会が個別支援計画の検討の一部をさせていただけるということで、今後どうし

てしなきゃいけないかというのは、医療的ケアを要する避難者は、停電発生時

には、人工呼吸器や痰の吸引等で使用する電源が確保された場所に避難する必

要があるので、医療等の情報協力や個別災害支援計画を作成して、これは喫緊

の課題ですね、そのあとは、個別災害支援計画を作成するとともに、支援計画

に記載された医療機関との協力依頼とか避難場所への事前連絡、関係機関との

連絡調整を行っていく流れになっていると思っていまして、私たちはこの個別
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支援計画というのは、なされる状況に対してどういった情報を盛り込んでもら

えたら嬉しいかなというようなことを協議したり、意見を出し合っていくこと

が今やるべきことで、喫緊の課題なのかなと思っています。さて、医療的ケア

児とはどういう子がいるかというと、ADL 活動、日常生活活動としては、寝た

きりから歩行可能な状態の方までさまざまです。移動手段もさまざまです。ケ

アの内容としては、人工呼吸器や在宅酸素、痰の吸引、酸素療法、中心静脈栄

養、経管栄養など本当に多岐にわたって幅広いケアを受けています。この方た

ちが、特に人工呼吸器、在宅酸素、痰吸引、酸素療法については、電源確保が

必須なんですね。あと、酸素の確保も大変です。あと、経管栄養とか中心静脈

栄養は 24 時間ずっと点滴をやっているような状況になりますので、衛生面や水

道確保が大変になってきます。避難所にいたら皆さんそうですよね、感染して

しまいますからね。二次感染の予防のためには衛生面の確保は非常に大事なこ

とになってきます。保健師さんたちは避難所で非常によく管理をされてくれて

いるんですけれども、特にさらされやすいのが問題になってくるわけです。つ

くば市における医療的ケア児数とケアの状況ですが、平成 30 年 4 月のデータに

なりますが、茨城県内の医療機関にかかっている情報から出したものですの

で、茨城県内の病院を受診していないお子さんは入っていません。確実な数字

ではありません。実際に私の知っているお子さんの何人かは国立成育医療セン

ターにかかっていますので、この数字からおそらくもれているのではないかと

思います。つくば市の医療的ケア児は 49 名、０歳からこんなに多く、大きくな

ればなるほどひろえていないのではないかという感じもします。医療的ケア

は、１人の子が複数やっていますから、人工呼吸器 11 人、気管切開 8 人、酸素

療法２０人、中心静脈栄養１人（うちの事業所には中心静脈栄養の子が２人い

ます）、経管栄養 19 人、透析はなし、導尿 15 人、痰吸引その他 21 人いらっ

しゃるという感じです。（写真スライド）これが実際に人工呼吸器をつけてい

るお子さんの家での様子です。人工呼吸器から（チューブが）気管に直接入っ

ています。私たちは空気を吸う時に、鼻や口から加湿がされて、ほこりも鼻毛

などで予防して加湿された空気が入っていくわけですが、子どもたちは首のと

ころから直接入っていきますので、加湿器が非常に重要になってきます。加湿

されないと痰が固くなってしまって、呼吸が非常に不安定になり、いわゆる痰
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詰まりをおこして、直接命にかかわるという状況になってしまいます。注入ポ

ンプというのは栄養の時に使います。1 時間に何 CC 入れましょうということで

使います。酸素飽和度メーターは、「痛い」「痒い」「苦しい」といった表出

がなかなかできませんので、脈と酸素飽和度を常時モニタリングしています。

排便するだけで脈があがり、サチュレーションは普通 98 位なんですが、60、70

になって真っ青になってしまうんです。そして体温調節もなかなかできませ

ん。電気毛布を暑い夏でも持ってきています。で、おのおののバッテリー駆動

期間ですが、この子のバッテリー駆動期間は長いほうですが、人それぞれに時

間が違います。人工呼吸器は 12 時間程度、シガーソケットがあって自動車でも

可能です。酸素濃縮器は 2 時間程度ですが、これがとても重くて運搬できない

です。でも、これはボンベで代用できて予備ボンベ 5 本、これも重いです。吸

引器は 24 時間程度ですが、もし停電の時には足踏み式の吸引器を用意していま

す。加温加湿器、これが問題です。バッテリーがなくて、使えないんです。適

宜時間をおいて、吸入器のところにつけて一時的に加湿を行うことはできるの

ですが、常時加湿された空気がいくということができなくなってしまいます。

注入ポンプは 4～5 回程度、酸素飽和度モニターは 8 時間程度ですが、これに代

わる小型式のモニターがあり、電池で対応できます。この子の家は自家発電機

はないです。自動車での電源確保は可能となっています。なぜ自家発電機がな

いのかは後で説明します。そして、ベッドの隣には必ず水場があってすぐに手

洗いができます。ベッドの上下にコンセントが 6 つあります。呼吸器道具はあ

まりコンセントタップは使わないようにということでダイレクトに入ります。

移動は非常にコンパクトにできています。これは災害時には非常にいいです

ね。これはデイサービス 1 日分です。これは非常用バックです。子どもたちは

きょうだいもいますので、いろいろなところにお出かけするということと、あ

とは小児に関しては在宅診療の制度が進んでいないこともあり、月に 1 回は必

ず病院にかかるということがあって、お出かけはコンパクトにほとんどの子が

できています。逆に大人の方は、訪問診療が進んでいて、家で寝ていることが

多いですから、なかなか移動は困難になっているでしょうね。このケースの家

族にヒアリングをしています。2019 年の 10 月に台風 19 号があって、つくば市

より避難指示とともに避難所への連絡が入っています。市民研修センターもし
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くは婦人の家という指示がありましたが、この方のお母さんは避難所のほうへ

は子どもを連れて行けないとのことでした。自分でかかりつけの土浦協同病院

に連絡をしています。避難の際には病院の受け入れは承諾を得たんです。とこ

ろが条件として、電源確保のみの保障であって、場所は病床とは限らない。会

議室や廊下の可能性もある。とにかくコンセントだけは大丈夫ですと。あとは

ケアの一切は自己責任。付き添いは必須ですね。看護師はやらないということ

です。結果的には避難しなくて済んだ訳ですが、今回のように実際に避難指示

があって思ったことというのは、避難場所というのは災害の規模により検討せ

ざるをえないし、一時的な土砂災害も近くで行き慣れた場所に避難したい。で

も、もし長期の停電が予想された場合には病院に避難したい。しかし、きょう

だいもいるし、付き添い必須の病院はできるだけ避けたい。避難所に避難した

くても他の人に迷惑がかかるんではないかと真っ先に思ってしまう。場所の占

領、電源の占領、水場の使用頻度。呼吸器のアラーム音がうるさいから迷惑を

かけるのではないかといつも思ってしまう。自家発電機をなぜ持っていないか

ということですが、携帯用ガスボンベで使える小型のもあるんですが、つくば

市でも条件はありますが発電機の購入費用の補助がもらえるようになりまし

た。その発電機の発電音が非常にうるさいんですよね。外で使用しなきゃなら

ないので、外で発電機を回したら近所からうるさいと苦情があって、電源確保

のみを目的として、結果的に病院に行きました。だから小型発電機であっても

ものを検討したいし、充電式のインバーターのように室内で使えるものはない

かなぁなんていうふうに検討段階。ただし今まさに災害が起こっていることを

考えて、車からは電源をとれますということは言っていました。では根本さん

に。 

根本委員：かけはしねっとの根本です。うちの息子の状況を皆さんに知ってい

ただくといいのかなと思ったので、提供させていただきました。先ほど つく

ば市の医療的ケア児の状況ということで数値のほうが載っていましたけれど、

病院ベースで集計してあるので人数がまだ不確定じゃないかという話もありま

したが、実態調査自体が児童だけを対象としているものなので、20 歳未満しか

ひろえていないです。ですので、それ以降の年齢の方は実態調査されていない

現状があるので、家で医療的ケアを必要として生活されている大人の方ですと
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か、高齢者で在宅酸素を使っていらっしゃる方もいるかもしれませんけど、そ

ういった方も数値としてはひろえていないと思います。調査は早急にお願いし

たいと思っています。で、うちの子の状況ですが、人工呼吸器を使用していま

す。夜間だけですが人工呼吸器を使っています。さっきのケースとは少し違う

タイプですが酸素濃縮器を使っています。痰の吸引器と胃ろうを使っているの

で栄養ポンプもあります。酸素飽和度のモニターもあります。うちもコンセン

トは６個がいっぱいの状況です。バッテリーの駆動時間に関してなんですけれ

ども、うちで使っている人工呼吸器についてはおよそ６時間です。通常ですと

コンセントにつないでいるのですが、バッテリー駆動し始めると加湿はかから

ないタイプになっていて、痰が固くなってしまうので、あまり長時間は使いた

くないなというのが正直なところです。酸素濃縮器に関しては、２時間程度し

かもちません。流している容量によってその時間も変わってくるので 0.5 で流

していて 2 時間程度、酸素の量を上げるともっと短くなってしまう状況です。

ボンベに関しては 3 本使っていて、今日も学校に行っていますが、こういった

感じで登校しています。普段ですと２本使用すると業者のほうに連絡をして翌

日配送というかたちで持ってきてもらっていて、３本をローテーションで使っ

ているような状況です。それから吸引器ですけれども、40 分程度あります。予

備のバッテリーを２つ持っていて、使用している１つのバッテリーで 20 分、そ

れも新品の状態で満タン充電をして 20 分というかたちなので、劣化とともにだ

んだんバッテリーの持ちが悪くなっている状況です。外出の時などを考えて、

私のうちも車からシガーソケットで電源をとれるようになっています。それか

ら、太陽光パネルを積んでいるのと、発電機を購入させていただきました。あ

と、東京電力のほうで、在宅医療機器事前登録というのがあります。停電の時

に事前に登録をしておくと、必要な状況になった時に小型の発電機を貸してく

れるものになっています。うちのケースなんですけれども、2 年前になります

か、2018 年 10 月、台風 24 号が襲来しまして、9 月 30 日深夜 2 時に停電が発生

しました。その時に真っ暗な状況でフェイスブックにあげたのですが「停電し

た」ということで、「酸素、もちますように。早く復旧しますように」とあげ

ていますけれども。停電して家が真っ暗になって、その時は本人の体調がよ

かったので人工呼吸器を外して、酸素だけを流すような状況にしました。吸引
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器のほうはバッテリーで作動しました。朝になってまだ復旧しなくて、10 月 1

日は運動会の振替休日で学校はお休みでした。学校に一応電話をしたところ

「学校は大丈夫です。お子さんは皆さん来ています」ということでした。うち

の学年は振替休日ですし、もちろん先生もいらっしゃらないということで、デ

イサービスのほうに連絡をしまして、まず本人の安心・安全な場を確保すると

いうところで、デイサービスのほうに受け入れをお願いして、急きょだったの

ですが受け入れを承諾していただきました。送迎の方は行っていなかったの

で、私がデイに送っていった状況です。その時にも車の中からバッテリーを充

電しながら行きました。本人が安全なところにいる間に、私は予備の酸素ボン

ベのほうを緊急手配して、こういう状況だったので当日３本どころではなくた

くさんかき集めてきてくれて配送してくれました。幸いにもこの日は台風一過

でとてもいいお天気で晴れていたので、太陽光のパネルから自家発電がとれま

して、コンセント１か所が動いていたので、そこからバッテリーを補充して

いったという状況でした。そうこうしていて午前 11 時半過ぎに停電は解消し、

結果的には 10 時間程度の停電だったというような状況です。今回のことを通じ

て思ったことですが、今回は台風による停電でしたけれども、こういった災害

級の気象異常でなくても停電はおこりうると。台風のあと、その周辺だけだと

思うんですけれども、交通事故が原因で送電設備がダメになってしまって市役

所周辺だけが停電したとか、電線に鳥の巣がからまってそれが原因で停電した

とか、そういった事例もありますので、災害級の気象異常だけで起こるわけで

はないというところ。停電って復旧までの時間があまりよめないところの不安

感があると思います。このときは幸いにも本人の体調がよかったから、人工呼

吸器も外していられてバッテリー残量を考えながら調節できたというのが不幸

中の幸いだったなと思います。もし人工呼吸器に頼るような体調不良の状態

だったら、病院だとかそういうところを考えなくちゃいけなかったかなと思っ

ています。医療機器のバッテリーもありますし、太陽光のパネルも一応備えて

はいますけれど、それで安心というわけではなくて、もし夜間帯だったら太陽

光パネルは動かないし、雨が降っていたらダメだし、備えっていうのは何重に

もしておくのが必要だなと痛感しました。停電することによって医療機器が使

用できない状況が命に直結するということが怖いなと思いました。 
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井坂委員：大変な生活を送っているんだなと思いました。当事業所におけるつ

くば市在住の医療的ケア児ということで、ハザードマップにマッピングしてい

るんですが、土砂災害がおこる場所はこの辺りになります。桜川氾濫の危険に

よる避難指示があった時に、私は何かできないだろうかと真っ先に思いまし

た。この時に事業所として知りたいなと思ったのは、避難指示があったエリア

と停電のエリアと停電予想時間です。ただしこの時、うちは自家発電機を持っ

ていなかったんです。非常に悔しかったです。「うちに自家発電機さえあれ

ば」と。立派な事業所じゃなくて、小さい事業所で何ができるよと言われたら

それまでですが、心は熱かったです。そのエリアの人たちみんなに電話をし

て、「大丈夫？大丈夫？困っている人はいない？」と。小型の自家発電機を

持ってきてくれれば場所をあけるよといった条件で皆さんに電話をした記憶が

あります。医療的ケア児に関わる組織として、日頃このような人たちが関わっ

ています。医療的ケア児等コーディネーター、相談支援事業所、行政、福祉事

業所、居宅介護事業所、医療機関、訪問診療、訪問看護、病院など。これらを

平常時から、相談支援専門員さんを中心に「自助」「共助」「公助」をきちん

と、まずは確かに「自助」ですね、自分たちのバッテリーをきちんと把握す

る、自分たちで何か備えをしていく。そして「共助」として発掘していく。 

協力しているようなところがあるかとか探ったり、実際、福祉避難所の設営を

サポートしていただくといった感じになるのかなと。「自助」「共助」「公

助」のところに、私たち医療的ケア児を取り巻く職種も「共助」として参加し

ていってもよいのかなと思います。医療的ケア児等コーディネーター、相談支

援専門員、医療機関、訪問看護事業所、居宅介護事業所、それから医療機器

メーカーも頼りになります。医療機器がそれぞれのお宅に配布されているの

で、何かあればすぐ飛んできてくれます。医療機器メーカーはかなり力を発揮

してくれます。福祉事業所、入所施設もあり通所施設もあり、何かできないか

なと個人的に思っています。まとめとしては、行政を中心にサポートしてい

く、医療的ケア児で寝たきりから歩行可能な人まで幅広いケアですね。災害支

援計画をたてて、自分の個別性を出して「うちはこれが困る」「ここが危険

だ」ときちんと把握して、そして「共助」、皆さんの協力体制や役割を明確に

して、共通理解を図っていく、そして「公助」としてネットワーク。こういう
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ような仕組みがいいんじゃないかなということです。追加として、兵庫県個別

支援計画の手引きという冊子がありまして、これを見てみて理想的と思ったん

です。ケアマネジャー、相談支援専門員と一緒になって要援護者がケアプラン

を作成しますので、ここで自主防災組織として、消防団、自治会、民生委員な

ど、ここに私たち事業所が入れることができたら、事業所とも連絡を取り合い

ながら、そして役所とも連絡を取り合いながら、そして本人を交えて計画を

作って一緒に防災訓練をやっていく…なんていうことができたら、すばらしい

共助になるのでないかと思いました。ついでに少し自慢ですが、どんぐりの家

の避難訓練です。災害時の対応の勉強をみんなでした後に、小さい子はベッド

に集めて避難し、ガソリンだとメンテナンスが大変なので、プロパンガスによ

る発電機を購入しました。常時 1 本は満タンにしておきます。そんなに大きい

わけではないので、リミットがあると思いますが、ENEOS の方に来てもらって

作動確認をしてといった訓練をやっています。うちは 19 年 4 月に開業したばか

りの事業所ですが、かけはしねっとから、2 か月後に小型発電機と自動車のシ

ガーソケットを使って防災訓練をしてみたいが場所がないので一緒にやらない

かと声をかけてもらって行いました。たまたま通りかかった近くのこだま在宅

クリニックとケアマネジャーさんと、訪問看護ふれあいの看護師さんに立ち

寄ってもらい、一緒に非常食体験などをしてもらったんです。たまたま地域の

人たちが集まって偶然こんな防災訓練になったんですが、今考えるとこういう

ことがいろいろなところでできたら素晴らしいなと思ったので、紹介させてい

ただきました。以上です。ご質問ありますでしょうか？ 

部会長：ありがとうございました。私もテレビなどで様子をみたことはありま

したし、お店にも寝たきりの方々が食事に来られてペースト食とかと提供する

ことがあるのですが、ここまでの話を聞くのは初めてでした。皆さんのほうか

らもご意見などいかがでしょうか。 

藤井委員：昔の話なのですが、20 年以上前に訪問看護をしていて、その時にそ

ういったお子さんのケアをさせていただいたんですが、人工呼吸器などは親御

さんの一番の心配ごとでした。ただ、20 年前って今ほどの災害があったってい

うふうには記憶にないんですよね。その頃は当然デイサービスもなかったし、

今はそういうところで協力していけたらいいのかなって、昔とは違って今はい
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い方向にはきているように感じています。 

印宮委員：ありがとうございました。電源が確保されるということはすごく進

んでいていいことだなと思いました。もし自家発電機を使って、とりあえず緊

急に避難する場合は、水道の確保とかも計画されているんでしょうか。 

井坂委員：水道はないと確かに困りますよね。でも、水道がないとみんなが困

るんですよね。衛生管理はみんなが同じ条件ですので、水道が絶対なくてはい

けないかっていったら、電源が優先になるかと思います。 

印宮委員：ある程度の水があれば、何とかしのげるということなんでしょう

か。あともうひとつ思ったのは、病院に避難された場合に、きょうだい児がい

れば、例えばシングルの方の場合、お子さんたちの場所の確保というのは本当

に大事な問題だと思っています。障害を抱えるすべての家族の心配ごとであっ

て、そのあたりを含めて計画がなされていくといいなと思いました。 

井坂委員：追加します。私たちは栄養を入れるのが注入なので、注射器などを 

洗浄しなきゃならないので…。（水の）在庫の問題もありますし。 

印宮委員：電源の確保の次には水道の確保も順次ということでよろしいんです

よね。そういうのも含めて計画していっていただけると医療的ケアのご家族の

方は安心できるのではないかと思います。ありがとうございます。  

中島委員：推進室の中島と申します。今日はありがとうございました。教育委

員会で学校に関わるところで仕事をしていますが、小中学校に医療的ケアのお

子さんがいらっしゃらないので、本当に停電が起きた時にこうなるんだってい

うところで、すごくびっくりしました。前回の時に頭ではわかったような気が

したんですけれど、おうちのご様子などを見せていただいて、避難所を作って

私たち職員が行く時に、そこまで考えたことがなくて、これから私たちがやら

なきゃいけない災害対策にすごく大きな視点をもらったような気がしました。 

部会長：ありがとうございました。続いて、○医療的ケア児の災害時個別支援

計画というのがございまして、事務局のほうから説明をお願いいたします。 

事務局：医療的ケア児の災害時個別支援計画について、事前に配布させていた

だいております「災害時対応ノート」「災害時対応ガイドブック」を使ってご

説明させていただきたいと思います。まずは、この経緯について根本課長より

お話しさせていただきます。 
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根本課長：本日はお忙しいなか自立支援協議会子ども部会にご参加いただきま

してありがとうございます。ただいまどんぐりの家の井坂様とかけはしねっと

の根本様から現実に即した大変わかりやすいお話をいただきました。皆さん

に、どういうふうに普段の生活をされていて、災害時などはどういうことにお

困りか本当にわかりやすくご説明いただきましてありがとうございました。災

害時の医療的ケアが必要な方への支援に関しては、行政としても本当に長い間

課題になっておりまして、皆さま方からいろいろな声をいただいておりまし

た。今回、自立支援協議会こども部会にお時間をいただきまして、私たち行政

のほうで考えております「災害時対応ガイドブック」と「災害時対応ノート」

ということで作ったものを事前に送らせていただきました。私たちもさまざま

なガイドブックなどを参考にさせていただいたり、ご意見をお聞きしながら

作ったんですけれども、実際に当事者の方が使いやすいように、実効性に即し

たように修正をさせていただこうと考えております。まずは、災害がおこった

時に慌てないよう「自助」というところから。先ほどもありましたようにもし

電源がおちてしまった時は生命に直結するので、そのあとは井坂さんのほうか

らもご説明いただいた「共助」。また私たちのほうでもできるだけのことは準

備をしたいということで「公助」。こちらのほうを皆さま方からご意見をいた

だいて作っていきたいと思いますので、忌憚のないご意見をいただきたいと思

います。また、本日は危機管理課や社会福祉課も同席しておりますので、何か

ございましたらそちらに関してもご意見のほうどうぞよろしくお願いいたしま

す。それでは、内容について担当から説明させていただきます。よろしくお願

いします。 

新國保健師：障害福祉課で医療的ケア児に関することを担当させていただいて

おります保健師の新國と申します。どうぞよろしくお願いいたします。私のほ

うからは、現在障害福祉課で作成中であります「ガイドブック」と「災害時対

応ノート」について簡単にご説明させていただいた後に、皆さまからご意見を

いただければと思っております。まず、2 種類あるんですけれども、どちらも

目的は先ほど井坂様からもお話がございましたなかの「自助」の力が発揮でき

ることを目的として作成しております。ガイドブックに関しましては、知識的

な内容を入れておりますので、まずこちらを読んでいただき、災害時対応ノー
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トにつきましては、知識をもとに実際に災害が起きた時に自分と家族がどのよ

うな行動をとればよいかというものを事前に記入しておくことで、実際に災害

がおきた時に慌てずに対応できることを目指しております。使い方なんですけ

れども、今回はお配りする関係でホチキス止めさせていただいているんです

が、実際にはクリアファイルに入れるなどして、ご自分の必要な部分だけ使っ

ていただければという想定で準備しております。また、記入に関して、医療的

な情報なので保護者の方自身では書きにくいところや書ききれないところ等が

ありましたら、利用している事業所さんや訪問看護さん、また行政の方でお力

になれるようなことがありましたらご相談いただければと思っております。各

ページの上のところに「医療」「基本」「災害」と 3 つの情報の種類を分けて

おりまして、主に医療のところなんですけれども、2 ページの医療情報連絡票

というものは、こちら裏表になるように医療情報が記載できるようになってお

ります。いざという時にかかりつけの病院にかかることができれば望ましいで

すけれども、そうでない場合に、普段利用していない医療関係者の方とやりと

りをする際にこちらをお渡しすることで、普段のお子様のご様子や必要なケア

が伝わるような内容になっております。あとは 9 ページになりますが、電源確

保に関することがやはりとても重要になってまいりますので、実際に自分が

持っているバッテリー等が何時間もつのかというあたりを計算しておいて、根

本様のお話のなかに東京電力さんの貸し出しの話があったかと思うのですが、

実際に停電がおこると、登録してある場合に東電さんからも本人様たちにご連

絡が入るかと思います。その際に聞かれることとしまして、今お手持ちのバッ

テリーであと何時間もちますか？ということがあるということで、それを事前

に把握していることが大事です。重要なところだけをご紹介させていただきま

したが、そのほかに薬の情報ですとか、災害時に連絡する連絡先を書いておく

ところ等がありますが、全部の情報に関して手書きで記載する必要は全くなく

て、このような情報で同じような情報があればコピーをしておいてファイルに

まとめておくといいかなと思っております。こちらの内容全体につきまして

も、参考にさせていただいたほかの団体さんなどにも問い合わせたんですが、

やはりどこも必要に応じて内容をアップデートしていく予定ですということ

で、私どももそのように考えております。内容は以上になりまして、今回皆さ
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まにご意見をいただきたいことは、まず使い勝手の面で書くことが負担になっ

てしまってあとでいいやってなってしまうことは避けたいので、書くことへの

負担感ですとか、あとは、正確に記載することがコピー等でもいいので適当か

どうかということ、あとは必要な項目で抜け落ちているところはないかどうか

等、ご意見いただければ助かります。私からは以上です。 

部会長：災害時対応ノートとガイドブックにつきまして、ご質問、ご意見はご

ざいますか？ 

武田（香）委員：先ほど井坂さんからのお話にもありましたが、家族ときょう

だい等の情報がどこかに盛り込めるといいのかなと思いました。 

覺張委員：つくば特別支援学校の覺張です。日中は長い時間、本校にいること

になり、そこで災害がおこることも想定できることなので、先生方を中心に 

どういう対応が必要かということを把握していかなくてはいけないと痛感しま

した。災害時対応ノートを学校の先生方も内容を熟知しておくことがこれから

必要だと思いました。この話題になった時に、本校の防災担当者と話をして、

状況について聞いたんですが、福祉避難所にもなっているので、カセットコン

ロ２台、ガソリン式の発電機は備えてあるも、果たしてそれで足りるのかどう

かとか、バッテリーの駆動時間などをトータルでみた時に対応能力があるのか

どうかとか、細かいところもつめていく必要があるなと思いました。防災担当

者ともいろいろと話していきたいと思います。  

板橋委員：筑波大学附属病院の医療連携患者相談センターから参りましたソー

シャルワーカーの板橋と申します。今日は貴重な発表をありがとうございまし

た。「自助」「共助」「公助」という考え方について、非常にわかりやすくて

ためになりました。病院のソーシャルワーカーも（患者さんが）家に帰るにあ

たって防災ということも念頭において、支援させていただいてはいますが、 

これほど地域に共助、公助をつくるべくいろいろなネットワークをつくってい

くという取り組みについて、非常に勉強になりました。災害時ガイドブック、

災害時対応ノートに関してですが、ご自宅での電源がどのぐらいもつかという

ところと関連の施設とか病院に来る手前の各施設のほうで電源や資材があるの

か等のリスト化というところ、それから、一般的に災害がおこると電話が錯綜

してしまってつながらないというのがあると聞きますので、関係者との連絡の
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取り方、電話以外の連絡の取り方というのも一刻を争うような状況で大変だと

思いますので、連絡手段について電話以外の方法というのを何か盛り込んだほ

うがいいのかなと思いました。あと、災害時対応ノートのなかに、電源を確保

できない場合には入院することも…といったことが書かれているのと、事例の

１例目も土浦協同病院さんに問い合わせをされたという事例をご紹介いただい

たかと思うのですが、もちろん病院というかたちは自助、共助、公助のなかで

病院の役割は非常に重要だと思うんですが、病院も規模によりますが平時の診

療がダウンしていて、おまけに被災地からの患者さんの収容などを行ったりし

ますので、どこまでお手伝いできるか、もちろん水を引いたり自家発電はでき

るのですが、それは病院の自助というかたちで、患者さんたちに対する自助の

提供がまず優先されますので、電源の確保のために病院にお越しいただくって

いうところが、なかには怪我をされている方もいるでしょうし、そのなかで果

たしてどこまでお手伝いできるかっていうところが、「入院」の手前で、例え

ば福祉避難所での対応していただくとか、そういったところをわかりやすく盛

り込んでいただけるとよいのかなと。一般的に福祉避難所が難病患者さんとか

医療的なケアが必要な方を対応する施設だと私は認識していますので、ここ

（資料）には連絡先などはありませんでしたので、そこもあわせて盛り込んで

いただけるとよいのかなと。もちろん病院でもお手伝いはさせていただくかた

ちにはなると思うのですが、医療的な部分で福祉的な災害の問題をどこまでお

手伝いできるのかと考えた時に、なかなか限界もあるのかなと個人的には思い

ました。以上です。 

井坂委員：１例目で土浦協同病院が受け入れてくれるという話をしてしまった

ので、何となく病院は受け入れてくれるのかなというような印象を持たせてし

まったかなと反省しています。実際問題、筑波大学附属病院、筑波メディカル

センター病院は災害の規模によって DMAT の受け入れをしなくてはいけない都合

上、そういう電源確保を目的で来られてしまっても実際には困る状況が発生す

るのかなと思います。土浦協同病院で受け入れてくれることになったケース

は、筑波大学附属病院にも問い合わせたらしいのですが受け入れは断られた 

とのことです。私たちが思うのは、病院からソーシャルワーカーさんたちが

（患者さんを）自宅に帰す時に、いろんなところにつないでくださっています
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が、そこで一番要求する役割としては、患者家族教育をしっかりと病院から出

る時点でやっていただけると、その後の在宅医療が非常にスムーズに円滑にい

きますよね。例えば医療情報連絡票も、呼吸器の設定から全てここに書かれて

いる状況ですが、個人的には医師が直接記入したほうがいいと思っていて、厚

生労働省から MEIS（医療的ケア児等医療情報共有システム）が７月に発表され

ました。医療的ケアが必要な児童等が緊急時や予想外の災害、事故に遭遇した

際に、全国の医師・医療機関等が迅速に患者の情報を共有できるということ

で、平時の時点でかかりつけの医師がクラウドにあげておくんですね。救急隊

員や運ばれた病院でこのクラウドにあげた情報を見られるということで、主治

医に相談しサマリーを作ってもらって申請するんですが、管理する情報として

は、基本情報、ケア記録、診療記録、救急サマリー等。臨時 ID の発行、この

ID がわかればアクセスできるということです。処方箋から検査画像から人工呼

吸器のデータから全て入っていて、実際、筑波大学の千葉先生もやってくだ

さっているんですよ。そして、第三者が閲覧してしまったら、閲覧停止とな

り、すぐに親御さんに連絡が入って、個人情報が守られているんです。これは

プレテストをやった結果では、たいがいスマートフォンなどで見ているみたい

ですね。医師の回答はパソコンでやっているような感じですね。こういった段

階を経ての７月の発表で、こういうのができればいのかなと思っています。先

ほどの患者教育に戻ります。退院する時に自分のお子さんの呼吸器設定とか、

アラーム対応の仕方とか、防災への「自助」の行動などもしっかりと教育して

病院から退院してもらうと、災害時に実際に受け入れができなくてもものすご

い力を発揮すると思います。ある病院では お母さんに呼吸器のテストまでさ

せているそうです。病院で教育を受けていないと、このノートを埋めることが

できません。これが活用できるようになったら、これに沿った教育というのを

やっていただけると、またさらにいいのかなと思いました。  

部会長：大きな病院は入院されたりして連携がとれると思いますが、自宅で 

訪問医療を受けておられる方などは、大きな病院以外のシステムはどのように

なっているんでしょう？  

根本委員：筑波大学附属病院の小児科の先生方は、在宅診療をされているメド

アグリクリニックと連携して、筑波大学で小児科の先生がそちらの訪問をして
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いるようですが、まだまだ訪問診療というと高齢者という状況はあるようで

す。 

部会長：それから教育について。教育できる方を増やしていくこと、地域でそ

ういう医療関係者が増えることが必要なんですよね。 

井坂委員：患者さんを退院させる時に、ソーシャルワーカーさんたちがいろい

ろと調整してくださるんですけれども、患者家族教育ってもれがちなんです。 

現場の病棟の看護師の力量にかかっているところが多くて、医師が意識をもっ

て防災に対する教育をする、自宅で何かあった時の対応をするというような、

きちんと教育をするということは病院での課題でもあります。実際、退院して

しまってから訪問看護師さんなどを中心にどうするああするってやっているこ

ともあります。そんな状況に訪問看護は入っていても訪問診療が入っていな

い。20 才を過ぎても小児科医師が診ている現状です。今、医師会に働きかけて

いて小児科以外でも診てくれる先生も出てきてはいますけれど、なかなか突然

今までのことを知らない先生にいきなり訪問診療は…というお母さん方はたく

さんいます。他県では訪問診療に行っていた先生が自分のクリニックを開けて

子どもの電源確保に協力したというデータもあります。 

根本委員：避難行動要支援者名簿の登録について話がありましたが、医療的ケ

ア児はもれる子がみられるんですよね。こういった名簿への登録につながらな

いケースが出てくるんです。社会福祉課が担当だと思うのですが、医療的ケア

とかで要支援者登録がこれから可能になっていくのかどうかとか、先の見通し

だったりとか、わかれば教えていただきたいと思います。大きな病院は災害時

の拠点病院だったりするので、災害時、被災地で何かあった方を受け入れてい

くというところでは、予防的な避難というのはなかなか難しいと思うので、民

間のクリニック等に連携を求めて電源の確保などにつなげられないのかなとい

うことは思っていて、また、電源だけでいえばガソリンスタンドや街の電気屋

さんでももしかしたら発電設備をもっているのかななんて思ったもので、そう

いうところとも連携していくというのもどうなのかなと。あと、最近つくば市

のほうで災害時の要援護者の避難先として民間の宿泊施設と協定を結んでいた

かと思うので、そこがどれぐらいの利用ができるのかということもお聞きした

いなというところです。   
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國府田主任：社会福祉課で避難行動要支援者名簿の担当しております國府田と

申します。避難行動要支援者名簿に医療的ケア児の方が対象となるかというと

ころなんですが、現状では避難行動要支援者の対象となる方として、「その他

自ら避難することが困難と市が判断する方」ということで、対象者の方の希望

があれば登録をするというところがございますので、もし可能であれば、事業

所さんなどを通して登録を希望される方には制度をご案内していただければ、

登録が可能となっております。  

根本委員：ありがとうございます。 

鬼塚課長補佐：危機管理課の鬼塚と申します。よろしくお願いいたします。電

源関係の話なんですが、市が取りまとめをして公表すると、他県の人など皆さ

んが行ってしまうということがあるので、ご近所同士など「共助」の枠で、電

源の確保ができそうなところがあれば協力を依頼しておく等していただくこと

をご検討していただきたいと思います。ただ、市としましても、一部電源供給

できる事業者さんなんかと協定を結んで提供してもらうような話もすすんでい

ます。あと、正直なところ、市の施設はほとんど自家発電をもっていません。 

エアコンもついていない施設がほとんどです。今後、市がいろいろと作ってい

く建物とかで、経費がかかるものがたくさんあります。防災の観点という部分

にはいろいろなものがつながるということをご理解いただき、ご協力をいただ

ければと思います。ホテルに関してですが、今、主に考えているのは、長期に

被災をしてしまった場合にご自宅の代わりに入っていただくということと、短

いケースであっても調整がつけば…。正直なところ、ホテルも空き状況とか施

設面ですぐというのはちょっと難しいのが現状です。なので、少しの期間をい

ただいて、２～３日過ぎた後になってしまうと思いますが、ホテルの方々も協

力をしていただけるというお話をしていますので、主に優先者としましては、

避難行動要支援者やその他の避難所では不自由でつらい方々を優先して入れて

いくということを考えています。 

根本委員：ありがとうございます。 

印宮委員：先日の九州の巨大台風の時、所用で九州におりました。今までにな

かった広域避難というのをすごく間近に感じました。これからどれだけ大きな

台風がやってくるかわかりませんし、ある程度対応できる災害の話をしなくて
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はいけないのはわかっているが、将来的には広域避難のことも含めて計画をた

てていかなくてはいけない時代なのかなと感じました。例えば、他の市との協

力といったことも含めて考えていっていただけたらなと思います。あと「自

助」ということで、医療的ケアの方々が今まで努力を重ねた結果、このような

実りを結んでいるのかなと感じていて、逆に言うと、知的障害ですとか障害が

目に見えないところの活動の弱さを反省しているなかで、一つだけお願いした

いのは、先ほどの福祉避難所がはっきりしないがために、考えつくのは家でこ

もるしかないというのがありまして、福祉避難所のあり方というか、障害者の

いる家庭が福祉避難所がどこにあるかもわからない、一時避難所に行ってから

しか開設されないというのは謎でしかなくて、計画には福祉避難所のこともも

うちょっとわかるように掲載していただきたいという知的障害をもつ親の希望

です。 

鬼塚課長補佐：福祉避難所のことですが、つくば特別支援学校にもご協力して

いただいて、支援学校に通っているお子さんはやはり支援学校のほうが落ち着

くのではないかというところで、災害リスクがどれだけあるお子さんがいるの

かという調査もしたいなというのを学校側と相談をしています。もともと福祉

避難所というのは介護施設等と協定を結んでいまして、その都度空き状況を確

認しながらお願いしているような状況です。ただ、今、コロナの影響で、ま

るっきり初めての方を受け入れるのは介護施設のほうも難しい状況で、我々の

ほうも困っているところです。先ほど申し上げたように市の施設は自家発電も

なく、そういったものの整備には大変費用がかかりますし、元々の施設自体が

かなり老朽化していて、抜本的な改革が必要な状態です。お恥ずかしいです

が、市でしっかり受けられる施設がない状況です。そういう面では、中でどれ

だけできるのかっていうところを、皆さんと模索していくしかないかなと思っ

ています。そのなかの一つとしては、どこかを強化していくというのも検討し

ていかなくてはならないとも思っていますが、今はどこというのが明言できず

書けていないのが正直なところです。 

部会長：社会福祉法人の施設などで、災害準備ですとか防災について何かなさ

れていることがあれば、お話しいただけますか？ 

原口委員：ライフサポートセンターみどりのの原口です。施設としても災害時
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のことは課題です。うちは主に精神や知的の方の通所施設で、グループホーム

もありますので、グループホームの方には昨年の秋の台風時に食糧の確保、水

やインスタント麺など何日かは過ごせるだけのものを確保したことはありまし

た。もちろんグループホームの方は生活の場なのでそこで過ごせるだけのこと

をやらなくてはならないですが、通所の方に関してはそこまでできていないと

いうところと、電源やバッテリーはやらなければいけないなと思いつつ、職員

の体制も組まなくてはいけないし、なかなか体制として組み切れていない現状

があります。 

篠崎委員：サポートプラザつくば、つくば総合福祉センターの篠崎です。災害

面でいうと、我々の施設だけではありませんが、たまたまこの前の千葉での豪

雨災害の時に、肢体不自由の障害者の方が被災したんですが、連絡が取れない

のが一番の肝だったと話していました。先ほど板橋さんからも話がありました

が、一番使えたのが LINE だったっていう話でしたね。それが公的なところにど

う使えるのかはわかりませんが、「自助」という部分では近くの事業所同士と

か、広域ですすめられる部分はすすめていくべきではないかと考えています。

そのなかでどうやっていくかを詰めていくのもひとつなのかなと思います。あ

とは、防災の観点でいうと、我々の施設は重度の入所者の方が多く、その方た

ちをどう支えていくか、電源を確保するために発電機等を置いたりしています

が、ただ、外部の方が来てその分をまかなえるかどうかとなると難しいのかな

という現状です。その観点でもすすめていかなくてはならないとは思います

が、今、コロナもあってなかなかすすまない現状があると思います。 

武田（真）委員：筑峯学園の武田です。昨年台風の時には、ちょうど何か月か

前に避難訓練をしていたことがあって、つくば特別支援学校さんのご協力も

あって避難をしました。入所児童 40 名、グループホーム利用者の方が合計 30

名弱ぐらいです。自分も夜間一緒に同行してきましたが、やはり環境が変わっ

て「寝ない」「声を上げる」というところで、本当に学校という場所がよかっ

たなと思いました。ほかの方がいたらもうその場にはいられないなと感じまし

た。やっぱり避難場所は確保していかなくてはというところと、法人内でやっ

ている事業の利用者さんが優先で考えることになってしまうんですが、そんな

なかでも地域のなかで社会福祉法人として何ができるかという視点が弱いし、
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もっとそういう部分で地域に還元、協力できることを法人として考えていかな

いと…と思いました。 

井坂委員：つくば特別支援学校に避難した時って、どういうふうに連絡調整を

しあってそういう流れになったんですか？ 

武田委員：あの時は、障害福祉課とつくば特別支援学校と確認・確認・確認と

いうことで。 

井坂委員：つくば特別支援学校を使っていいですよとなった流れは？ 

武田委員：そこは、施設長が学校に電話をして「こういう状況なんだけど避難

できますか？」と言ったら、たぶん同時に障害福祉課さんにも連絡を入れてい

ると思います。休日か何かで、校長先生には連絡がつかなくて、違う学校に

行ってという話もあったんですが、結局、障害福祉課さんにも協力いただき、

つくば特別支援学校に避難できることになり、それが決まってからは、法人で

バスを何度も往復して避難しました。行政が入るとスムーズでした。 

井坂委員：いい連携だったんですね。 

武田委員：やはりその前に避難訓練をやっていたこともあって、それがすごく

活きた感じです。 

井坂委員：障害福祉課もよく緊急時に臨時の対応で、大きな組織が動いたなと

思います。 

根本課長：障害福祉課は間に入ったかもしれませんが、障害福祉課からはすぐ

に危機管理課につなぎました。 

鬼塚補佐：実際、夏に、そういうことを想定して避難訓練をやろうと、筑峯学

園さんとつくば特別支援学校さんに持ちかけて、そのままできたような具合で

す。事前にやっていたので、学校のほうも受け入れやすかったと思います。 

部会長：今日は、医療的ケア児のお話をいただきありがとうございました。今

後もみんなで考えていけるいい会になればいいと思います。次回のテーマにつ

いても相談したかったんですが、時間がありませんので、あとで皆さんのほう

から障害福祉課にあげていただくということでお願いしたいと思います。 

根本課長：ガイドブックと対応ノートのことで、今回ご意見をいただきました

が、今後もこの内容について障害福祉課にご意見をいただきたいのと、井坂さ

んや根本さんのご意見もお聞きしながら、中で調整しまして、内容が確定した
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段階で皆さまにお送りしてすすめていきたいと思っているのですが、それでよ

ろしいでしょうか。（異議なし）よろしくお願いいたします。 

部会長：次回は 12 月 17 日（木）です。あとは、事務局にお返しします。  

事務局：皆さまありがとうございました。それでは閉会させていただきます。 

 

４ その他 

次回の予定  子ども部会 第 2回  12 月 17 日（木）10:00～11:30 

 

５ 閉会（午前 11 時 33 分終了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度つくば市障害者自立支援協議会 

第 1 回 子ども部会（専門部会１) 次第 

 

日 時 令和２年９月 24 日(木）   

10 時 00 分 ～11 時 30 分 

場 所 つくば市役所２階 防災会議室３  

 

  １  開  会 

  

 

  ２  専門部会長挨拶 

 

 

  ３  協議事項 

    ○医療的ケア児について 

                   どんぐりの家  井坂 美津子 

                   かけはしねと  根本 希美子 

 

 

    ○医療的ケア児の災害時個別支援計画について 

 

 

 

 ４ その他 

    

    

 ５  閉  会 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

災害時対応ガイドブック（案） 

～在宅で医療的ケアを必要とする方用～ 

 

つくば市 
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災害は、いつ、どこで、どんなふうに起こるか分かりません。医療的ケア

を必要とする方は様々な機器を使用しており、長時間の停電や断水は生命の

危機に直結しかねません。災害が起こるとみんながパニックに陥るため、

「共助」や「公助」を受けられるまでに時間がかかってしまうことが考えら

れます。そこで重要になってくるのが「自助」の力です。いざという時にま

ずはご家族で「自助」の力が発揮できるように、ぜひこの機会に考えてみま

しょう。 

〈目次〉 
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１.想定される災害を知り、対策をたてましょう！  

（１）自宅付近で想定される災害は？    

自宅付近でどのような災害が想定されるのか、つくば市総合防災ガイド・マップにあ

る、ハザードマップで確認しておきましょう。つくば市の地形では、河川の近くでは増水

や堤防決壊等による浸水被害、山の近くでは土砂災害などの危険性があります。また、停

電はどの地域でも起こりうるものであり、しっかり

と対策をたてておく必要があります。 

 

（２）防災情報を確認しましょう！ 

災害時には、避難するタイミングを見極めるのも

重要になってきます。災害時、避難途中に被災してしまうケースも少なくありません。医

療的ケアを必要とする方にとって、医療機器に加え、様々な備えを持ち出すことは決して

容易なことではありません。避難所へ出かけていくことでかえって大変な状況に陥ること

がないように、テレビやラジオ、携帯電話、パソコンで防災情報をしっかり確認し、避難

した方が良い状況なら早めに行動するように心がけましょう。大雨や堤防決壊による浸水

被害を想定して建物の 1 階から 2 階へ避難する、台風などの強風、竜巻による窓ガラスの

飛散に備えて奥の部屋へ移動するなど、自宅内避難も手段の一つです。とはいえ、避難所

への避難を余儀なくされる状況に陥ることも想定しておかなければなりません。そんな時

にはどうすれば良いのかを考えておきましょう。 

 

  ※災害情報の収集先については巻末の一覧をご参照ください    
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（３）避難所の確認＊つくば市総合防災ガイド・マップをチェックしましょう。                               

つくば市では、災害発生時に最寄りの小学校・中学校等に指定避難所を設置し、指定避難

所での生活が困難な方（介護が必要な方、障害者の方等）については、指定避難所で受付

後に福祉避難所で受け入れを行います。最寄りの指定避難所を必ず確認しておきましょ

う。   

 

  

                                                               

（４）避難方法・経路の確認                            

避難所へはどうやって避難しますか？車で移動するのか、徒歩で移動するのか、また、避

難所までの経路をどうするかなど、平時のうちに、実際の移動手段を使って確認しておく

と安心です。   

               

（５）避難を手伝ってくれる人                          

避難しなければならない状況でも家族だけでは避難が困難である場合があります。例え

ば、停電で建物のエレベーターを使用できず、階段で移動しなければならない時、人手が

必要になるかもしれません。そんな時、平時であれば通りがかった人に手伝ってもらうこ

とができるかもしれませんが、災害時にはみんながパニックに陥っており、なかなか頼め

ないことも考えられます。災害時に迅速なサポートを受けられやすくするためにも、平時

から近所の人などにお子様の状況を伝えておき、協力を頼めるような関係づくりをしてお

くと良いでしょう。また、「つくば市避難行動要支援者名簿」に登録しておくことで、消

防機関、消防団、民生委員・児童委員、つくば市社会福祉協議会、自主防災組織に名簿の

情報が提供され、災害発生時に避難支援を受けられる可能性が高まります。 

 

２.緊急時の連絡先を確認しておきましょう！                     

これまでの震災の経験から、携帯電話や固定電話、公衆電話は繋がりにくくなり、パソ

コンメールやスマートフォンメール、携帯メールなどのインターネットを媒介とした通信

手段が有効であることが分かってきています。連絡先には、メールアドレスやラインＩＤ

なども記入しておきましょう。メーリングリストを活用することも有効な手段です。                       

家族や親族の安否確認には災害時伝言ダイヤル（171）の利用や、携帯電話の位置情報を

確認できるアプリ等を活用しましょう。また、災害時の安否は主治医や訪問看護ステーシ

ョン、医療機器取扱業者にも伝える必要があります。平時から安否を確認する人との連絡

方法を決めておきましょう。災害時対応ノート等に、必要な連絡先を記入しておくとよい
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でしょう。安否確認だけでなく、どこで・どんな状況にあり、すぐに何が必要かを伝える

ことも重要です。 

 

 

 

３.停電が起こった時の対応を確認しておきましょう！  

医療的ケアが必要な方にとって、停電により医療機器の電源の確保ができないことは、

生命の維持に支障をきたす大問題であると言えます。医療機器に内部バッテリーや外部バ

ッテリーの備えがあったとしても、停電が長時間続いた場合は、更に対応が必要となりま

す。どうやって電源を確保するのかを決めて、準備しておきましょう。 

（１）平時からの備えとして 

ご利用の電力会社が東京電力である場合、東京電力パワーグリッド株式会社に医療機器

を使用している旨を伝え、事前に登録しておくことで、停電時に東京電力より災害状況の

確認が入ります。(※１)また、東京電力より発電機の貸し出しが可能な場合があります。（※

２）東京電力以外の電力会社を利用している場合は、電力会社に災害時の対応を確認してお

きましょう。                                  

(※１)大規模停電の場合は停電の復旧が優先されます。                             

(※２)貸し出しの前提として自前のバッテリーの用意が必要です。 

〈問い合わせ先〉東京電力パワーグリッド 0120-995－007 

 

（２）緊急時に電源を確保する方法を考えておきましょう 

使用している機器や、自宅の状況に合わせて、複数の外部電源を確保しておきましょう。 

① 外部バッテリー 

各機種専用の外部バッテリーを用意します。停電が長時間におよぶ可能性を考慮し、複数

個のバッテリーを準備しておくと安心です。必ず、メーカー正規品または医療用の非常用

携帯バッテリーをご用意ください。バッテリーは経年劣化します。劣化により、充電時間

が長くなったり、供給できる時間が短くなったりすることがあります。メーカーの保証期

間を確認しておきましょう。 
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○UPS（無停電装置）                              

常時接続しておくことにより、電源が切断された場合でも、接続されている機器に対し

て、一定時間電力を供給し続ける装置です。停電直後の人工呼吸器等の停止を予防するた

めに UPS を接続しておけば、停電時は瞬時に自動で UPS からの外部電気供給に切り替わ

り、機器が突然停止するのを防ぐことができます。 

※自動的に外部電源と切り替わる機能のある機種もあります。 

②蓄電池                                    

蓄電池を平常時に充電しておくことで非常時の電源として使用できます。医療機器を使用

する本人や介助者が使用・運搬可能な、正弦波交流出力のものを選ぶようにしましょう。

購入する他に、レンタルという方法もあります。 

③ 車から電源をとる 

自動車から電源をとる方法は、車種によって異なりますのでご自身の場合はどの方法が

該当するのか、確認しておきましょう。また、車の電源を戦力にと考える場合には、平時

からの車の保管場所に留意しましょう（大雨時に水没しないか、地震で下敷きにならない

か等）。災害時における電気自動車の活用促進については、国土交通省、経済産業省など

の情報も御参照ください。 

国土交通省： 

経済産業省：「災害時における電動車の活用促進マニュアル」 

      「電動車活用促進ガイドブック」 

 

自動車から電源をとる方法の例 

（１） シガーソケット（アクセサリーソケット） 

（２） 100V コンセントから 

（３） 充電専用の USB 端子から 

（４） Vehicle to Home（V2H）機器を用いて車に備えていた電気を家の中で使う 

 

（１）シガーソケット（アクセサリーソケット）から電源をとる 

 一般的な車のシガーソケットはＤＣ（直流）であり、電化製品の多くはＡＣ（交流）に

変換する必要があります。インバーターを人工呼吸器等の医療機器などに使用する際は、
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必ず「正弦波」のものを使用してください。また、エンジン駆動時は電流が乱れて故障の

原因となりますので、必ず先にエンジンを駆動させてから機械に繋ぐようにしましょう。

また、多くの車から供給される電気は１２V で、充電に使用する際には長時間を要しま

す。充電に要する時間も事前にメーカーにお問い合わせください。長時間の接続でコード

などが熱を持つもこともありますので、火災の発生にも十分ご注意ください。 

 

（２）100V コンセントから電源をとる 

ハイブリット車、電気自動車、プラグインハイブリッド車（PHEV）は、従来のガソリン

車と比較して、非常に大型のバッテリーを走行用に搭載しています。車種によっては、１

００V コンセントが車内にあり、車のバッテリーを大型蓄電池として利用出来る場合があ

ります。ハイブリッド車は、エンジンをかけてアイドリング状態で、電気自動車や PHEV

では、エンジンをかけずにモード調整や電源 OFF にするなどで電気を取り出せます。 

 

（３） 充電専用の USB 端子から電源をとる 

USB ポートにカーインバーターを接続し、コンセントを造設するなどして電源をとること

ができます。USB ポートの定格出力が、医療機器の消費電力を上回っているが、必ず確認

してください。 

 

（４） Vehicle to Home（V2H）機器を用いて車に備えていた電気から電源をとる 

この機能がある車と、V2H 機器を整備することで、車から家に電気を供給することがで

きます。また、大容量の太陽光発電があれば、昼間に車のバッテリーの充電と、生活のた

めの電気が確保できます。しかし、車と家の設備を整備するために多額の費用が必要で

す。 

 

④ 自家用発電機                                 

発電機を人工呼吸器などの精密機械に使用することはどのメーカーも推奨していません。

発電機の購入を検討する際は、必ず主治医や医療機器取り扱い業者に相談し、外部バッテ

リー等の充電用に必要となる場合は、医療機器を使用する本人や介助者が使用・運搬可能

な正弦波インバーター発電機を選ぶようにしましょう。また、発電機は必ず屋外でしま

す。代表的なものとしてガソリンタイプとカセットボンベタイプがあります。性能によっ

て大きさも価格も上がります。 
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【ガソリンを自宅で使用する際の注意点】 

①ガソリンを自宅で保管することは大変危険です。必ず専用の携行缶に保管し、通気性の良い屋外

の物置などに置いてください。また、最低でも 3 か月に 1 回は入れ替えましょう。 

② ガソリンは、消防法上の危険物に該当し、指定数量（２００リットル）の 2 分の１以上指定数

量未満の量（100 リットル以上 200 リットル未満）の危険物を貯蔵または取り扱う際には消

防長に届出をしなければなりません。また、指定数量の 5 分の１以上の量（４０リットル以

上）の危険物を貯蔵または取り扱う時には、消火設備や空き地の確保、建築設備の制限などが

必要となりますので注意しましょう。 

③ 燃料供給用ポンプがあれば、自動車のタンクからガソリンを取り出せます。ただし、ガソリン

が少ないと取り出せないことがありますので、日頃から自動車のガソリンを半分以上入れてお

くように心がけておきましょう。 

 

 

 メリット デメリット 価格目安・備考 

ガソリンタイプ ・駆動時間が長い。

ガソリン 2.1L で

3.5～7 時間ほど

（900W のタイ

プ）使用可能。 

・メンテナンス（3 か

月～6 か月に一度エン

ジンオイル交換）が必

要    

・ガソリンの保管と定

期的な交換が必要 

・15 万～40 万ほ

ど。 

・事業所等向け 

カセットボンベ

タイプ 

・家庭用カセットボ

ンベ 2 本で作動さ

せるので、入手と保

管がガソリンと比べ

ると手軽（2 本で 2

時間駆動） 

・気温が低いと（5℃

以下）うまく機能しな

いことがある。 

・１０万円ほど 

・家庭向け 
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４.災害に備えて準備しておきましょう！ 

ライフラインが復旧するまでに思いのほか時間がかかる場合があります。そういった事態

に備えて、最低でも７日分の備えをしておきましょう。医療用具等について、あらかじめ

用意できない物がある場合は、災害時にどこで手に入るかを主治医等に確認しておきまし

ょう。 

   

（１）人工呼

吸器を使用し

ている場合 

○蘇生バッグ

（アンビュー

バッグ） 

 

 

 

停電や機器の故障時に、手動で呼吸を確保する道具で

す。いつでも使用できるようにすぐに手の届く場所に

用意しておきましょう。手動で使用するため、長時間

使用する際には交代で押し続ける必要があります。で

きれば家族みんなが使用できるようにしておきましょ

う。  

○外部バッテ

リー 

 

 

 

 

停電時に内部バッテリーに切り替わったとしても持続

時間に制限があります。電源を確保するためにも、外

部バッテリーへの接続ができるように備えておきまし

ょう。また、平時から定期的に充電を心がけておきま

しょう。（※フル充電で何時間使用できるか確認して

おきましょう。交換時期は２年が目安です。） 

○予備の呼吸

回路一式 

機器の破損に備えて、予備の回路を一式用意しておき

ましょう。 

（２）たん吸

引器を使用し

ている場合 

○電気を使用

しない吸引器 

 

 

停電時に内部バッテリーが無く、外部電源への接続が

困難な場合、電気が無くても使用できるタイプの吸引

器を準備しておきましょう。（※シリンジ+吸引カテー

テル、手動式吸引器、足踏み式吸引器など） 

○予備の吸引

チューブ 

平常時の吸引回数を考慮し、7 日分以上の量を用意し

ておきましょう。 
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（３）酸素濃

縮器を使用し

ている場合 

○携帯用酸素

ボンベ、予備

の酸素ボンベ 

停電時に内部バッテリーがない場合、電源が切れて

しまうと生命の維持に危険が生じます。すみやかに携

帯用酸素ボンベへの切り替えが必要となります。機器

が使用できたとしても、災害の混乱時には酸素の供給

体制が整わず、平時のようには酸素ボンベが手に入り

にくくなることが考えられます。可能であれば予備の

酸素ボンベを用意しておき、販売業者に災害時の対応

を確認しておきましょう。 

○予備のカニ

ューレ、延長

チューブ 

携帯用酸素ボンベとまとめて用意しておきましょう。 

（４）経管栄

養が必要な場

合 

○経管栄養剤 ７日分以上の量を用意しておきましょう。溶解を必要

とする製品を使用している場合、災害時に電気・ガス

が使用できず溶解ができないことがあります。溶解を

必要としない製品での代用も考えておきましょう。ま

た、断水により水の確保が困難になることが想定され

ます。お湯や経管注入用等のためのペットボトルの水

や市販の精製水を用意しておきましょう。（※経管栄

養製品や水には使用期限があります。定期的に確認し

ておきましょう。 

（５）その他

共通して準備

してほしい物 

○薬品、処方

箋 

 

 

 

 

７日分以上用意しておきましょう。（※使用期限に注

意して定期的に確認しましょう。）また手元のストッ

クが無くなったときや、避難先等で薬を必要とすると

きに、薬の写真や処方箋があると医療関係者への伝達

に便利です。「災害時対応ノート」の服薬のページも

ご活用ください。 

○グローブ、

アルコール

綿、蒸留水 

災害時、水が使えなくなる場合があります。医療機器

を扱う際には常に清潔を保つことが重要です。代用品

を備えておきましょう。 

○懐中電灯 

 

 

 

災害は昼間に発生するとは限りません。平時からすぐ

に手に届くところに置いておきましょう。介護用には

ランタン型やヘッドランプ型が有効です。電池も多め

に準備しておくと安心です。 

○ラジオ テレビ、携帯電話、スマートフォンが使用できない場

合、ラジオで災害の情報を確認することができます。

電池式や手回し式を準備しましょう。 
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５．平時から確認・登録しておくと役立つもの 

平時から登録・携帯しておくと役立つもの 

名称 内容 問い合わせ先 

つくば市避難行

動要支援者名簿 

事前登録制。 

名簿に登録すると、災害発生時に避難支援を受

けられる可能性が高まります。消防機関、消防

団、民生委員・児童委員、つくば市社会福祉協

議会、自主防災組織に名簿の情報が提供されま

す。 

つくば市保健福祉部 

社会福祉課 

（代） 

０２９－８８３－１１１１ 

 

医療的ケア児等

医療情報共有シ

ステム

（MEIS） 

事前登録制。 

登録には主治医による入力が必要。 

医療的ケアが必要な児童等が緊急時や予想外の

災害、事故に遭遇した際に、全国の医師・医療

機関（特に救急医）等が迅速に必要な患者情報

を共有できるシステムです。 

厚生労働省ホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/s

tf/newpage_09309.html 

MEIS ヘルプデスク（委託

先：株式会社カスタマーリレ

ーションテレマーケティン

グ） 

TEL：0120-523-252 

東京電力パワー

グリッド 

事前登録制。 

登録者に、停電時に東京電力から電話連絡あ

り。小型発電機等の貸し出しを受けられる場合

があります。 

東京電力パワーグリッド 

０１２０－９９５－００７ 

ヘルプマーク 
外見から分からなくても援助や配慮を必要とし

ている方々が、周囲の方に配慮を必要としてい

ることを知らせることで、援助を得やすくなる

ために活用する。 

つくば市役所 

障害福祉課 

（代） 

０２９－８８３－１１１１ 

＊その他、民間の医ケア児・者減災支援ネットワーク等の災害支援アプリなどもあります。 
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情報収集先一覧 

情報源 内容  

つくば市総合防災ガ

イド・マップ 

指定避難所や指定緊急避難場所な

どの防災に関係する施設、災害発

生リスクの高い区域をつくば市全

域の地図に示したもので、あわせ

て平常時の防災対策や災害時に心

がけることなども掲載していま

す。 

全戸配布。 

市役所本庁舎や各窓口センタ

ーなどでも配布中。 
https://www.city.tsuku

ba.lg.jp/kurashi/anshin

/bousai/1000602.htm

l 

気象庁：災害情報 
災害情報全般について掲載されて

います。 

ツイッターもあります。 

https://www.jma.go.jp/

jma/menu/menuflash.h

tml 

国土交通省：川の防

災情報ホームページ 

雨の降っている地域、洪水予

報などの情報が掲載されてい

ます。 

https://www.river.go.jp

/portal/#80 

参考資料一覧 

１）国立研究開発法人国立生育医療研究センター 医療連携・患者支援センター在宅医療

支援室「医療機器が必要な子どものための災害対応マニュアル～電源確保を中心に～」 

２）医療法人稲生会災害対策委員会【医療法人稲生会患者様向け】停電時の電源確保につ

いて 

３）東京都神経難病医療ネットワーク事業 停電シュミレーションガイドブック 

４）東京都北区 在宅人工呼吸器使用者のための災害時個別支援計画 

５）加古川市医療的ケア児個別災害マニュアル検討会 医療的ケア児災害対応サポートブ

ック 

６）三重県小児科医会小児在宅検討委員会周産期委員会 「災害児対応ノート」作成のた

めの小児在宅医療的ケア児災害時対応マニュアル 

７）八千代市チームやちよキッズ 地震が起きても困らない医療的ケアが必要な子どもと

家族の暮らし方のヒントー東日本大震災を体験した先輩から学ぶー 



災害時、あなたの支援を必要とし

ています！ 

・このノートを持っているお子さまは何らかの医

療的なケアを必要としています。 

・お子さまやご家族が困っている事があればでき

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成者             （続柄   ）  

作成日      年   月   日 

更新日      年   月   日  

     年   月   日 

     年   月   日 

“いざという時に備えて” 

 

医療的ケアを必要とする方と家族のための 

災害時対応ノート（案） 
 

災害時、あなたの支援を必要としています！ 

・このノートを持っている方は何らかの医療的な

ケアを必要としています。 

・ご本人やご家族が困っている事があればできる

範囲でお手伝いをお願いします。 

     つくば市 
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＜使い方ガイド＞ 

 このノートは災害が起こった際の「自助※」の助けとなるものです。 

 必要な箇所を記入しておき、予期せぬ災害に備えましょう。ページの上部

に          の表示があります。 

 

   のページは、氏名やかかりつけ医等の基本情報のページです。ご自身

または保護者が記入しましょう。 

 

   のページは、普段行っている医療的ケアの情報のページです。 

ご自身または保護者が記入し、分からない箇所は訪問看護師や主治医に聞き

ながら記入しましょう。書類のコピーを貼ってもかまいません。災害時に、

医療職者にこの情報を渡し、ケアの参考となるよう準備しておきましょう。 

 

   のページは、災害が起こった際の具体的な行動を記入します。自宅

等、普段の生活スペースで起こりうる災害の状況を想定しながら記入しまし

ょう。 

 

記入の際には、つくば市の危機管理課で出しているハザードマップ等を参考

にしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

※災害における「自助」とは  

自分自身や家族の命と財産を守るために、自分や家族で防災に取り組むことです。 

 

 

基本 医療 災害 

基本 

医療 

災害 
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医療情報連絡票 

この連絡票は、災害時に医療関係者に伝えたい医療情報をまとめたものです。かかりつけ医等に記入し

てもらい準備しておきましょう。変更があればこまめに更新するようにしましょう！ 

 

 

無 ・

基礎情報

身長
体重

％　～　　　　％

年　月　日

ｃｍ

ｋｇ

年　月　日

ｃｍ

ｋｇ

年　月　日

ｃｍ

ｋｇ

年　月　日

ｃｍ

ｋｇ

年　月　日

ｃｍ

ｋｇ

年　月　日

ｃｍ

ｋｇ

年　月　日

ｃｍ

ｋｇ

年　月　日

ｃｍ

ｋｇ

年　月　日

ｃｍ

ｋｇ

脈拍
　

回／分
血圧 　　　　／　　　ｍｍｈｇ

体温 SpO₂
　
℃

診断名

有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

医師名　　　　　　　　　　　　　　　　（電話　　　　　　　　）

□会話　　□筆談　　□文字盤　　□意思伝達装置
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

具体的に記載（YES/NOサイン等）

服薬中の薬

アレルギー

コミュニケーション

年　月　日

ｃｍ

ｋｇ

専門医

医療機関名

医師名　　　　　　　　　　　　　　　　（電話　　　　　　　　）

年
月　日

ふりがな

氏名

住所

主治医

性別 男・女 血液型
生年

月日

かかりつけ医

医療機関名

〒　　　　　　つくば市

基本 医療 
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回数

□導尿　　

□ストーマ

□摘便（無　・　有　頻度　　　回/日）　　　　　□浣腸（無　・　有　頻度　　　回/日）

カテーテルサイズ　　　　　　　　Fr 頻度（　　　）時間毎

便　　　　　　　回/日

　　　　　　　回/日・時間

□トイレ　□オムツ→　交換頻度（　　　）時間毎

チューブサイズ　（　　　　　　　　　　Fr　）　

口腔内

ｃｍ

回/日・時間

回

形状　　　　　□普通　　□軟食　　□ペースト

食事介助　　　□無　　　□有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

チューブサイズ　　　　　　　Fr　　　ｃｍ

製品名（　　　　　　　　　　　　　　　　）サイズ（　　　　　　　　　　　）

注入ポンプ　　□有　　　□無固定水(　　　　　　)　ｍｌ

□鼻腔内

ｃｍ ｃｍ

□
人工

呼吸器

□
酸素使用

□
気管切開

□吸引

□栄養

排
泄
方
法

機種名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□気管切開で使用（TPPV）　　　　　　　　□マスクで使用（NPPV）

□圧規定（PCV）

換気モード

IPAP（　　　　　　） EPAP（　　　　　　）

吸気圧（　　　　　　　　）PS（　　　　　　）
PEEP（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

呼吸回数（　　　　　　　　　　　　　）回/分 呼吸回数（　　　　　　　　　　）回/分

吸気時間（　　　　　　　　　　　　　）吸気時間または吸気流量（　　　　　　　　　）

人工呼吸器装着時間　　□24時間　　□夜間のみ　　□その他（　　　　　　　　　　　　）

SpO2（　　 　　　　）％O2（　　　　　　）Ｌ/分

連絡先 （　　　　　　　　　　　　　　）

カニューレ製品名（　　　　　　　　　　　　　　）　　サイズ（　　　　　　）
カフエア量（　　　　　　　）ｍl
咽頭気管分離　□あり　　　□なし

酸素ボンベ業者名（　　　　　　　　　　　）

□気管内

□
排
泄

尿　　　　　　　回/日

□有

栄養剤商品名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
1日の総カロリー（　　　　　　）kcal

□その他

□その他

パウチの種類 交換頻度

PS（　　　　　） PEEP（　　　　　　）

医療処置情報

□経口

1回換気量（　　　　　　　　）ｍｌ/分

吸引

回数

昼間

排痰補助装置の使用 □無

　回/日・時間 　回/日・時間

回 回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日　現在　　記入者（　　　　　　　　　　　）

換気モード

□胃ろう・

腸ろう

　

□経鼻カ

テーテル

チューブ種類（　　　　　）

挿入の長さ

夜間

□量規定（VCV）

医療
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関係者リスト 

 施設名等 担当者 電話番号 

病院・診療所    

病院・診療所    

学校・園    

相談支援事業所    

訪問看護    

通所施設    

保健師    

    

    

    

    

    

    

    

家族・親族 

続柄 氏名 電話番号 アドレス・ライン ID 等 

    

    

    

    

    

    

    

    

※安否確認災害時伝言サービス・位置情報アプリなども確認しておきましょう！ 

基本 

基本 
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一日のスケジュール食事、排泄、医療的ケア、活動等の主なスケジュールを記載ください 

時間 予定 

（例）6：30 

AM7：30 

 

 

起床 

注入 ○○を△△ｍℓ/H  
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＜服薬＞ 

必須の 

薬は○ 
薬の名前 服用時間 量 服用方法 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

禁忌薬剤  

（アレルギ

ー等） 

 

記入日：   年   月   日 

表に記入するか、お薬手帳のコピーを貼り付けましょう。 

医療 
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＜その他伝えたいこと＞  
※ケアの内容、物品の種類やサイズ、 

知っておいてほしいことを記入しましょう。 

医療 
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災害時対応編 

 

 

 

○災害時の指定避難場所        ○移動手段 

・                                   

・                                   

 

○その他避難できる場所もあれば記入しましょう。 

・                       ☎           

・                       ☎           

・                       ☎               

 

 

 

洪水  土砂災害  地震  その他（    ） 

つくば市総合防災ガイド・マップをチェックしましょう！つくば市 HP でも確認できます。 

 

避難場所・避難ルートを確認しておきましょう！※地図を添付 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

☆災害時の避難先を知っておきましょう！ 

自宅付近のハザード 
※想定される被害を〇で囲みましょう。 

災害 
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 時間 時間 時間 

 

 時間 

 

 

 時間 時間  時間 

 

 時間 

 

  

停電がおこったら 

２．ブレーカーを確認しましょう！ 

□ブレーカーが落ちていない □ブレーカーが落ちていれば 

ブレーカーを上げましょう 

□電力会社に連絡して以下の点を伝えましょう 

＜電力会社に伝えること＞ 

①自宅が停電していること 

②電源を必要とする医療的機器を使用していること 

③電力会社のお客様番号 

④住所、氏名 

 

メモ：電力会社のお客様番号 

                        

１．医療機器の電源を確認しましょう 

＋ ＝ 
□人工呼吸

□酸素濃縮

□たん吸引器 

外部バッテリー作動時間 内部バッテリー作動時間 合計 

酸素ボンベ１本消費時間 

※電話が繋がらない場合はパソコンや携帯電話で電力

会社のホームページの停電情報を確認してください。 

内部バッテリー作動時間 

＋ ＝ 

内部バッテリー作動時間 外部バッテリー作動時間 合計 

災害 
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停電が長引いたら 

１．医療機器の電源を確保しましょう 

□以下の方法で電源を確保 □電源を確保できない 

〇車のシガーライターケーブル 

〇蓄電池 

〇ＵＰＳ（無停電装置） 

〇自家発電機 

〇各種アルカリ電池 

〇携帯電話・スマートフォン用 

 ・乾電池式充電器 

 ・手回し発電機 

 ・ソーラー式発電機 

□自家発電設備のある施設での

充電・避難・入院することを考え

ましょう 

施設名             

住所              

℡               

施設名             

住所              

℡               

２．その他の対処 ※当てはまる項目を選び○で囲みましょう 

電池利用機器への切り替え 

・低圧持続吸引器 ・パルスオキシメーター ・その他（      ） 

エアマット 

人工呼吸器の加湿加温器 

・人工鼻の使用 ・加温加湿器へお湯の追加・・・ 

  

災害 
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地震が起こったら 

１．安全を確保してください 

□転倒の危険はありませんか？ 

□ベッドの周囲等で落下物の危険はありませんか？ 

□停電に備えて電動ギャッジベッドを下げておきましょう。 

２．医療機器は正常に作動していますか？ 

□機体や回路が破損していませんか？ 

□異常音や臭いはありませんか？ 

□各接続部が緩んでいませんか？ 

□設定値が変わっていませんか？ 

 
※アラームが鳴っていなくても必ず確認してください。 

□正常に作動 □正常に作動していない 

３．停電していませんか？ 

□関係機関へ連絡 

主治医 

                ℡            
医療機器取扱事業者 

 

                ℡            

□停電している □停電していない 

→停電のページへ →今後の余震等に注意

しましょう 

人工呼吸器：蘇生バッグへ切り替え 

た ん 吸 引：電気を使用しない吸引器を使用 

酸素濃縮器：携帯用酸素ボンベへ切り替え 

 

災害 



12 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

※１ 機器が浸水により故障するのを避けるためにも２階へ移動させましょう！ 

※２ 台風、竜巻による窓ガラス飛散防止のために、内側からガムテープを×印に貼り、カ

ーテンを閉めておきましょう！ 

 

 

 

 

 

風水害（洪水、土砂災害等） 

台風、大雨等で風水害が予想される場合 

□テレビニュース、防災無線、防災メール等に注意しましょう！ 

□浸水、土砂災害、竜巻が予想される場合、早めに安全な場所に避難し

ましょう！ 

避難を手伝ってくれる人          ℡       に連絡して、 

移送手段                   ℡         で 

避難場所                               

住所               ℡               に 

避難してください 

避難が必要になったら 

※避難支援者や移送手段等あらかじめ決めておきましょう。 

※つくば市では過去に竜巻の被害も報告されて

います。気象情報で１日前に竜巻が予想される

場合もありますので、早めの対策をしておきま

しょう！ 

すぐに避難するのが難しい場合 

 

□安全な場所を確保してください。 

  例１：浸水、土砂災害の危険→２階へ避難してください。※１ 

 例２：台風、竜巻→窓から離れた場所へ避難してください。※２ 

□停電した時には「停電がおこったら」の手順を確認してください。 

□救助の要請が必要な場合に備えて緊急連絡先を確認しておきましょう！ 

災害 
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＜医療的ケアに必要な備え＞ 

 品目 備蓄数・規格等 避 難 先 へ

持ち出し 

酸
素
関
係 

呼吸器回路一式   

蘇生バッグ   

気管カニューレ   

Y 字ガーゼ   

延長チューブ   

酸素ボンベ   

人工鼻   

吸
引 

吸引器（手動・足踏み）   

吸引チューブ   

経
管
栄
養
・
胃
瘻
関
係 

経管栄養剤   

栄養チューブ   

胃瘻チューブ   

イルリガートル   

延長チューブ   

注射器   

医
療
材
料
等 

滅菌精製水   

蒸留水   

ガーゼ   

アルコール綿   

使い捨て手袋   

非
常
用
電
源 

外部バッテリー   

延長コード   

シガーソケット対応インバーター   

発電機   

蓄電池   

USP（無停電電源装置）   

燃料（カセットボンベ・ガソリン）   

そ
の
他 

おむつ   

おしり拭き   

薬、お薬手帳   

   

   

☆ 災 害 時 に 備 え て 準 備 し て お く も の 

災害 
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 品目  
避 難 先 へ

持ち出し 

食
料
品 

レトルト食品（ごはん・おかゆ等）   

インスタントラーメン・カップ

味噌汁 
  

飲料水 
一日 3 ㍑が目安です。3 日分は備えま

しょう。 
 

   

   

   

   

生
活
用
品 

給水用ポリタンク   

カセットコンロ   

ティッシュペーパー   

ウェットティッシュ   

ラップフィルム   

紙皿・紙コップ・割り箸   

簡易トイレ   

水のいらないシャンプー   

ビニール袋   

ロープ   

工具セット   

ほうきちりとり   

ランタン   

長靴   

懐中電灯   

携帯ラジオ   

避難カード   

避難用マップ   

 

 

 

 

 

 

災害 
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平時から登録・携帯しておくと役立つもの 

名称 内容 問い合わせ先 

つくば市避難行

動要支援者名簿 

事前登録制。 

名簿に登録すると、災害発生時に避難支援を受け

られる可能性が高まります。消防機関、消防団、

民生委員・児童委員、つくば市社会福祉協議会、

自主防災組織に名簿の情報が提供されます。 

つくば市保健福祉部 

社会福祉課 

（代） 

０２９－８８３－１１１１ 

 

医療的ケア児等

医療情報共有シ

ステム

（MEIS） 

事前登録制。 

登録には主治医による入力が必要。 

医療的ケアが必要な児童等が緊急時や予想外の災

害、事故に遭遇した際に、全国の医師・医療機関

（特に救急医）等が迅速に必要な患者情報を共有

できるシステムです。 

厚生労働省ホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/s

tf/newpage_09309.html 

MEIS ヘルプデスク（委託

先：株式会社カスタマーリレ

ーションテレマーケティン

グ） 

TEL：0120-523-252 

東京電力パワー

グリッド 

事前登録制。 

登録者に、停電時に東京電力から電話連絡あり。

小型発電機等の貸し出しを受けられる場合があり

ます。 

東京電力パワーグリッド 

０１２０－９９５－００７ 

ヘルプマーク 外見から分からなくても援助や配慮を必要として

いる方々が、周囲の方に配慮を必要としているこ

とを知らせることで、援助を得やすくなるために

活用する。 

つくば市役所 

障害福祉課 

（代） 

０２９－８８３－１１１１ 

＊その他、民間の医ケア児・者減災支援ネットワーク等の災害支援アプリな

どもあります。 

 

 

 



16 
 

 

情報収集先一覧 

情報源 内容  

つくば市総合防災

ガイド・マップ 

指定避難所や指定緊急避難場所な

どの防災に関係する施設、洪水浸水

想定区域や土砂災害警戒区域など

災害発生リスクの高い区域をつく

ば市全域の地図に示したもので、あ

わせて平常時の防災対策や災害時

に心がけることなども掲載してい

ます。 

全戸配布。 

市役所本庁舎や各窓口センタ

ーなどでも配布中。 

https://www.city.

tsukuba.lg.jp/kur

ashi/anshin/bous

ai/1000602.html 

気象庁：災害情報 災害情報全般について

掲載されています。 

ツイッターもあります。 

https://www.jma.

go.jp/jma/menu/

menuflash.html 

国土交通省：川の防

災情報ホームペー

ジ 

雨の降っている地域、洪

水予報などの情報が掲

載されています。 

https://www.rive

r.go.jp/portal/#8

0 
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（記載例）公開の会議 

 - 1/23 - 

様式第１号       会 議 録 

会議の名称 令和２年度つくば市障害者自立支援協議会第２回専門部会２

（おとな部会） 

開催日時 令和２年 12月９日 10：00 ～11：30 

開催場所 つくば市役所 職員研修室 

事務局（担当課） 保健福祉部障害福祉課 

 

出 

席 

者 

 

 

 

 

 委員 

 

 

 

 

根本希美子、大久保安雄、篠崎純一、武田真浩、原口朋子、

菅野慎也、吉田美恵、石田奈津子、斎藤秀之、上方智子、田

邊佐貴子 

 その他  

 事務局 

 

根本課長、飯田係長、大竹主事 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数     ０  人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

 

 

（１） 障害者就労施設等の生産物について 

 

会議録署名人  確定年月日 年  月  日 

 

会 

議 

次 

第 

 

 １ 開会 

 ２ 専門部会長挨拶 

 ３ 協議事項 

 ４ その他 

 ５ 閉会 

  

 



（記載例）公開の会議 

 - 2/23 - 

１開会 

事務局：「令和２年度つくば市障害者自立支援協議会第２回おとな部会（専門

部会２）を開会いたします。本日は、公私共にお忙しい中、ご出席いただきま

して、誠にありがとうございます。 

２専門部会長挨拶 

事務局：開会にあたりまして、斉藤専門部会長より、あいさつを申し上げま

す。 

斉藤部会長：（部会長挨拶） 

 

事務局：斉藤部会長、ありがとうございます。 

３協議事項 

事務局：続きまして、次第３「協議事項」に入ります。つくば市障害者自立支

援協議会設置要項第２項において、「座長は協議会を代表し、会務を総理す

る」こととなっておりますので、これからの会の進行につきましては、斉藤部

会長にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

斉藤部会長：はい、それでは始めさせていただきます。内容に入ります前に、

市政運営の透明性の向上を図ることを目的とする「つくば市会議の公開に関す

る指針」により、つくば市自立支援協議会を公開とします。ご賛同いただける

方は拍手をいただければと思います。 

委員一同：（拍手） 

斉藤部会長：はい、ありがとうございます。それでは最初に、事務局より本日

の資料の確認をお願いします。 

事務局：はい、資料の確認をさせていただければと思います。事前にお配りし

ております次第とアンケート回答ということで、事前に送らせていただいたも

のがありますが、それ以外に追加でご回答いただけたものがありましたので、

そちらを机上配布させていただいております。あと、アンケートの内容です

が、事務局のほうでまとめさせていただいて、分類させていただいたものを机

の上に用意させていただいておりますが、不足等ございませんでしょうか。 

それでは、部会長お願いいたします。 

斉藤部会長：はい。アンケート回答というものが事前にいただいたもので、こ



（記載例）公開の会議 

 - 3/23 - 

れを私が事務局にお願いして整理してもらったものがこれ（資料：つくば市障

害者自立支援協議会２アンケート（回答）※事前配布したもの）です。その

後、追加でいただいたのが当日追加分（資料：つくば市障害者自立支援協議会

２アンケート（回答）※当日机上配布したもの）です。よろしいでしょうか？

今日の中身については、資料をご覧いただいて、当日追加分も皆様にご覧いた

だいて、資料に記載されていないようなご意見があれば、こちらに追加してい

きたいなと思っています。これを整理したものを受けて、すぐにできそうなも

のとか、多少支援がいるがハードルがそんなに高くないものだとか、少しハー

ドルが高いけれど頑張ればできそうなものとか、これはなかなか難しいものな

り、あるいは、他にも皆さんが見てこんなこともできるよねというものもあれ

ば、フリーディスカッションをしたいなと思うのですが、こんな進め方で進め

させていただいて、お時間の合間か最後のほうに事務局会議で（就労系事業所

の）協議体を置くことを少し議論しようかという話もありましたので、オブ

ザーバーの方がいらっしゃったら…。 

事務局：すみません。それに関しましては（オブザーバーと）今連絡がとれな

い状況ですので、私の方から少しご説明をさせていただければと思います。 

斉藤部会長：分かりました。それでは、本題のほうは、障害者就労施設等の生

産物の収益に繋げる方法について、ということで始めたいと思います。販売場

所に駅の売店や市役所のロビーと書いてある方がいっぱいいましたが、銀行、

郵便局、福祉の店、イベント会場、マルシェ、今日いただいた（追加分のアン

ケートの）中ではスーパーの地元製品売り場に置いてほしいというような意見

もあったかなと思います。生産物については、日用品、カレンダー、お弁当、

マスク、雑貨、事業所製品のギフトボックス化、あとはフェイスシールドにつ

いては、やってみたけれどあんまり良くなかったという意見があったかと思い

ます。この件については、もしかすると議論するとまだ出てくるかもしれませ

んが、とりあえず置いておきます。販売方法についてですが、インターネット

の活用からオンラインサイトのような合同サイトみたいなかたちも良いのでは

ないかと、今日（の追加分のアンケートに）書いてらっしゃる方もいました。

また、アプリの活用や施設単位でオンライン販売をしてはどうかというコメン

ト、通販、施設間で生産物を販売し合うなど実際にやられているとこもあるみ
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たいですが、こういうのもあるということです。市のホームページの活用、具

体的には社協のホームページの活用と書いている方もいらっしゃいました。売

り上げを上げるとなると委託販売をそもそもしないと、プロに任せないと難し

いのではないかとの意見が今日（の追加分のアンケートに）あったように思い

ます。それから、販売場所に、イベント会場（のイメージ）に近いですが、産

業、観光業、観光等のイベントの時に出店してはどうかとの今日（追加分のア

ンケート）のご意見にあったように思います。当然、市等から情報をいただい

て、という不足を付け足してみました。売り上げを上げるためには、個性のあ

る生産活動や広報活動に力を入れる、消費者ニーズの把握、面白いなと思った

のが、ふるさと納税の返礼品としてどうかという意見も今日いただいた（追加

分のアンケートの）中にありました。今できる、できないは置いといて意見と

して整理します。販売の利点としては、接客の練習、地域の人と関われる、事

業所の知名度アップということです。これが、事務局で整理したご意見の項目

が５つ、その中の具体的なものという分け方をしたのですが、そういう見方を

していただいて、「いやいや、ちょっとこの整理の仕方は違うんじゃないか」

とか、「もうちょっとこういう見方もあるんじゃないか」とのご意見をいただ

ければありがたいのですが…。すみません、大丈夫ですか？さっといきました

けれども…。みなさん、ここまでなんとなく共有できましたか？どうですか、

ご意見は。原口さんどうですか？ 

原口委員：はい、そうですね。ぜひ、こんなかたちでできるかもというところ

を一つ、みなさんである程度は意見がまとまるというか、具体的にこういうか

たちだったらどうなのかなとか、できるといいなと思いながらお話をうかがっ

ておりました。ふるさと納税の返礼品に関してなのですが、うちの法人で潮来

のほうで、もう一つ法人があるのですが、そちらのほうでは実際にそういうこ

とをやっているというふうに報告を受けておりました。その返礼品の内容が、

確かおせんべいとかそういった物の返礼品と、うちの事業所でエコクラフトの

籠を作って、その籠におせんべいを入れて、返礼品として提供するというのを

やっている、というふうに聞いているので、何かしら潮来のほうでは実績とい

うか、実際のかたちとしてそういうふうにやっているので、ご意見いただい

て、うちの事業所の方で具体的にどんなふうにやっているのかを聞くことがで
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きるなと思いました。あとは、ベルガさんで品物を預かって販売コーナーで展

示してらっしゃっていて、私も買わせてもらったりしているので、多分、市役

所とかそういう所でやっていくことになると色々な手続きがあって、段階を経

てやっていかないといけないところもあるかと思いますが、ベルガさんの所を

使わせてもらったりとか、うちの事業所とかでも場所の提供ができないかなと

か…。あと、うちで地域の農家さんの所に行って作業させてもらって、農家さ

んが作っているお野菜を委託販売させていただいておりまして、それをうちの

事業所の周りは住宅街なので、何かもっとＰＲして、うちの事業所に買いに来

ていただけるというのをもうちょっとできないかなということを最近考え始め

ていて、別の市町村の事業所さんですが、カフェとかパンを焼いている事業所

さんが、なかなかコロナ禍でカフェに来ていただく方が減っていて、パンも生

産する日を少し制限しているというお話も聞いていて、それはちょっともった

いないと思ったので、うちで住宅街に宣伝する時にパンを持ってきてもらって

売れないかなとか、そういう事業所間でどういうふうに販売をしていくのとか

決めていかなければならない部分は多いなとは思うのですが、せっかく事業所

間の繋がりをもって何か広げていくこともできないかなと考え始めていたとこ

ろなので、何かそういうかたちでフットワーク軽くやっていくところも同時に

考えられたらいいなというふうに思います。すみません、ちょっとまとまらな

いかんじで…。 

斉藤部会長：すみません、突然。ありがとうございます。これ何っていう分か

らないことをまず聞きましょうか。販売先にアンテナショップってありました

ね。つくば市にアンテナショップってあるのですか？ 

事務局：アンテナショップはないです。 

斉藤部会長：つくば市はふるさと納税はやっているのですか？ 

事務局：やっています。 

斉藤部会長：そこはハードル低いのでしょうか？ 

事務局：今、お話をおうかがいして、そういう売り方があるんだって思ったの

で、ちょっと提案してみることはできると思います。 

斉藤部会長：事業所のみなさんが結束すれば可能性は高いかもしれませんね。

結束したほうが良いですね、こういう時は。やれるかどうかは分かりませんけ
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れども。吉田さんはどうですか？ 

吉田委員：私もこの就労施設で色んな物を作っているっていうことはずっと課

題で、今日、これが取り上げられるっていうので、とても有意義な会議になる

なと思っているのですが、まず売るとか、どんな物（を作るか）という前に、

その施設によって生産物の上がってきかたが全然違うんですよ。Ｂ型（就労支

援事業所）の作業として何か作らなきゃいけないということで取り組む場合

と、やっぱり生活支援とか支援活動のなかで、時間をどう潰すかという中で、

「これ作ってみたら素敵だけど売れるんじゃない？」みたいなレベルと、「こ

れは絶対Ｂ型の工賃にするんだ！」っていう意気込みを持って作る物と、全然

違うんですよね。なので、今日はそのどっちなのかはっきりしていないのと、

それから私も随分ベルガで扱ってきていまして、色んな商品があります。どう

やって売ろうかなってことで、例えば、うちもネットをやっているので、どう

やってネットにあげようっていったときに、これが一点物なんですよ、それぞ

れが…。だから、ネットに上げて、写真と違う場合に売れないんですよ。欲し

いってなった時にそれがもうありませんとか、どれのこと言っているんだって

いうのが分からないといけないので、本当の意味で製品化したものでないと

ネットに上げられないということなんですね。それと、もう一つの例なのです

が、国会のセブンイレブンで障害者施設の全国の物を取り扱っている砂川美ん

（すながわびん）さんという人がいて、ちょっとバイヤーみたいなかたちで、

そういった施設の物を国会議事堂の中にあるコンビニでコーナーをもらって

売ったんですね。全国でそれが放映されたりして宣伝されているので、私も国

会に行った時に見たんです。そしたら、本当にスペースがあって、高いんです

よ、どれも…。お茶に金粉を混ぜて千円とか。それで、美んちゃんに「ベルガ

のクッキーを売ってよ」と言ったら、（消費期限が）２か月持ちのクッキーを

何か月で一千個作れるっていう、そういうことが出来るところとしかうちは取

引しないぐらいの、そういう勢いなんですよ。うちは一週間しか持たないクッ

キーなんですよね。そんなことを考えると、体に優しいとか作っていて楽しい

とかそのレベルじゃない、商品化するっていう時には厳しいものがあって、そ

んな物を作りたいかっていったら、全然、私たちは作りたくないので、そんな

路線はやめようっていうことに今なっているんですね。なので、大体数のでき
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たて（の食品等）をすぐに提供できるとか、この人が作ったこの一点物のこの

製品に価値があるとか、そういったやりとりの持っていき方に焦点を当てたい

なと思っております。でも、私もマルシェというものをやったんですよ。毎週

土日にテントを建てて、駅前の路上でやるのを２年ぐらい、３年やったかな。

もう吹きさらしの時も暑い夏もあそこでやってみたのですが、なかなかの…。

通りがかりの温かい人もいるけれども、一日立っていてもいくらにもならな

い、変な話、工賃にもならないっていうような商法しかできなくって…。お金

も取られましたし、参加費とかね。マルシェもなかなか難しいなと思っており

ます。今日はできた物を売るにはどうするのかっていう話なのか、それとも、

その各事業所でそういう取り組みをするときの取り組みの基を話し合うのか、

どちらなのか整理してもらえればなと思いました。 

斉藤部会長：はい、貴重なご意見です。今の議論についていかがでしょうか？

できた物か…。どうぞ。 

大久保委員：やっとこの分野にたどり着いたかなというところで、アンケート

でも長々と書かせていただきました。今日は、皆さんからも生産物云々という

話もありますが、吉田さんが問題提起されたことが重要だと思うんですね。

我々も趣味として施設内で物を作っているのか、あるいはこれを商品として世

に出していくのか、要するにお金に換えるかどうかということですね。そもそ

も、私は、福祉の方に力を入れておりますが、経営コンサルタントが本業なも

のですから得意分野なものでね。そういう意味で言えば、色々なかたちでの販

売方法というのは持っているんですね。実際に、つくば市内の事業所がどんな

物を作っているのか、まず、そこはやっぱり調査すべきだと思うんですね。

作っている物を売りたいというのは、皆さん同じだと思うのですが、それが商

品として価値があるかどうかが一番問題だと思うんですね。価値がある物につ

いては購入できるというふうになりますので、これは販売ツールに入ってくる

というふうになりますので、そういうところをまずは皆で調査をして、そし

て、事業所一覧の中にそういうものを取り込んで、それを公表していくという

ことが大事だと思うんですね。それは、ホームページを使うとか、市のホーム

ページを使うとか、そういう方法は当然あると思うんですね。それと、もう一

つね、全国的に工賃講座というのは取り組んでいて、茨城県も相当力を入れて
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おります。実態はご存知かどうか分かりませんが、茨城県のＢ型の平均工賃が

１万４千ちょっとくらいですよね。全国では１万６千くらいですね。Ａ型では

８万６千くらいが大体基準になっているのかなというくらいで、そんな風に数

値から見ても、ちょっと茨城県の場合は劣っているかなと思うんですね。相当

この辺に力を入れていかないと、当初から２万円という数値を提起してきてい

るわけなので、その数値のクリアは、まだ 13～14 年経ってもクリアできていな

いというのが現状なんですね。そこにどういうふうに力を入れるかというの

は、コロナ禍で事業所の収入も減っている、さあこれから何をしようかと、あ

る意味きっかけになっているのは現実的な問題だと思うんですね。そういうと

ころで、まずは実態を調査して、売れる物かあるいは製品としてどうなのかと

いうところも含めて、だったらどういうところで販売経路ができるかというと

ころを調べていくことが大事なのだろうなと思うんですね。でもね、販売の仕

方だっていろいろあるんですよ。うちの施設では絵を描いているんですよね。

もう何年やっているんだろうね。水曜日の午後に、絵画クラブというのをつ

くって、好きな絵を描いたり、テーマを決めて描いたり、それを 12 枚のカレン

ダーに載せて販売したりしているんです。そういう方法もあるんです。一つ一

つでは商品にならないけれど、全体として利用者が描いたもの、できたものを

提示するということになると、やっぱり買うほうも買いやすいかなということ

で…。安くはないですがね。千円で販売していますから。そういう意味で値段

の価値っていうのは安くすればいいっていう問題ではないですね。そういうか

たちで取り組みの仕方っていうのは、売れる商品として作るのか、趣味として

活かしながらそれを販売ツールにのせるのか、その方法を検討していくうえで

取り組んでいくのが大事なのだろうなと思っております。実は私、サンプルで

お持ちしているのですが、これは、障害者の発達支援の取り組みの中でパソコ

ン教室をやって、そのパソコンの能力を活かして何かできないかとＡ型（就労

支援事業所）に切り替えて、その能力を開発して印刷業に特化したんですね。

多分、県内ではひまわり印刷工房はトップクラスの事業になっているかと思い

ますが、国の出先機関、茨城県もそうですが、あるいは各市町村、学校関係全

てのところから発注が止まらないという、このコロナ禍でも相当な売り上げを

伸ばしているという現状です。でも、ここに到達するまでに６～７年かかって
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いるんです。最初はデザインなんてできないし、色味も作れない、でもそうい

うところの能力を開発して、今はイメージをだせる力を養ってきて、その生産

物を作っているんです。例えば、こんな簡単なものですよね。これ、１００均

で売っているノートですよね。でも簡単ではないですよね。これは、小さな消

しゴムハンコなんですよ。これ、手彫りなんですよね。これをアピールして、

実は、茨城県の選挙管理委員会から商品として販売して、もう２年目の製品に

なるんです。こういうものが、能力を開発すれば良いものができる。そして、

販売ツールにのるということで、こういうことができるということですよね。

印刷はね、うちはちょっとした年賀状とか名刺をやろうかというレベルじゃな

くて、一般の市中の印刷屋さんと競合して、入札して（注文を）とるというと

ころまできたんですね。完全な業界なんですよね。そこまで持っていけるかど

うかなんですよね。そういう風に先ほど言われたように、趣味として活かせる

のか、業界として持っていくのかというのをどういうふうに開発していくのか

が大事だと思うんですよね。そういう意味で言えば、やっぱりそれぞれの事業

所の状態というのは全然違うので、ぜひ、そういうところからどんなものがで

きるのか、どんなものができているのかというのを分けて、そして販売できる

ものであれば、きちっとした社会の販売ツールにのせていくということをして

いければ、その活用方法というのは色々あると思うんですよね。ここ（アン

ケート結果）に出ていますので、市のホームページを使うというのもあります

しね。実は、自立支援法というものができてから、どこの県も共同受発注セン

ターというのがあるんですよね。ご存知ですか？ここの活用は相当促されてい

るのですが、なかなか活用されていないところもあると思うんですね。私は活

用しております。ここに出ている販売ツールも全部利用しています。施設でで

きたものを売るために、この共同受発注センターを通じて販売ができる。卸を

しておりますから、全てのものが販売できるんですね。あとは、先ほど社協と

言っていましたが、県の社協でも実は、このコロナ禍でホームページを使って

障害者の施設の販売ツールを作っているんですね。ですから、こういうものを

ぜひ活用していただいて、幅広く販売ツールを作りながらやっていければ収益

に繋がると思うんですね。そういうことが今日、自立支援協議会で話されたっ

ていうことであれば、そこをきちっとみんなが共有していければ色んなことが



（記載例）公開の会議 

 - 10/23 -

できるだろうなと思います。ちょっと長くなりましたが以上です。 

斉藤部会長：はい、たいへん貴重なお話をありがとうございます。趣味のもの

を売るのか、業界までもっていくのかとの吉田さんからの問題提起でしたが、

趣味に留まるか、業態までもっていくかを判断するプロがいるっていうことか

なと。それで、これがいけそうだなっていうのがあれば、いろんな既存のツー

ルにのっていければ工賃になるかもしれないし、ならないかもしれないし…。

もし、（工賃に）ならないし、趣味活動で終わるものも言葉が適切ではないか

もしれないですが、細々と福祉みたいなかたちで販売ということも知恵である

かもしれないよっていう整理かなと聞いていて思ったのですが…。それでよろ

しいでしょうか、吉田さん。簡単ではないと思いますが、ただ、収益に繋げる

方法となると、この日本語どおり読むと業態化に持っていくのが一番いいかな

と思いますが、ただ、そうは言ってもそこまでいかない人たちの色んな自立を

見守ることも大事なことだと思いますので、残念ながら趣味活動に留まるって

いうところも、動機付けとかモチベーションを残す方法も一方では考えなけれ

ばいけないということかなと思いましたし、生産物も製品だけでなくて、作業

自体を製品にするというご意見なのだと感じました。結果でなくて技術を、ま

さしく自立支援が我々の役目なのだろうなとおうかがいしたところです。さっ

きの一点物の件についても、ブランディングすることによってもしかすると化

けるよっていう大久保さんのご意見だと思うので、一点物だから難しいという

ことは多分にあると思うんですけど、その見せ方をどうするかとか、あるいは

一点物の価値を高めるようなプロセスを６年かかったというご発言がありまし

たけれど、やっぱり一朝一夕にはいかないということなのだと思います。そう

いう時代になっていくのではないかという気がしました。ここまでそういうお

話をいただいてきたので、なにかそういう整理の仕方をまとめていければなと

思ったのですが…。特別支援学校とかでも作業とかやってバザーをしたりして

いませんか？ 

上方委員：バザーというか保護者向けだったり…。 

斉藤部会長：その辺教えていただけませんか？ 

上方委員：つくば特別支援学校では、中学部と高等部で週２回、作業学習とい

うものがありまして、主に高等部のお話をさせていただくと、紙漉きで製品を
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作る、木工、農業、あと、さおり班と刺し子班がコラボレーションするかたち

で、よりアレンジした製品を作る、窯業、モザイクタイルで製品を作るといっ

たことを行っています。私も実際に子ども達と作業したりとか、今は子ども達

の様子を見に行ったりしていますけれども、先ほどの大久保先生のお話ではな

いですが、年数をかけていく、日々取り組んでいくことで、子ども達ってこん

なにできるようになるんだなっていうのを日々見ていて感じています。ミシン

一つにしても、ちゃんと線に沿って縫っていくということができていますし、

針の扱いについても、しっかりと落ち着いて取り組めるようになるんだなとい

うところが、危険と思われることでさえも続けることで伸びていくものもある

というのは感じています。また、やはり販売の機会となると保護者向けの販売

ですとか、先ほどスーパーの地元品の売り場という話もありましたが、スー

パーさんと連携をとらせていただいて、回数は年１回、２回程度になりますが

ご協力いただいて、スーパーの出入り口付近で作業販売をさせていただくこと

に取り組んでいます。ただ、スーパーなので食品はなしでというのが、いつも

決まり事としてあるので、主に作ったもの、食べ物以外のものを販売するとい

うようなベースで取り組ませてもらっています。やはり、販売の時に教員同士

が口々に言うことが、質が問われるとか、魅力というものがあって初めていい

なって思って手に取るというものがあるので、魅力アップではないですが、そ

ういった品質というところも含めて、より良くしていけるようにしたいねとい

うのをよく教員同士で話をしているところです。 

斉藤部会長：ありがとうございます。学校が販売する時って、事業所の製品も

売ることはできるのですか？ 

上方委員：ごめんなさい。もう一つありました。何ヶ所か福祉の事業所さんが

放課後の時間になりますけど、月に何回というかたちでご連絡いただいて、教

員向けにですが販売に来てくださっています。なかなか好評で、いつも教員も

楽しみにしていて、今だと密になるくらい、群がるくらい来ていただいて販売

の機会になっていると思います。 

斉藤部会長：教材になりますよね、きっと。逆に子ども達にも先生達にもこう

いうのを作ったらいいんだよと…。ありがとうございます。ちょっと今思った

のですが、市でそういう仕組みを作りつつ、県でそもそもあるものを使ったほ
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うが賢いとか…。両方？両方だそうです。 

事務局：すみません。今の議論、勉強になるなと思いながら聞かせていただき

ました。実は今日、つくば市福祉団体連絡協議会の方がお越しになって、少し

お話しさせていただきたいっていうお話があったのですが、私の詰めが甘く、

最終確認がとれていなくて、今日おいでになっていないのですが、実は連協と

しても福祉のお店っていうのをずっとやりたいとおっしゃっていまして、何年

か前からか市役所の通路のところでマルシェみたいなかたちでやらせていただ

いているのですが、それをそもそも始めたきっかけというのが、常設に向けて

何かできないかというところでマルシェを始めさせていただいたんですね。暑

い時や寒い時は除こうっていうことで、年に４回でしたでしょうかね、３回で

すかね、今年はやらせていただいているのですが、そろそろもう少し発展した

かたちで市役所の方でもやらせてほしいみたいなこともお話がありまして…。

一つの方法としては、今、市役所の１階にあるヤマザキのデイリーショップさ

んが入っていて、そこにいくつか物品を置かせてもらうだとか、他にも市役所

のどこかで何かそういうものを売ることができないだろうかということを連協

さんのほうでもおっしゃっているんですね。ただ、それをやる前には、事業所

のみなさんですとか連協さん等々で協議体みたいなものをまず作って、そこで

話し合ってはどうかと連協さんからの提案がありました。そういう方法もある

のかなと、今お話をうかがって思いましたので、一つの方法としてそういうこ

ともあるかなって思います。 

斉藤部会長：ありがとうございます。協議体っていう具体的なお話が出ました

けれども、販売ツールにのせるかどうかとかの方法も含めたところも機関がい

るんでしょうね。つくば市の人ならそこにどんな方でもアクセスできるように

して…。そこで頑張って、製品にできるかもよみたいなところも含めて、仕組

みが一つ、何か市の緩やかな繋がりの中でやっていただけると、たぶん事業所

も助かるでしょうし、障害を持った方々の目標ができて良い方もいるし、いろ

いろ良いイメージになってきましたかね、段々。カスミさんは移動販売はやっ

ているのですか。 

事務局：やっています。 

斉藤部会長：そこに入っているんですか、こういう製品は。 
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事務局：入っていないと思います。 

斉藤部会長：あんまり良くないんですか？ 

吉田委員：今のイメージだと多分、土浦市役所の福祉のコーナーのイメージで

すかね。あとは水戸の福祉会館の一角に、いろんな事業所の（製品）が集まっ

ているのですが、ああいう運営の主体はどこで、例えば、土浦市役所の一角っ

ていうのは…。ここだったら協議会みたいなものを作って、順番に売る責任者

とか、売れたお金を施設に届けるのは誰なのかとか細かい作業が必要になって

くるので、そういったことをどなたがやるのかなとかが今度は課題になるんで

しょうね。協議会を作れば、そこで運営ができるのかなと思うので、市として

はスペースだけ、「ここをどうぞ」と言っていただければ、運営は協議会がす

るっていうことであれば、すぐにでもできるかなって思いました。 

斉藤部会長：そうでしょうね。それか山積みで任せるか。 

事務局：物産は置かせていただいていて、ワゴンをどれぐらいでしょうね。

ロッカー分くらいのところに物産を置かせていただいているので、その程度と

いうか、それぐらいしかできないですね、あそこだと。一つきっかけとして、

手掛かりとしてそこを始めてみるとか、また別個、市役所のところで何か販売

等をするとかそんなことを始めてみるとか、そういうことも一つとしてはある

かなと…。 

斉藤部会長：それも障害者の自立に繋がるから、色々知恵は出てくるんじゃな

いですかね。 

事務局：ぜひ、協議会のほうで色んな話し合いをしていただいて、色んな方法

を考えていただけるとありがたいかなと。 

斉藤部会長：じゃあ、事務局が頑張りますかね。まずは事務局が素案を作るし

かないですね。大分できてきたんじゃないですか、今の話で。菅野さんが「う

ん」って言っているから大丈夫ですね。 

菅野委員：いや、ただうなずいただけです。 

原口委員：まずは、大久保さんが言ってくださっていたみたいに、各事業所が

何を出せるかっていうところを把握しないと。 

斉藤部会長：調査ですね。それをするための協議会がいる、協議会的なものが

いるということで、それがここなのかはさておき、大久保さんのような、究極
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いくと、これが製品になるっていうバイヤーさんにちゃんと持っていけるよう

な目利きの人を入れないとダメっていうことですよね、これ。でも大久保さん

がいるから、ぼくたちは。（大久保委員に）別経営の経営コンサルタントで

（お願いして）、そしたらきっと動いていく。ただ、つくばってそういう意味

では人材はたくさん、いろんな方はいるので、なんかうまくやれば知恵は出せ

るか、出てくると思う。まずは調査が必要じゃないですか。 

原口委員：それをどこでやるかっていう、おそらく事務局で素案を作ってまた

…。 

斉藤部会長：素案作って、市として事業としてやっていけるかまた検討がつい

てくると思うので。 

大久保委員：どんなものがあるかっていう、製品としてっていうところが事務

局で可能だと思うんだよね。でも、その先は事務局で担うっていうのは難しい

と思うよ。そこはきちっと体制を分けて入り口を作って、まずそこから次のス

テップに発展させていくっていうかたちをね。それぞれの事業所が販売のツー

ルにのってくれば、それぞれの役割が出てくるので、そういうところを活用し

ていければいいんではないかな、人材的にはね。 

斉藤部会長：その流れをまとめるまでがここの役割かなと。その次はちょっと

ここで担うのは難しいと思います。調査するところまではいいんじゃないんで

すか？ 

事務局：優先調達法で毎年どういう物品を事業所さんで提供できるか調査して

おりまして、写真等も送っていただいて一覧に載せているんですね。多分、そ

こをもうちょっと深くやらせていただければ、今の調査っていうのはできるの

かなって思いました。 

斉藤部会長：できます？そうですか。それは助かる。 

大久保委員：事業所がどんなものをやっていますかっていうのはあるんです

よ。ただ、そこまでそれが突っ込んでいるかっていうところなんです。もう少

し細かく突っ込んだほうがいいと思う。それ、集約はできるので。 

斉藤部会長：じゃあ、それをどこまで突っ込むかっていうのを大久保さんにア

ドバイスもらって、要するに聞くことのリストを作らないといけないですね、

まず。優先調達法のいただいた情報だけでは不足しているよっていうご意見な
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ので、不足している情報は何かっていうのを改めて整理をして、追加で一覧リ

スト化していく。それをもとに見える化をしていけば。 

大久保委員：優先調達法は待っていても来ないので、つくば市さんも含めてな

かなかそれを発注するまでって難しいんですよね。うちはこの入り口に相当

突っ込んだので、県も。だから優先調達法で全部来るんですよ。うちやってい

るのは全部優先調達法ですから。ですから、今、つくばの独立行政法人がいろ

いろありますよね。相当数、うちに来ていますよ。そこにもありますけどね、

カレンダーとか、相当来ていますよ。これもね、インターネットを通じて共同

受発注センターを通じたりして情報来ていますので、そういうものを活用して

いければ、本来そのものは活かせるかなと思いますけど。 

斉藤部会長：なんとなく明るいかんじになってきたんじゃないですか？ 

原口委員：必要な情報って？例えば個数どれくらい作れますかとか？ 

大久保委員：もちろん、それも必要ですよね。継続的に作れるものなのか単発

なのか、そういうのが大事だよね。 

原口委員：一点物とか、もっと製品化できるのかとか、さっき吉田さんがおっ

しゃっていたような部分をもう少し情報としてってかんじですかね。 

大久保委員：あとは、今出ていたようにね、学校でハガキを和紙で作るとか、

製品にならないかというのを、自分のとこでやろうとすると大変だけど、それ

をしようとしている人がいるんだよね。だからそういうところで共有していけ

れば、それをうちの印刷で印刷して、それを販売するってことは可能だよね。

そういうことを繋げていくっていうのが大事だと思うんですよね。 

原口委員：素材として使えるところはもらってということですかね。 

大久保委員：協議会としてやっていければ。 

斉藤部会長：全部一人でやろうとするなってことですね。シェアするってい

う。それを作るっていうのは強いんじゃないですか。 

原口委員：うちは、生徒や利用者さんが描いた絵を提供できますよっていうふ

うにあげとけば…。 

大久保委員：はい。カレンダーも作りますし。そこには必ず利益がのってくる

んで、全然ただ働きじゃないから大丈夫なんですよ。 

斉藤部会長：一点物でも「あっ」っていう物はそこに頼めばいいんだ。作り方
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を多分、色々そこに機材が絡んでくるんで、もしかしたら化けるんですよ。下

手をしたら。 

大久保委員：そうなんですよ。福祉でやっているから安いんだっていう話じゃ

ないんですよ。福祉でやるから高いんですよ。だからうちは設定が高いですか

らね。 

斉藤部会長：だから印税みたいなものですよ、当たれば。そういう話ですよ。

別に大量生産しようなんて考えなくて、その能力を開発してあげればいいみた

いな。それを製品化するかどうかは協議会が決めると。そんなことができると

夢になりますね。どうですか？ 

石川委員：収益に繋げる方法だっていうことだったので、どういうふうに繋げ

ていけばいいのかなということで、多くの事業所さんで請負でやっている所も

結構あると思うんで、自主企画の製品とかもやっぱり開発していかないと収益

に繋がらないんじゃないのかしらと考えていて、共同受発注センターの備えを

していたんですけれども、どうしても北のほうにあるんで、使ってないので分

からないのですが、仕事の企業からの受注とか市役所の方とかにそういった情

報が集まらないのかなとちょっと思うし、あと、物ってどうやって売れるのか

なって考えた時に、就労支援に入る前に地域活動支援センターの方のプログラ

ムの中で、仕込み品というのを作らせていただいていて、カフェベルガさんの

売店で売らせていただくとか、ショッピングセンターのバザーとかで売らせて

いただいたんですけど、やっぱりコストが良ければ一般の方たちが手に取って

くれて売れていくっていうことがあるんですね。なので、そこをどうしていく

かという問題と、あと、一般の方に買っていただかないとお金にならないの

で、どうやったら一般の方の目に触れるのかなと思った時に、ちょうどコロナ

の頃に帰省できない学生さん向けに、つくば市役所さんがギフトボックスを用

意してくださって、学生さんに配布するっていうのがあったんですけれど、ど

うしてもその事業所さんで作る数っていう問題があったので、そこをさっき

おっしゃったように各事業所で何をどれだけ作っているのかを把握したうえで

数が確保できないのであれば、それをギフトボックス化することで数が確保で

きるのかなと。それをギフトボックス化すれば、ネットにもあげやすいです

し、個人的に何か手土産に持っていく時に、何かつくばで地元で作っていると
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いうものを土産に持っていけるように、駅の売店だとか地域の特産を扱うとこ

ろで売れればいいのかなというふうに思いました。ということで、まず、各事

業所の製品を調べるというところなのかなと思いました。 

斉藤部会長：ありがとうございます。はい、じゃあ続けてどうぞ。 

根本委員：私もショッピングセンターなんかでやっているのを見て、あそこで

は趣味とかで作られた物が出ているのかなと思って見るのですが、すごく一点

一点個性が違っていて、それを見るのも楽しいなと思って、なので、見る機会

がある所でそういった一点物であったり、一つ一つ違ったものを出されていく

と手に取りやすいのかなと思うんですけど、やはり、皆さんがおっしゃってい

た、どこの事業所が何を作っているのかっていうのが分かるといいのかなと

思ったのと、あとは各事業所さんが何を売っているのかなと調べるときに、各

事業所さんの名前を検索しないと、やっぱりヒットしてこなかったというのが

あるので、そこはやっぱり事業所さん単体の名前が知れてこないとヒットして

こないってことになるので、そこは事業所毎が頑張って知名度アップするとい

うよりかは、さっきの協議会を立ち上げてっていう話がありましたけれど、ど

こかが一括してつくば市の福祉の事業所さんが作っている一覧というか総括で

すよっていう所あると、やっぱり調べるほうも調べやすいのかなと思いまし

た。なので、趣味で作っている範囲の物は単発のイベントだとか、マルシェだ

とかそういった所での販売っていうところで、十分収益に上がるのかどうかは

分からないですけれど、見ていただく機会というのはあるのかなと思うのです

が、常に販売ということを目的としてる生産物に関しては、何らかの常時販売

ができるような体制が必要なんじゃないかなと思いました。 

斉藤部会長：ありがとうございました。今、優先調達法のリストをいただいた

のですが、こちらはみなさんご存知ですよね。事業所別と品目別にあります

ね。田邉さん、何かご意見何かありますか。 

田邉委員：私は、単純に一般の（立場）なんで、どういう時にこういうものを

購入するかなと考えるしかできないんですけれど、割と店舗などで置いてたり

とかホームページっていうのは、自分から行こうと思ったり調べようとしない

となかなかそういうふうにはしていませんね。私が実際に過去、そういうもの

を購入したことがあるのは、施設の見学の時に、民生委員は研修の時にはコロ
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ナになる前にはそういう機会がありましたので、そういう時に購入することは

結構あったんですけど、あとは、母とたまたまイーアスに行った時に、外でそ

ういうコーナーが、一時的なものだとは思いますが、出ていた時に母がすごく

喜んで沢山必要なものを購入していて、私も思わず一緒に買ってしまったんで

すが…。あとは、たまにバザーって行かないので自分自身そんなに買う機会が

ないなと思った時に、全然違うんですけど、中央郵便局がすごく混んでいて、

ちょっと郵便出そうと思っても、すごい 10 人待ちとかで何十分とか待たされ

て、後ろに棚があって、最近かわいいグッズとかを沢山棚に置いているんです

ね。それで、思わず暇なんで見ていたら可愛いのがいっぱいあって、買ってし

まったりするんですよ。市役所も住民票とかで結構待ち時間があるので、何か

そういうのがあったら絶対買っちゃうなって自分ですごく思ったので、わざわ

ざそういうものを探しにいくっていう目的じゃない人も、待ち時間があると暇

つぶしに見て購入に繋がるって普通の一般の人には一番あるなって思ったの

で、ちょっと言ってみました。すみません、すごく一般的な話で。 

斉藤部会長：消費者の視点もとっても大事だと思うので、貴重なご意見だと思

います。はい、ありがとうございました。篠崎さん、菅野さん、武田さん何か

あれば。一言ありますか？一言二言あればどうぞ順番に。今までの議論を踏ま

えて。 

篠崎委員：はい、貴重なご意見いただいてありがとうございます。とても勉強

になりました。やっぱり単体でいろいろ考えていくのは、それぞれの事業所の

ノウハウというところの少し力の差があったりとか、アイデアが出しにくかっ

たりとかがあると思うので、やはり協議体みたいなかたちを作って、そこで

色々考えとか持ち寄って、お互い協力しあって、製品化して販売していくとい

うのがいいんじゃないかなと今日あらためて思ったところでした。 

菅野委員：なかなか販売っていうところに私が関わることがなかったので、今

聞いていてやっぱり優先調達法、県（がやっている）とかって知ってはいたの

ですが、なかなか使っていないっていうところが正直あって、それっていうの

は一番はＰＲ方法なのかなって思いました。先ほど、大久保理事長の方から話

があったとおりで、やっているところは自分が行っているというのが強くて、

そう言われれば確かにそういうのもあるなって知って初めて分かる。そして、
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使うことができますが、実際、紙面上だけ見ても正直「何が？」ってなってし

まうところがどうしてもあったので、もう一歩突っ込むとなると事業所側から

働きかけて「これはこういうものですよ」と言ってもらえるとやはり使いやす

いなっていうのは正直ありました。なので、やはり運営協議会というのがあっ

てそこからどういうふうに発信していくのかとかができると、部の活用にもな

りますし、いいのかなと思いました。あとは物によって販売の仕方は違うのか

なと思っていて、一点物であれば、話にあった福祉のお店みたいなかたちでも

いいでしょうし、あとはパンとか食品関係であれば、こちらから訪問して販売

しに行って、売れれば収入は上がるんじゃないかなと。だから、そういった協

力してもらえる事業所さんだとか、ここにもかいてあったとおりで、福祉施設

間での生産物の販売だとかというところには、うちの施設なんかでもやはり職

員のほうだと飛び込みが来たりとかあるのですが、そうすると売れたりするん

ですよね、パンとかそういう物は。そういったこともコロナ禍では難しい部分

もあると思いますが、何かうまく工夫をすればそういうこともできるんじゃな

いかと思いました。 

武田委員：就労系の各事業所が売っているものだけじゃなくて、こういう取り

組みを考えていますっていうところも、もうちょっと項目を絞って意見を聞い

たほうが実際に困り感やアイデアは、また違ったものが出てくるのかなと思う

ので、それもやっぱり集約するには協議体というものがあったほうが進んでい

くのかなと思います。 

斉藤部会長：はい、ありがとうございました。 

大久保委員：先ほど、これ見ていただきましたけれど、実は県の障害福祉課の

データがきて作っているだけじゃないんですね。普通、データはつくば市もそ

うでしょうけど、ある程度構成して、それを印刷業者に多分投げると思うんで

すよね。そうすると大体 1 回ないし 2 回くらい修正ポイントが出るんですよ

ね。でも、うちのほうは違うんですよね。いかに信頼関係が作られるかってい

うのは、ユーザーとの信頼関係っていうのが一番大事で、ここに入ってくる挿

入したい絵がありますね。これがうちのＢ型のパソコンの得意な方がイラスト

を使って書いているんですよね。そういうものをここに挿入しているんです

ね。だからそういうことで候補を出すと。でも、これでも 5 回も 6 回もチェン
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ジしているんですよね。そして最終的に決まった図柄ができて、すべての印刷

ができるということなんですね。こういうものも簡単ですけれども、結局はス

タンプを作って押すだけなんですね。でも、これ袋詰めしないといけないし

ね。これも障害福祉週間の頃に出す、これ県のほうから来ているんですけど

ね、ネーミングも入ってますけれども、袋詰めもしますよね。例えばこういう

カレンダーも 4 つ折りしないといけないですよね。こういうのも実は受注をし

て製品化して、全部製本もして搬送しているんですね。そういう一連の手続き

もしなければならない。4 つ折りをするにも人手がかかるんですよね。これは

Ｂ型で 4 つ折りをするんですよね。こういう一連の作業が全部、施設の中に

入ってくるっていうのがこのシステムなんですよね。ですから、印刷している

だけではないので、こういう方法を出していくっていうところが実は信頼関係

に繋がってきたというところで相当な発注をいただいているというところで

す。 

斉藤部会長：はい、ありがとうございました。原口さん大丈夫ですか。 

原口委員：大丈夫です。 

斉藤部会長：調査をする項目について、大久保さん、相談にのってもらえます

か？優先調達で不足する調査内容というか。 

大久保委員：大丈夫です。 

斉藤部会長：それを事務局で一回まとめて、案と素案まで事務局までやります

か？そのほうが一気に行くんじゃないかなと思いました。 

みなさんのおかげで、ある程度方向性が見えてきた気がするので、事務局の方

でみなさんにお示しできるようなものを、今日いただいたような方向性を取り

まとめて、少しかたちに、協議体か協議会か名前はさておき、合議体のような

案の意見を取りまとめます。メールで回しますので、それのご意見をいただい

て、最終的に協議会の報告書に反映して市の政策として考えてもらうというよ

うな流れにしたいかなと思うのですが、よろしいでしょうか？ 

委員一同：異議なし 

斉藤部会長：ありがとうございます。時間が少しありますので、この話題以外

に出たのが、児童発達支援センターでしたかね。 

武田委員：地域生活支援拠点ですね。 
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斉藤部会長：地域生活支援拠点をどうするかっていうのがずっと棚上げになっ

ている状態でして、やらなきゃいけないと議論していたのが昨年度で止まって

いて、どのタイプでやっていくかをこの協議会で視察までやったんですよ。そ

の方向性をどうするかについて、話し合ってなかったよねということを事務局

会で出たので、そうだねという話になりました。すみません、私の不手際で。

ただ、タイプはこういうのがいいよねっていう話になって。 

原口委員：そうですね。地域生活拠点支援事業というのがあって、その中にい

くつか項目がありますけれども、相談支援をもっと強化しよう、それがもう少

し分かりやすいものにして基幹相談支援というワンストップというものにしよ

うとか、体験の場を整備しましょうとか、その中に 24 時間の体制を作っていき

ましょうとかそういったものがいくつかありまして、なにか一つ施設を作って

そこに何か全部の機能を集約している市町村もありますけれど、多分、つくば

市はかなり規模も大きいので、一つのところで全部機能を担うというよりか

は、いくつかの施設、事業所だったりが協力して、その機能を面的に整備して

いったほうが実際の運営とかそういったところはやりやすいんじゃないだろう

かとお話しだったと思います。 

斉藤部会長：というところまで議論していたんです。ありがとうございます。

この問題を今日、お話しするわけにはいかないので、共有です、まず。そうい

う課題がちょっとあると。いつまででしたっけ？これ作るの。 

事務局：次期計画期間までにとしているので。5年度末までにいうふうに。 

斉藤部会長：5 年度末ならまだちょっと時間あるので、次年度その話題をやり

たいかなと。 

原口委員：余暇の話は出ましたよね。子どもさんの時は活動する場はあったり

するけれど、大人になるとなかなか余暇を、一緒にスポーツする場がどこにな

るのかとか、障害者の余暇活動の支援みたいなのがもうちょっとできたらいい

のかなみたいな話もあがっていたかと思います。 

斉藤部会長：今の話で思い出したのが、高齢者にアンケートをとって、要支援

と要介護５の人は充実しているんですよ、つくば市。支援体制が。実は３～４

（の要介護度）の人が生きがいを感じないっていう答えが多いんですよ。中等

度の障害とか要介護の人、つまり今の障害者の人も同じような可能性があると
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思ったんですよ。行き場がないって書いてあるんですよね。高齢の方にも行っ

たんですけど、中等度障害の人たちが社会参加する手立てが多分少ないんだろ

うなって気がするんですね。もしかするとですよ。これ想像ですから。それで

閉じこもっている可能性がある。そういう議論もあったので、事務局会で少し

議論しましょうかっていうお話がでましたって報告ですけどね。ちょっといろ

んな議論があっち行ったり、こっち行ったりしていますけれど、そんなかんじ

でして、今年度、この今日の話題の成果としてとりまとめさせていただけると

いう方向性が見えましたことを感謝申し上げて、まずはやってみてブラッシュ

アップしていくものだと思うので、まず、かたちをお示ししたいなと思います

ので、またメールいったときにご意見いただければと思います。また、コロナ

の件で、これやったほうがいいって思う一つの根拠として、私が色んなところ

から情報として聞いているのが、国は 2022 年度末までこの状況があまり変わら

ないよと思っているみたいなんです。噂か本当か分かりませんが、来年すぐ好

転するというイメージで見ていないみたいです。今の状況でやれることやった

ほうがいいかなって、コロナ関係で。それも分かりませんよ。好転するかもし

れませんし。あと何かみなさんご発言ありますか。 

武田委員：次は全体会になると思いますが、そのタイミングが今年度中にやる

のか来年度頭にやるのかというところ…。 

事務局：どうしましょうか。ただ、前回、年度末にやらせていただいたのは任

期がそこまでだった人が 4 月で変わられるので、やらせていただいた気がする

んです。それは本当に皆さんが集まっていただけるってことであれば年度末に

やるっていうのもあると思いますが、どうでしょうか？ 

斉藤部会長：特に絶対こっちがいいっていうご意見あります？なければ年度末

ですかね？ 

事務局：年度末か年度始めにどっちかくらいに今年度の実績の取りまとめとか

来年度どういうことをしていくかっていう話し合いになるかと。 

斉藤部会長：こども部会が今度あるんですよね？その様子を見てからでもいい

ですか？ちょっと子ども部会のほうは活発な議論をされているみたいなので、

その様子を見て年度末にまとまるかどうか…。一緒ですかね？17 日の（子ども

部会の）様子を見て、どっちにしろ 4 月までですよね？超えたとしても。5 月



（記載例）公開の会議 

 - 23/23 -

までもっていきたくないですよね。３月か４月に全体会をやるっていうぐらい

の…。すみません、ちょっと幅のある予定でよろしいでしょうか？ 

委員一同：（異議なし） 

斉藤部会長：では、全体会がもう１回あります。部会はこれで終了です。全体

会で今年度の総括のご承認と次年度のどうするかといところまで踏み込めれば

ということですので、今回みたいにメールでご意見を給われるようなかたちに

しとけば会の進行もよいかと思いますので、そのあたりにメールで事前にご案

内するようなかたちにしたいなと私は思っておりますので、事務局と協議し

て。その時にはまたご協力ください。何かまだご意見ありますか？去年ぐらい

までイベントの案内もあったのですが。ちょっと時間が早いですが、皆さんの

ご協力のおかげで速やかに終えられたことを感謝申し上げます。それでは、無

事終了しましたので、議事進行を終了いたします。 

事務局：お忙しいなか、今日はお集まりいただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

５． 閉会（午前 11 時 20 分終了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度つくば市障害者自立支援協議会 

第２回 専門部会２（おとな部会) 次第 

 

日 時 令和２年 12 月９日(水）   

10 時 00 分 ～11 時 30 分 
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つくば市自立支援協議会専門部会２ 

第 1 回つくば市自立支援協議会専門部会２（おとな部会）では、新型コロナウイル

スによる影響をテーマに協議を行いました。その中で障害者就労施設等における

収入減少についてご意見が出ました。企業側から得られた仕事だけではなく、個々

の能力を発揮して生産された物を収益につなげるために、どのような方法があるか

皆さまからアイデアをいただきたいと考えています。皆さまの意見を基に、当日は

協議を行いたいと思いますので、下記アンケートへの記入のご協力をお願いいたし

ます。 

 

１、障害者就労施設等で生産された物を収益に繋げる方法について、御意見があれ

ば下記へ御記入下さい。（生産方法、販売機会など） 

・販売する機会や場所の確保、提供。 

・販売の拠点づくり（市内に１ヶ所ではなく、地区ごとに複数の拠点が作れるといい

のではないか）どこが運営・管理していくのかという課題もでてくると思うが、共助の

場、地域の人々とかかわり合える場ともなりえると思われる。 

・障害をもたれた方が、接客の練習をしたり、他者とのやりとりを学んだり、体験・訓

練・学習の場としても活用していけるような場所であると、よりよいと思います。 
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１、障害者就労施設等で生産された物を収益に繋げる方法について、御意見があれ

ば下記へ御記入下さい。（生産方法、販売機会など） 

一般の方が使用する日用品、雑貨等の場合は、私も施設の見学時やイーアス通

路の特設売場で購入したことが、たとえば市庁舎１階の市民窓口課（住民票交流

窓口）や、郵便局・銀行など、順番待ちをする人々が待機する場所の近くに販売ブ

ースを設けると、待っている時間に眺めて手に取り購入する人が結構いるかもと思

います。人が集まる○○フェアのようなイベント会場やマルシェも。 
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ば下記へ御記入下さい。（生産方法、販売機会など） 

案１） 売店等での販売 

      ①福祉のお店 

②市役所庁舎内の一角(レストラン等)で販売 

 

 

案２） インターネットの活用 

      ①市役所ホームページから，(見た人が)欲しい商品のある施設にリンクできるように

する。 

   

・お菓子が買いたい → Ａ施設，Ｂ施設 

・野菜が買いたい  → Ｃ施設，Ｆ施設  

・集計，文書作成依頼→ Ｄ施設    

                    のようなイメージです。  

       

② 施設が直接，ネット通販を活用する。 
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１、障害者就労施設等で生産された物を収益に繋げる方法について、御意見があれ

ば下記へ御記入下さい。（生産方法、販売機会など） 

コロナ禍では人の多く集まるバザーよりも「市役所に常設の売り場を置く」「ネットで販

売する」「障害福祉課にＦＡＸ注文の用紙を置く」などの方法がいいのではないでしょう

か？ 
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第 1 回つくば市自立支援協議会専門部会２（おとな部会）では、新型コロナウイル

スによる影響をテーマに協議を行いました。その中で障害者就労施設等における

収入減少についてご意見が出ました。企業側から得られた仕事だけではなく、個々

の能力を発揮して生産された物を収益につなげるために、どのような方法があるか

皆さまからアイデアをいただきたいと考えています。皆さまの意見を基に、当日は

協議を行いたいと思いますので、下記アンケートへの記入のご協力をお願いいたし

ます。 

 

１、障害者就労施設等で生産された物を収益に繋げる方法について、御意見があれ

ば下記へ御記入下さい。（生産方法、販売機会など） 

・当事業所においては一般企業からの作業受注が主な作業となっており特に生産

物としての取り組みは行われていません。これは自立支援法が出来てからの就労

への支援として作業への習熟度を高め、一般就労へ繋げていくという方向性から

生きているものです。現状では一般就労への方向性は示されているものの本来利

用すべき就労移行支援サービスの利用者が激減しており、移行支援サービス事業

所が減少してきています。継続支援Ｂ型事業所の増加に伴っての工賃向上では一

般企業からの受注も共同発注センターの活動により新たな企業を開拓し事業所へ

の橋渡しができたことは評価できます。作業も多種多様となり軽作業から農業への

取り組み対面販売などそれぞれの事業所の特性を生かせる情報が数多く出される

ようになりました。 

・このような状況のなかでのコロナ禍は一般企業に打撃を与え、その影響が障害者

の事業所での作業の減少に繋がっています。これからの作業の在り方を考える時

期にあると思い日々検討をしているところです。 

・事業所内では作業ではなくそれぞれの個性を重視した取り組みで絵画クラブで絵

を書きそれをカレンダーやノートなどを作成しての販売やアプリを使っての販売など

新たな取り組みを検討しています。 

・参考意見ですが当事業所とは別法人になる印刷工房では発達支援として、ＰＣの

訓練から雇用型の事業に移行し現在は公共団体や一般企業からの受注が拡大し

市中業者と入札競争するまでの事業に発展しました。これは当初から優先調達法

を県や各行政機関に働きかけたことで印刷やデザイン、物作りへと発展し印刷に

みだけでなくあらゆる商品への問い合わせが殺到しています。能力をいかに開花さ

せるかが重要で訓練を超えた事業になってきています。重要なことは、収支計画と

販売先の拡大にあります。（原価計算を重視した計画）。また、生産物においては

専門的知識を持った人材の確保が重要と考えられます。販売機会は生産物によっ

て違いますので情報収集が重要です。 
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スによる影響をテーマに協議を行いました。その中で障害者就労施設等における

収入減少についてご意見が出ました。企業側から得られた仕事だけではなく、個々

の能力を発揮して生産された物を収益につなげるために、どのような方法があるか

皆さまからアイデアをいただきたいと考えています。皆さまの意見を基に、当日は

協議を行いたいと思いますので、下記アンケートへの記入のご協力をお願いいたし

ます。 

 

１、障害者就労施設等で生産された物を収益に繋げる方法について、御意見があれ

ば下記へ御記入下さい。（生産方法、販売機会など） 
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題は緩和されるかもしれない。ギフトボックスはふるさと納税の返礼品にすることで
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カフェベルガ では、近隣の福祉施設で作成した品物を預かって販売コーナーで展

示販売している。カフェベルガ を展示場所として活用してもらい、つくば市として市
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様式第１号       会 議 録 

会議の名称 令和２年度つくば市障害者自立支援協議会第２回専門部会２

（こども部会） 

開催日時 令和２年 12月 17日 10：00 ～11：30 

開催場所 つくば市役所 202会議室 

事務局（担当課） 保健福祉部障害福祉課 

 

出 

席 

者 

 

 

 

 

 委員 

 

 

 

 

根本希美子、印宮由紀、藤井ひとみ、武田香世、吉田美恵、 

井坂美津子、篠崎純一、武田真浩、原口朋子、菅野慎也、 

飯島弥生、覺張茂樹 

 

 その他  

 事務局 

 

根本課長、板倉室長、岡田課長補佐、吉村統括医療技士、 

飯田係長、大竹主事、冨山主事、新木会計年度任用職員 

［危機管理課］鬼塚課長補佐 

公開・非公開の別 ■公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数     ２  人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

 

議題 

 

 

 

（１） 障害別の災害時ガイドブック作成について 

 

会議録署名人  確定年月日 年  月  日 

 

会 

議 

次 

第 

 

 １ 開会 

 ２ 専門部会長挨拶 

 ３ 協議事項 

 ４ その他 

 ５ 閉会 
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１ 開会 

事務局：令和２年度つくば市障害者自立支援協議会第２回こども部会（専門部

会２）を開会いたします。本日は、公私共にお忙しい中、ご出席いただきまし

て、誠にありがとうございます。 

２専門部会長挨拶 

事務局：開会にあたりまして、座長の吉田様より、あいさつを申し上げます。 

部会長：皆さま、本日は、お集まりいただきありがとうございます。最近は、

各報道がコロナのことばかりで、これも災害の一つではないかと考えておりま

す。本日の議題は災害時のガイドブックについてですので、よろしくお願いい

たします。 

事務局：吉田座長、ありがとうございます。 

３協議事項 

事務局：続きまして、次第第３項「協議事項」に入ります。つくば市障害者自

立支援協議会設置要綱第５条第２項において、「座長は、協議会を代表し、会

務を総理する」ことになっております。これからの会の進行につきまして、吉

田座長、よろしく願いいたします。 

吉田座長：それでは始めさせていただきます。内容に入ります前に、市政運営

の透明性の向上を図ることを目的とする「つくば市会議の公開に関する指針」

により、つくば市自立支援協議会を公開とします。ご賛同いただける方は拍手

をお願いいたします。 

委員一同：（拍手） 

吉田座長：それでは進めさせていただきます。まず、アンケートですけれど

も、先にお配りしたアンケートの回答がこちらにまとめられています。アン

ケートの設問の一つは、「障害別の災害時対応について予想される課題等（避

難方法や支援）があれば下記へご記入ください」と、二つ目は「ガイドブック

の作成に載せるべき情報などご意見があればご記入ください」の二つの質問が

ありました。皆さんからいただいたご意見がここに一冊にまとまっています。

皆さんも既にお目通しいただいていると思うのですが、それぞれ全く違う視点

もあれば、同じものもあるなとお見受けしているのですが、今日は、ここに書
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いてあるだけでなくて、ご自分の体験だとかをお話しいただいたりしながら進

めていければと思います。先ほど、事務局からもありましたが、これは自立支

援協議会の名前でこういうものを作られるのですかね？最終的にこういったも

のに反映させたものになるというふうに今日、私も聞いたところなのですが

…。そういったところに反映させるための話し合いということなのでしょう

か？ちょっとそこだけ…。 

事務局：はい。今日はお忙しいところ、ありがとうございます。すみません、

今日、机上に配布させていただいたのは、あくまで参考ということで配布させ

ていただいたものなので、つくば市の自立支援協議会として、全くこれと同じ

ものを作るとかそういうことではなく、あくまで参考として置かせていただき

ました。分かりづらくてたいへん申し訳ないのですが、アンケートにありまし

た、「取手市さんのガイドブックを参考にしてください」という意見もありま

したが、机上配布はさせていただいていません。 

吉田座長：つくば市でも災害時対応ガイドブックというものを前回の資料にい

ただいているのですが、これを実際にもっと内容を充実させるために、という

ことでしょうかね？ 

事務局：前回、子ども部会でお配りしてご検討いただいたものに関しては、医

療的ケアが必要な方向けのガイドブックになっています。そちらは別個のガイ

ドブックということで、こちら（市）から発行させていただくこととしており

ますので、それ以外の障害の方に対する対応ということでご検討いただきたい

なと思っています。 

吉田座長：そうすると、医療的ケアの災害時の対応のこういったものは、既に

できているけれども、それ以外の障害のものについては今はまだないというこ

とですよね？ 

事務局：はい、そうです。 

吉田座長：ということで、それに向けて参考になるご意見が今日、ここで出る

とありがたいということだそうです。そういったことを踏まえまして、ご意見

をいただきたいと思います。皆さんもこういう内容を提出されていると思いま

すが、ここに書ききれなかった内容やお気持ち等あると思いますので、順番に

補足等も含めまして、言っていただくということで良いですか？ 
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事務局：すみません、先ほど、ちょっとお話にありました取手市のガイドブッ

クなんですけれども、コピーでお渡しできていないのですが、今から回覧とい

うかたちで回していただければと思います。 

吉田座長：つくば市も最終的には…。 

事務局：なるかは分かりませんが…。 

根本委員：すみません、少し良いですか？今日、こういった資料が用意される

とは知らなかったので、家にあった何点かを持ってきましたので、良ければ皆

さんに参考に見ていただければ…。 

吉田座長：ありがとうございます。じゃあ、資料も色々と回ってくるかと思い

ますが、早速なのですが、井坂さんのほうから…。 

井坂委員：先ほどは遅れてしまい、すみません。少し整理させていただきます

と、前回までの会議においては、医療的ケア児の電源確保の個別支援計画が、

国でも出しなさいと言われている喫緊の課題であったので、前回まで話し合い

をされていたのが医療的ケアの電源確保の枠内でお話をされていたということ

でよろしいですかね？それで今回、神栖市とか取手市のものを参考に、今度は

災害に応じた、ちょっと取手の（ガイドブック）を見たら災害別に載っている

のと、障害の程度、肢体、知的などの障害の程度に応じたマニュアルが大まか

に分けられて載っているようなのですが、これから話し合うというか、こうい

うかたちにしていきたいという内容は、医療的ケア児の個別支援計画に止まら

ず、各災害、風水害、地震そういった災害に応じたものや障害に応じた肢体

名、知的とかいう物のカテゴリーに大まかに分けながら、広く災害計画として

災害支援を分けるようにして作成していくということで大丈夫でしょうか？こ

れ、結局、他（の市のガイドブック）は自立支援協議会から出されていますよ

ね。前回の個別支援計画の電源確保に関しては、つくば市の名前で出されるわ

けですよね。そこの違いをもう少しだけ（説明を）いただければ…。 

事務局：すみません、説明が不足しておりました。前回の医療的ケアの方への

個別支援計画ガイドブックに関しては、つくば市ということで私たちのほうで

作成を進めておりましたので、それに関してご意見いただきたいということで

出させていただきました。最初、この自立支援協議会の全体会の時にそういう

内容をお話をしましたところ、医療的ケアだけでなくて他の障害の方に関して
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も、災害時にはたくさん心配されることがあるんだというお話がありましたの

で、まずは先んじて医療的ケアの方のガイドブックを市のほうで作成しますの

で、それ以外の障害の方に関しては、この後どういうふうにしていったら良い

か、ガイドブックを作る、作らないも含めてなんですけれども、協議していた

だければと思い、今日、お集まりいただきました。すみません、いろいろな前

提条件が抜けていて申し訳ないです。自立支援協議会として作るとかそういう

ことまで全部含めたうえで、ご協議いただけたらなと思っていますが、よろし

いでしょうか？ 

井坂委員：はい、ありがとうございます。そこだけ確認したかったものですか

ら。そうしますと、とても良いと思います。喫緊の課題の個別支援計画は、も

う市のほうで進めてくれていて、ある程度かたちになってきているということ

なので、前回までの私たちの話し合いがそういったものの参考にされていると

いうことなので、これから自立支援協議会として、神栖市もそうですし、取手

市もそうですし、東京もそうですし、自立支援協議会の名前でこういう色々な

冊子が配布されているようなので、こういうのはここで作って、色んな方たち

がいますし、ダウン症のお母さんの印宮さんとか参考になるような意見をうか

がったりしているので、そういったご意見を取り入れながら障害別に作ってい

けたらいいと思います。細かくはいらないと思います。根っこは同じですか

ら。障害別、災害別というような、危機管理の鬼塚さんもいらっしゃっていま

すからそういうところで作成していくのはとても賛成です。 

吉田座長：自立支援協議会で今後、こういったものを作るかどうかは、事務局

だとか障害福祉課での話し合いの中で盛り上がっていってほしいなと思うので

すが、今日は、まだ協議したことがないテーマということで、災害についての

各障害の問題といいますか、そういったものが少し文字化されるとか明確化さ

れるっていう第一歩くらいなのかなということでよろしいでしょうかね。だか

ら、なかなか深堀できないっていうこともあると思いますし、今日の一時間半

の会議の中でこうすべきとか、こうあるべきというところまでは行かなくてい

いと思うんです。対話的な、良いとか悪いとか決める場所ではなくて、あらゆ

るご意見をここでお話ししていただく場ということでよろしいでしょうか？そ

んなかたちで責任いっぱいのかんじではなくてもよろしいので、ご自分の体験
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談とか、周りから聞いた話だとか、ご自分の施設の中であったこととか、そう

いったことの前提でお話しいただければと思いますので、引き続き、田邊さん

のほうでご意見をお願いいたします。 

田邊委員：民生委員の田邊と申します。自立支援協議会に今年から参加させて

いただいて、今まで専門部会２のおとなの会の方にしか出ていませんでしたの

で、アンケートにも、１（子ども部会）のほうに出たいということはなかった

のですが、今回、この回答集を送っていただいたのを拝見しましたら、ちょっ

と関係あることだと気が付きましたので、急遽、今回から参加させていただく

ことにしました。と申しますのは、私は、この災害が起こった時に避難場所に

なる小学校とかで、防災会議というのを毎年開催しておりまして、そういった

時に避難所をどうやって設営していくかということを考えていく会議なのです

が、その場には、もちろん、中心は小学校のＰＴＡの主な地区委員の方や職員

の方がその会議を進められているのですが、民生委員と区長さんも参加され

て、一応、地域で避難所を使わせていただくことになるので、そういう会議に

出席しております。ただ、毎年役員の方とか区長さんも１～２年で交代される

ことが多いので、具体的に避難所を開設する避難訓練を実際にしてみるってい

う学校もあるのですが、なかなかそこまではいかないところもありまして、私

が行っているところは、まだそこまでには及ばず、まず、災害時の連絡体制を

どうするかというようなところで終わっているような、きちんとしていない部

分もあるのですが…。ただ、私、数年前から、この会の最初の時（全体会）に

もちょっとお話をさせていただきましたが、避難行動要支援者名簿というのが

民生委員には届いておりまして、そういう支援を必要とする方が自分から名乗

り出た方の名簿を持っています。それで、そういう方に災害時にどういう支援

が必要かと聞き取りをしました時に、療育手帳を持っている方が避難所に行く

ことはできるけれども、皆さん、「そういうところで寝ることはできない」、

「きっと騒いだりして迷惑をかけるので車で寝るしかできない」、「泊まった

りするのも皆さんのところでは無理なので、車で泊まったりするのに駐車場に

車ごと入ったりできるんですか？」と聞かれたり、別の普通学級に通っている

方なのですが、食物アレルギーがひどくて、避難所で配られる物があったとき

に、親がいればちゃんと対応できるし、本人も６年生で（年齢が）大きいので
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すが、「素材がよく分からない物を口にして、アレルギーのショックが出てし

まっても困るので、そういう周知を避難所に親がいなくて子どもだけの時に

知っていてほしい」という希望を聞きまして、まだ避難所設営の相談の中で決

まっているような段階ではないので、これから防災会議のなかで、私の方から

そういう意見があるっていうことを伝えなきゃいけないなと思っていたところ

に、コロナの騒ぎでそういう会議が今年は一切開かれないことになって、

ちょっとそれも止まってしまっているので、今、災害が起こったら行き当たり

ばったりで開設するしかないだろうなということに心配しているところだった

んです。そういうところで、今日、皆さんのご意見を聞いていて、そういう時

に反映できるように協力できるかなと思います。 

井坂委員：質問しても良いですか？一度お話を聞いてみたいと思っていて、今

日、（田邊委員と）お会いできて嬉しいのですが、自主防災のシステムという

のは、地域ごとに民生委員さんと区長さんと言うべきなのですか？ 

田邊委員：はい、自治会の…。 

井坂委員：自治会の区長さんでいいのですか？そういう人たちと、あと民生委

員さんとかっていうのは、学校の防災会議、他にも会議されてこういうテーマ

について話されていると。まだ自主防災システムそのものというのは成り立っ

ていない、できていないと思うのですが、そういう連携はあるのですか？ 

田邊委員：実際のところは、私の方ではできていないですけれども、町の方で

はそれができている地域も、進んでいる地域もつくば市にはあるみたいです。

そういうところを手本にしなければいけないなとすごく思いますが、私が地元

で行っているところでは、まだ全然…。区長さんも自分のところの中でもそう

いう時にどうしようって、東日本の経験があるので、そういうところから積極

的に自治会の中でご近所がやっぱり頼りっていうところで、支えあう仕組みづ

くりを作っていくところはできていますけれども、でもやっぱりあんまりそこ

までいっていない…。障害とかもありますし、現実には全然そこまで…。本当

は、民生委員と障害者が協力するのが一番いいと思うのですが、進んでいない

と思います。だから、障害者の支援はとてもまだ…。 

井坂委員：高齢者も？ 

田邊委員：高齢者の方は、民生委員が見守りの対象として、一応、今までも
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ずっとやっているので、高齢者の方は民生委員が支えていくというのはできて

いますけれども、障害者と協力して高齢者も支えるというのがかなり（浸透し

て）きてはいるんですけれども、地域によりますかね。 

井坂委員：地域による…。区長さんによって変わってきますかね？ 

田邊委員：区長さんは１、２年で変わってしまうので、個人情報の問題が絡ん

で、避難行動要支援者の名簿も区長さんには行かないんです。昔にそういう案

も出ていたようなのですが、どこまでその名簿を渡すかという、今は、消防署

と警察は持っていますけれど、でも地域のなかでは民生委員、町会長…。 

吉田座長：すみません。小学校で防災会議が開かれていて…。 

田邊委員：小学校と中学校というところもあります。 

吉田座長：会議の範囲は、小学校という会場でやるけれども地域の…。 

田邊委員：今、つくば市の学校は、小中学校に分かれていて、春日小中学校

（義務教育学校）ができてから既存の小学校もそこが中学校に行くまでに一つ

になって、それを単位に防災会議を開いているので、持ち回りで会場は変わり

ますが、集まっている方は小中学校の校長先生、教頭先生で…。 

吉田座長：主催は区長さんですか？それとも校長先生ですか？ 

田邊委員：学校です。 

吉田座長：学校が主体なのですね。学校が主体で児童、生徒のために区長さん

も来るし、民生委員さんも来るし…。 

田邊委員：一応、避難所を設営した時には、学校の生徒さんの家族だけでな

く、地域のお子さんのいない高齢者や普通の方も避難所を使われるので、区長

さんと民生委員も入っているというかんじです。 

吉田座長：それって、各小中学校の会議はみんなそういう会議があるはずなの

ですか？ 

田邊委員：はい。 

井坂委員：指定避難所だからですね。避難所として運営するための会議ですよ

ね？ 

鬼塚課長補佐：危機管理課の鬼塚です。学校防災会議というのが今、地域の繋

がりがすごく希薄になってきている中で、区会とか自治会がない組織というの

も結構ありまして、そういうのを補うために国が５年くらい前ですかね、学校
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を中心としたコミュニティづくりを中心として考えて、その中で学校防災会議

というのを文科省のほうで始めたようです。なので、地域の方も含めて、防災

を軸にコミュニティづくりというのをやっていきたいと始めたようなかんじで

すね。なので、地域の方も参加しているということです。避難所みたいなこと

を考えているところもあれば、地域として防災対策をしていこうかと考えてい

るような会議も、それぞれの地域によって抱えているリスクも違うので、その

辺の準備も違ってくるかんじです。 

吉田座長：田邊さん、それでご意見は大丈夫ですか？ 

田邊委員：はい、ありがとうございました。 

吉田座長：では次の方、武田さん。 

武田委員：つくば市福祉支援センターくきざきの武田と申します。よろしくお

願いします。当施設は児童発達支援事業所なのですが、市の直営ということで

事業所それぞれ防災グッズを揃えるとか、マニュアル化されているんですけれ

ども、それは市の防災に沿ってやるので、事業所内で防災についてあまり考え

てきていないというところがあります。今回、会議に参加させていただく中

で、自助、共助、公助というようなところを考えていく際の、それぞれ知らな

いところが沢山あるなと感じましたので、それを知るきっかけとそれが皆さん

に伝わるような動きができたらいいのかなと思います。それぞれ障害別によっ

て皆さん抱えているようなことも違いますし、ニーズとして皆さんがちょっと

ずつ捉えられることで、自助、共助、公助というところが深まっていくんじゃ

ないかなと思います。 

覺張委員：つくば特別支援学校の覺張と申します。つくば特別支援学校は、福

祉避難所の指定をされておりますので、そのあたりの運営にも深く関わってく

るところかなと思いますが、学校の中では避難訓練はもちろん、大震災が起き

てから避難訓練の回数が増えています。それも身障者対応も含めて多岐に渡っ

て災害に対してどう備えるかというところは学校の中で訓練をしている、機会

を作ってやっているところです。避難訓練という名目の時もあれば、簡易避難

を組んでというかたちで、途中まで動きを定期的に思い出して、簡易避難訓練

というのも定期的にやって、避難訓練の中でも体育館で間仕切りを作って、そ

の中で避難の缶詰を食べるような経験をするとか、防災担当の方がいろんな計
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画をしながら、学校の中で訓練をする機会を作っているところです。アンケー

トにも書いたのですが、福祉避難所に実際に避難するにあたって、知・肢併設

の学校になるので、知的障害のお子さん、肢体不自由のお子さんもいるなか

で、ニーズも変わってくるなかで、福祉避難所の中でどういうふうに運営をし

ていくのかというのが大きな課題になってくると思うんですけれども、そもそ

も、福祉避難所は、一般の指定避難所が開設されて、手続きとしてはそこでな

かなか難しい場合は、福祉避難所が指定されて、そこに希望されたら移動する

のかなと理解しているんですけれども、避難所の中でなかなか見通しがもてな

くて過ごすことが難しいという場合には、最初に開設された指定避難所に行く

ということもハードルが高いのかなと思うし、福祉避難所がどういう経緯でど

ういう見通しをもって開設されるかというところも、どこまで福祉避難所を利

用したいという方に対して理解を、見通しをもってもらうための手立てがどう

伝えられればいいのかなというところもガイドブックに載せられればいいのか

なと…。そもそも福祉避難所が開設される時にも、一緒に開設できてればいい

のかなとか、避難所開設するぐらいの災害なので、福祉避難所も一緒に開設で

きないのかなとかそもそも疑問に思いながらアンケートを書かせていただきま

した。子ども達も不安な中で、災害がきたときには避難することになると思う

ので、私たち職員も福祉避難所が開設するときにはスタッフとして来るような

ことがありますので、私達もそういう見通しをもって取り組むことができれば

なと思っております。すみません、まとまりませんが以上です。 

井坂委員：根本的なところを私が分かっていないので、教えていただきたいの

ですが、つくば特別支援学校は福祉避難所になったんですか？ 

覺張委員：はい。 

井坂委員：なったんですね。その際の条件として、地域の人達ではなくて、子

ども達だけと聞いたような気がしたんですが、それは無くなって、広くおじい

ちゃんとかおばあちゃんとかすべて…。 

鬼塚課長補佐：福祉避難所という指定をしているだけで、確かにどの方向けと

なっているわけじゃないんですね。ただ、学校側が考えていくうえで、一番つ

くば市のなかで（福祉避難所へ）行く可能性の高い人たちというと、まず、先

ほど言っていたように不慣れな学校には行きづらいということを考えると、支
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援学校に通っている子が行くというのは第一に考えやすいということです。場

合によっては、それに類似した方々、言い方が変かもしれませんが、要は同じ

福祉避難所でも介護を受けている方々を受け入れる施設と、そういったのとは

違う支援学校に通っているような方々、卒業生であったり、もうすぐ行くよっ

ていう手前の方々など、支援学校に受け入れるようなお子さんたちを考えてい

ただくと、受け入れがしやすいのかなと。あとは支援学校の中でどういうリス

クがあるのかなと整理していただいて、支援学校の子たちが（災害が）起きた

時に学校にすぐおいでって言ってもらえるような環境を作りたいなというの

が、すみません、最後のほうは個人的な支援学校の保護者としての意見ですけ

れど、使い方としては大きな意味での福祉避難所なので、どういうふうに使う

かはその時に応じて（検討すること）になります。 

井坂委員：福祉避難所の役割っていうのが、いまいち理解できていないのです

が、介護系、医療保険系、おじいちゃん、おばあちゃんとか分けていくものな

のですか？福祉避難所は…。 

鬼塚課長補佐：施設の特性があるので、変な話、知的（の障害）だけであれ

ば、普通の廃校のような所の３階、４階に入れるわけですよね。福祉避難所と

なっている所には、バリアフリー化がしてあるとかそういう施設もあって、そ

れは、その時の人数やキャパに応じてどこをどう割り当てるか（検討しま

す）。皆さんは、専門スタッフがいる所が福祉避難所と思っているようです

が、国の法律ではそう書いてもあるのですが、実際には、それは無理です。な

ので、実際にそこにいる施設の方々や市の職員がほとんど対応するようになる

ので、その方々をケアするとなると、ご家族にケアしていただきながら場所を

提供するというイメージを持っていただくと、使いやすい場所、慣れている場

所といったところで考えていくと、特にどの障害で（振り分ける）と決まって

いるというわけではなくて…。 

井坂委員：その時の災害で…。そうすると、（自宅から）遠い・近いは関係な

く、もしかするとそういう振り分け方もするかもしれないし、遠い・近いで振

り分けるかもしれないしということですか？ 

鬼塚課長補佐：そうですね。特に、つくばの場合は、災害の起きやすいエリア

に近い施設はあまりないので、実際には車での移動も考えていただかざるをえ



（記載例）公開の会議 

 - 12/25 -

ないのが現実ですね。大体皆さん車を持っていますから。財産だから車を置い

て避難しないんですよ。動けない方々をどうするのかというところがこれから

一番突き詰めていかないといけない点だと思います。 

井坂委員：そうすると指定避難所に一旦避難してタイムラグがあっての福祉避

難所の開設ということで間違いない？ 

鬼塚課長補佐：それは時と場合によるかと…。 

井坂委員：福祉避難所が一気にできる場合は？先ほど覺張さんが一緒に、同時

に立ち上げられないのかなと言っていましたが…。 

鬼塚課長補佐：要は、支援学校側が今、支援学校の子たちのリスク整理をし終

わって、その子たちにいつでも来てもいいよっていう体制がとれれば同時開設

ができると思います。ただ、今は、支援学校の中の子どもたちのリスク整理が

されていないので、そこで開設するかしないか、もしかしたら誰も水害リスク

を背負っていない可能性もあるんですよね。今、つくば市で出ているのは大

体、水害リスクと土砂リスクで、このために避難所を開設しているので、その

リスクがあるのかないのか、その居住地にどういう方たちがいるのか、まだ整

理されていないので、そこの整理に基づいてやっていくしかないというのが現

実ですね。今、水害リスクの所にどれくらいの居住者がいるっていうのも最近

ようやく地図のデータ化ができるようになってきたので、そこで数字であらっ

ているところで、その方々をどうするか整理していかないと（福祉避難所の開

設は）できない。人数に応じて、リスクに応じて開設する場所や数も変わって

くるので…。 

吉田座長：福祉避難所というのが新しい言葉なので、ちょっと勉強したいので

すが、特別支援学校だから福祉避難所にしなければならないっていうわけでは

ないということですよね。今現在、つくば市で福祉避難所として指定されてい

るところがあるのかとか、これから整理をしてできるのだったら、認定を受け

ると（福祉避難所として開設）できるということなのか、その辺というのは

…。つくば市内で福祉避難所があるのかどうなのか教えてください。 

鬼塚課長補佐：福祉避難所は、支援学校を含めて 25～26 箇所、すみません、細

かい数字はわかりませんが、福祉避難所としてあります。オープンにしている

かどうかというと、オープンにしているのは支援学校だけです。これは、皆さ
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んの中で福祉避難所と普通の避難所の区別がなかなか難しくて、避難所として

掲げてしまうと一般の人がその施設を訪れてしまって、本当に入るべき人が入

ることができないことをつくば市としては懸念しているので、オープンにはし

ていません。ただ、おそらく社会福祉課が名簿の提供をしている中で、「福祉

避難所はこういう施設です」くらいの案内はしていて、それも介護施設だった

り、一般の社会福祉施設だったりするので、正直ベッドの空き数もその時に変

わるんですね。なので、どうしてもそういう方々に対しては、その時に調整を

図るしかないというのが現状ですね。本来であれば、先ほど言っていた避難行

動要支援者名簿に基づいて、この方に関してはどの施設に行けるっていうのを

個別に計画を立てていけると良いというのが国のガイドラインに書いているの

ですが、市町村はまだそこまでできないというのが現状です。ただ、いずれ求

める姿というのは個々に災害時にどういうふうに行動するのかという計画を定

められるというのが、求める姿です。 

吉田座長：つくば市内に 25～26（福祉避難所が）あるということでしたが、私

たちの対象としているお子さんたちが行くべき場所かどうかというのはそんな

に数があるわけではない？ 

鬼塚課長補佐：お子さんたちで言えば、支援学校とそんなに数の多くない社会

福祉施設くらいしかなくて、ほとんどが介護施設になります。 

吉田座長：ありがとうございました。他に支援学校に質問はないですかね。で

は、印宮さんご意見をお願いいたします。 

印宮さん：はい、何点かあるんですけど…。先ほどの説明のなかで思ったこと

をまず言わせていただきたいのですが、私は、九州に 30 年近く住んでおりまし

て、一度も地震にあったことがなく、（震度）２の地震が来たときには天地が

ひっくり返るほど大騒ぎだったんです。でも、今見たら九州西部地震を始め、

熊本と鹿児島の方でも頻発しておりまして、「ない」と思っていたものが起こ

るのが災害なんですね。水害と土砂と言われましたが、熊本地震がここで起

こったら、私達のようにマンションに住んでいる人も沢山いますので、（避難

所へ）入ることができないと思うんですね。（水害や土砂以外の災害が）起き

ないという前提でガイドブックを作るのはどうなのかなと思いました。福祉避

難所にしましても、神栖市や取手市はいくつかの福祉避難所はやはり書いてあ
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りますし、支援学校に関しては、私も都市伝説のように「在校生だけが入れる

んだよ」というのをすごく聞いてきました。結構、そう思ってらっしゃる人が

いっぱいいて、どういう方が利用してよいかというのは利用するだろうという

方々に対しては伝えておかないと都市伝説になってしまうんですよ。そこは

やっぱり考えていただきたいなと思います。アンケートの中では、最後の部分

が私の回答なのですが、他に色んな団体、肢体不自由の方も真逆で言えばすご

く大事だと思うのですが、逆に、知的とか強度行動障害がある方は、フリーで

あることがバリアだから、色んな障害によって何が求められているかが違うと

思うんですね。色々と困られたことを聞いた中で、皆さん同じことを言われる

のが、「建物でなくていいから場所が欲しい」、「食事がもらえる場所が欲し

い」、「駐車場でもいいし、テントが張れるところでもいいし」と…。取手市

なんかはすごくいいものを作ってらっしゃるけれど、最終的に大声を出さない

ように躾をしようと書いてあるけれど、躾をしてもできないんですよね。一生

懸命教えたとしても大きな揺れの中で、平常心で思い出そうねと言ってもなか

なか難しいと思うんですね。とにかく、「さくら運動公園みたいな駐車場の広

いところが欲しい」という話をすごく言われていました。アンケートにも書き

ましたけれども、ガイドブックの策定にあたって、当事者の団体の声を聴くと

いうのをお願いしたいのと、もう一つ（当事者の声として）共通していたの

が、逃げたくても兄弟児がいるから別々には逃げられないし、最近よく話題に

なっているのが（避難所で）性被害がすごく起こるっていうことをネットなん

かでよく問題としてあげられていて、熊本地震の時にも兵庫の時にも本当に多

く性被害に遭われた方がいると聞くと、うちにも娘がおりますので、やはり責

任の持てる担当者の方がいらっしゃるところで過ごせるか、あるいは、家族ご

とにどこかで駐車場とかでもいいのでテントが張れる場所があるとかでなけれ

ば、どんなに揺れようが、うちのマンションにこもるよって言っています、子

どもたちには…。ですから、兄弟児、姉妹児がいることをちょっとご検討いた

だけると助かりますけれど、色々と言いましたが、ガイドブックを作るとなる

とそんなに簡単ではないと思いますので、作る時には、そういうふうにしてい

ただけるとありがたいなと思います。以上です。 

井坂委員：印宮さん、作っていきましょうよ。そういうのを一番よく分かって
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いる私たちが。お願いするより、自分達でやったほうがいい。 

印宮委員：ただ、やはり私、聞いたんですけど、聴覚障害の方々が求めてらっ

しゃること、難病や高次機能障害の方々が求めてらっしゃること、自閉症や発

達障害の方々が求めてらっしゃること、知的の求めてることは、似た部分もあ

るんですけど、細々とはやっぱり違って、取手市みたいにすごく一生懸命に

作ってらっしゃるというのは分かって、もし、そういうふうな段階を作るので

あれば、私にはやっぱり分からないんですよ。「あっ、そうなんですね。」と

いうことがあって、例えば、聴覚障害のある方々は「本当にご飯がもらえない

の」と、「掲示板が用意されていても、忙しくて市役所の方も貼るのを忘れ

ちゃうの」、人が食べているのを見て、慌てて行ったらもうないというような

話で、本当に特に掲示板が欲しい、でも掲示板があってもお年寄りの聴覚障害

の方は昔学校にも行っていないので字も読めないと…。だから「本当に餓死寸

前だった人がいっぱいいたんだよ」という話があって、「ああ、そうなんだ

な」と…。放送があるし、貼ればいいよねと私達は思ったんですけど、実際の

災害時には貼れないし、だったら数を二つぐらいに絞って、「ここかここに行

きなさい」って言われて、そこに行ったら必ずやってくれるんだったらありが

たいしっていう話があるんですけど、私も聞かないとそれは全然分からない。

違う障害のことは健常者と障害者ぐらいの大きな壁があると思っていただいて

いいんですよ。盲の方のことは全く分からないですし、もし、作るのであれば

それぞれの団体の方の声を聴いてみないと分からないのではないかと思いま

す。 

井坂委員：それをかたちにしていきましょうよ。実際に聴かないと分からない

し、そんな字を読めない人がいたとか性被害なんていうのもあるし、私も今、

なるほどって思って…。そういうのを知っている私たちでやりましょうよ、か

たちにして。そしたら絶対いいものができると思う。 

印宮委員：やりたいとは思いますけど。 

井坂委員：ですよね。そういうところに力を注ぎましょうよ。 

根本委員：かけはしねっとの根本です。今、印宮さんのほうが熱を込めて言っ

ていただいたのであまり言うこともないのですが、アンケートの方にも書いた

んですけれども、当事者でないと分からないことが沢山あると思うので、ぜひ
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障害種別で作るということであれば、それぞれの意見を聴くのが一番いいのか

なとアンケートに書かせていただきました。障害という種別ではないのです

が、それこそ難病であったりだとか、アレルギーだったりもあるかもしれない

ですけれども、そういうところにも配慮いただけるような冊子だったりがハン

ドブックの内容にあるといいなと思いました。先ほど、回覧させていただいた

一番小さい物が、東日本大震災を受けて宮城の支援学校のＰＴＡで作った、子

ども達が災害ということでなくてもヘルプマーク、ヘルプカードの代わりにな

るように自分の困りごとを言えるような、伝えられるような物ということで、

一人で学校に通ってくる子ども達もいますので、そういった子達が自分自身で

持っていて、誰かに伝えられるということを前提に作っている物です。そう

いった、見本にあるような当事者なのか、支援者なのかという中に子ども達自

身でも何か備えられるようなものがあればいいのかなと思いました。 

藤井委員：放課後等デイサービス、キッズハウスえくぼの藤井といいます。

今、印宮さんとか、こちら（根本委員）から色んな意見が出たのですが、そう

いったガイドブックを作ることで役に立てるために、私がつくば市に来て 10 年

になりましたが、そういうと地域での防災訓練って（やったことが）ないなと

思いまして、やっぱりそういうところで、当事者と支援者がみんな一緒になっ

て訓練ができていったらもっといいかなと。尚且つ、今（根本委員が）おっ

しゃったように、本人もヘルプカードみたいなのを持っていて、自分にはこう

いうのが必要だという話が伝わっていければ、もっといい支援が、というかお

互いが（意思疎通が）できるんじゃないかと思いました。事業所としては、避

難訓練はやらなきゃならないので、やっていますけれども、そういえば、自分

は地域で何もしたことがないなと思いました。大きな東日本（大震災）の時に

もいましたけれども、たまたま娘が出産で帰ってきていて、子どもを抱えてど

うしようっていう状況もありましたけれども、何の経験もないです、そういう

訓練の（経験が）…。やっぱりそういう訓練を沢山したほうが、ガイドブック

を作っても役に立つだろうし、地域の人にもそういう支援が必要な人達、子ど

も達がいるんだって分かってもらえるだろうし、そういう支援が必要だってガ

イドブックに載せても、実際にそういう人達に関わらないと一般の人達って分

からないと思うんですよね。そういうことができていったらいいかなと感じま
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した。以上です。 

飯島委員：今回、マニュアルを作るための意見ということで、入れさせていた

だいたのが一言で、平時の準備かなと考えていて、マニュアルに載せるとした

らやっぱりそういうことかなと思って記載しています。私は、茨城県のリー

マットの委員でもありまして、災害が起これば、県内を動くということが役目

としてあるのですが、そこで先日に受けた研修で、長野の災害時に実施した群

馬リーマットさんの動きを勉強させていただきました。その時は知識も何もな

くて、それこそ福祉避難所って通常から開いているものだと思っていたのです

が、今の流れですと、一般の避難所に避難して、災害が少し落ち着いた、医療

が危機的なところにリーマットというのが活動し始めるのですが、そこでいわ

ゆる問題行動、精神の落ち着かない方、知的の落ち着かない方、バリアフリー

の問題、高齢っていう障害が避難所で非常に多く起こっていて、転倒が起こる

などがあって、リハの理学療法士等が環境整備とか、こういう所は転倒しやす

いというのを災害が始まってから整備をしていくこともあります。先ほどから

皆さんもおっしゃるように、色んな障害がある。高齢っていう障害もある。同

じ障害という中にも個人差がありますので、全て網羅したものはなかなか難し

いので、（避難所に）入ってからトリアージからやっていく仕組みがあります

ので、そういうところで補完はしていけるのかなと研修会を受けて思いまし

た。じゃあ、一方でどこに避難するのかって言っても、ここに避難してくださ

いって言われても、実際に先日の会議の場で「そこには避難できないよね」っ

ていう皆さんの自己決定の中で避難所を選ばれているということが分かりまし

たので、マニュアルの中には避難所のなかに個室が整備されている、スロープ

があるなどの避難所の環境の見える化というのがマニュアルにあってもいいの

かなと思いました。あとは食料ですかね。このあたりは私も詳しくないのです

が、とろみとか流動食がどのくらい、どの避難所に備蓄されているのかが分

かっていないので、それも限定されるものだと思いますので見える化をして、

一方で避難が必要な方の登録制度が始まってるかと思いますので、それをもう

少し促進をしていただいて、この避難所にはこういう方が来るだろうという予

測がたてば、学校の校長先生とかもまた災害支援会議とかでも議論がしやすく

なるのかなと思いましたので、事前の把握と、事前にどういう所に何があるの
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か、何が整備されているのかを見える化をしていくのがマニュアルには必要な

のかなと思いました。 

吉田座長：今、すごくいい意見がいっぱい出たので、具体的には取手市などに

近いもの、それ以上のものができそうなのかなと思いました。先ほど、井坂さ

んが「作りましょうよ」と言いましたけれど、これはそれこそ経過としてどん

な順番でいくのか、これから先、今日この会議は終わってしまいますが、今日

のこの意見がどのようにまとめられていくのかという予測だけでも教えてもら

えますか？例えば来年中には作るだとか。 

事務局：申し訳ないですが、ゴールを決めて自立支援協議会でこの件を提案さ

せていただいたわけではないんですね。皆さんのお話を聞いていても障害種別

のガイドブックは必要だろうと、今あらためて私の方も認識したところです

が、取手市さんや神栖市さんで作られているものは自立支援協議会で協議して

出されているものなので、先ほど出されている当事者の方のご意見を一番にお

聞きして作っていかなきゃいけないということもお話を聞いていて再認識した

ので、可能であれば自立支援協議会の中でお話をこれからも進めていって、最

終的にかたちになればいいなと思いますが、いかがでしょうか？ 

吉田座長：その辺は事務局の意見も聞きたいのですが、いかかでしょうか？ 

斎藤委員：つくば市理学療法士会の立場で来ていますので、この協議会の座長

をさせていただいております。このアンケートのお答えとか、今いただいた意

見は、皆さん正しいと思います。何故かというと、災害の話になるとこんなふ

うになっちゃうんです。気持ちがグワーっていっちゃって、統制が効かないの

が災害には一番マイナスなので、だから誰か言っていましたが、平時の備えが

大事だっていうのが鉄則なんですね。行政が厳しいのは、法律が決まっていて

それ以上できないので、多分、言葉がどうしてもそういうことになる。ただ、

言っていることは正しい。僕が聞いていて、上から目線で言っているわけでは

なくて、じゃあどうするかってことなのですが、平時に今現在のつくば市の障

害児・者の方たちの議論する場なので、高齢者の方とか妊産婦とか病弱者とか

も福祉避難所の対象の方なのですが、それは少し置いておいて、障害児・者の

特性が様々あるということは皆さんご了解いただいた。であれば、その方達を

皆さん、ほぼ分かっている、どこにどの方がいるか。であれば、その人の災害
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時のどんな状況が想定されるのというアセスメントをして、リスト化しておか

ないと、福祉避難所をどれだけ作っても先ほどの皆さんが言っていた心配事が

きっと起こる。殺到するとか…。だけど、これをしておかないと必要な福祉避

難所が動いて、誰がどこにいったほうがいいというガイドラインもマニュアル

もできなくて、先ほどお話があったように、「じゃあ心配だから家にこもって

います」という話にならざるをえない。家にこもっているという選択肢も悪い

訳ではなくて、その意思決定を皆が分かっていて、そこに誰かが助けにいけば

いいだけの話だと思うんですね。福祉避難所でそれが決まったら、高次脳とか

自閉症の方は個別対応が限りなく必要だとアンケートにいただいているので、

それに特化した避難所の運営が本当に必要かどうかの議論をすればいい。そこ

が決まればそこの避難所をそれに対応できるように強化するような平時の訓練

をしておく。可能であれば公開する。公開の時に、先ほど行政の方が言われて

ましたが、福祉避難所に殺到したら困るということを聞いていて、確かにそう

だなと思いました。ただ、いずれにしましても各種避難所の役割とか周知はし

ていかないと、やっぱりダイレクトに行くシステムは必要な気がしました。そ

れが明確になると、今日お越しの方たちとか我々も人生会議みたいなかたち

で、「もし災害が起こったら僕たちはここに行きます」、「私たち家族はここ

に行きます」、みたいなものが事前に分かっていれば、という時代ではないで

すかね。人生会議みたいなのを平気でやっている時代ですから…。死に方を議

論しようという時代なので、もっとオープンになった方がいいと思うのですが

…。そしたら福祉避難所に 10 人に 1 人、指導員とか管理者とかを置かないとい

けないんですよね、確か。そんな制度があるんですよ、確か。避難者 10 人に 1

人、マネージメントを置かないといけないので、普通の避難所よりハードなん

ですよね。そうすると学校の先生とか当事者の家族だけでは大変なので、その

必要数をきちんと考えて、その人達のトレーニングとか研修をしなければなら

ない。それができて初めて、マニュアルとか行動マニュアルができて、それを

訓練ベースに落としていって、「これいいね」ってなって初めて地域防災計画

に入っていけると思ったんですけれど。多分、そうしないと（地域防災計画に

は）入れないんじゃないかと思ったんですよね。そういう議論をしていって、

その時に当事者の方が入ったほうがいいですね、絶対に。間違いなく（当事者
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が）入ったほうがいいです。ただ、同じ障害であっても個別性が強いと思うの

で、そのあたりは多少折り合いをつけないといけないだろうなと聞いていて思

いました。もう一つ、何故ダイレクトがいいかというと、災害って最初の１～

２週間が急性期なので、その時にどうやって命を助けるかってところは、障害

者であろうがなんだって一緒だと思うので、逆に言うと、一般の避難所に行く

と混乱してパニックになるということがもしかして命縮めているかもしれない

ので、そこの１～２週間をなんとかしのげる方法って福祉避難所っていう役目

が必要だと。名前が福祉避難所というのが良くないのかもしれませんね。こう

いう人達に特化した避難所ということを明確にした方がいいかもしれないと思

いました。あと、ここに書いてあった医ケアに必要な備品をそれぞれ用意しと

けとありますが、各家庭で用意しておくのは大変なので、これも医ケアの人が

どれだけ必要かと分かっているでしょうから、そんなに沢山必要ないと思うの

で、どこかで行政さんに管理してもらって、何かあった時にリスト化できれ

ば、そこにデリバリーしてもらえばいいだけの話だと僕は思いました。当事者

家族にあまり負担を強いるのはしんどいと思うんですよね。置く場所もない

し。食料は栄養士会が災害なんとかチームというのを作ってすぐ動きますの

で、栄養士会に言えば多分、すぐにバタバタ動くと思います。そんなようなこ

とをこの協議会のプロジェクトとして、事務局と来年度の計画を考えて作って

いこうかと。その時に皆さんとか当事者の方にご意見を聞きながら粗々と作っ

て、1 年で（作成）できるか分かりませんが、市の方と協議して作っていくの

がいいのかなと思いました。立場上、イメージはそのようなかんじかなと思い

ました。 

吉田座長：ありがとうございました。何でもそうなのですが、漠然とした不安

をどう固めていくかという時に、拠点というものができればいいとか、専門家

が増えればいいと言ってしまうのですが、最終的には、その専門家がいてもそ

れを使うかどうかという当事者のニーズと合わないといけないし、それを決定

するのは自分たちになるわけで、その選択肢が明確になっていることと、自分

がこうなった場合どうすればいいという相談ができる場所とか、例えば、学校

を選ぶとかいろんな選択に困る時というのがあると思うのですが、その時に災

害のことを視野に入れて、「この地域に住んでいるのであればここが使えます
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よ」というパンフレットをもらえるとか、個別支援計画の中にしっかりと「こ

の特性を持った人ならここに避難するのがいいね」という相談ができるとか、

そういった個別の相談から始まって、それでニーズ（に対応できるもの）がな

ければ、それをこういったところから始まって、こういうニーズのある人がい

るのに、それに対応できていない、行政がまだ遅れているということであれ

ば、早急に作っていくみたいなかたちとか、今あるものから少しずつ増やして

いく作業なんですかね。 

斎藤委員：僕今、綺麗事を言いましたけれど、これは全部綺麗事で、災害って

経験しないとやはり分からないんですよ、実は。どれだけ用意しても…。た

だ、今おっしゃったように冷静な時に選択する情報を与えるべきだと思いま

す。だから、それがないというのは不幸ですよね。（災害が）起こったときに

どうすれば良いか情報すらない、自己決定する情報すらないというのが不幸の

もとであって、そこは体制側が考えないといけないことかなと思いました。た

だ、どれだけ整備しても実際に災害が起こった時には、みんながパニックに

なって、すごいことになると思います。その時に障害を抱えたご家族とか、

さっきの切実なお話を聞いて、それで冷静に動けというのはかなりハードルが

高いと思いました。そういう意味では、想定したシミュレーションを何回もし

ながらやるしかないだろうなと思います。災害が起こってからワーワー言って

も遅いというのが現実で、平時にどれだけリアリティを持ってやっていくか、

それぞれの立場でどうするかというのは、これは障害の方に限ったことではな

くて、普通の災害のマニュアルでもあたりまえの行動計画なので、それをベー

スにして障害の特性に応じたかたちに上積みしていくか、ゼロから作るとなる

と大変なので、一般にあるものに特性をプラスして作ればと思いますが、言う

がやすし行うは遅しという言葉がありますように、他のことをやってもずっと

思うので…。ただ、つくば市は、こういうことをまとまってやるというのを、

協議会から発信して市の方に政策とかに取り上げてもらうというのがこの協議

会の役目だろうなと、僕はそう思ってここ数年このお役目を務めさせていただ

いています。なので、満額回答ではなくて申し訳ないですけれど、皆さんの意

見をまとめて市の担当に伝えるというのが協議会の役目と思っていますので、

できたときは政策なり仕組みに入れてもらいたいと要望できると思います。 
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印宮委員：ちょっと勘違いされたのかなと思ったので、言い換えさせてもらう

と、みなさん、肢体の方とかは命に関わることなので別になるのですが、知的

とか今あげていた団体の方、みんなが言っていたのは（行政に）何も期待して

いないんですよ。私も家の中に水は 12 ケースくらい必ず常備していますし、ト

イレットペーパーも山ほどあったので、この前困りもしませんでした。なの

で、常備していますし、準備もしていますし、平時の備えはほとんどの方はし

ていると思います。何もしませんと言ってくれていいんですよ。だけど、テン

トを張る場所くらいがあれば心の頼りになるのかなと…。ほんとにその程度で

よいのでやってもらいたい。福祉避難所の、例えば私が想定しているのは、産

まれたばかりの障害を抱えたお子さんの家族って、本当に衝撃で震えているん

ですよ。だから、大丈夫だよ、こういうのがあるよって言って慰める程度のも

のでもほしいっていうのが障害者の家族なんですよ。だから、皆さんきつく

なっちゃって、パニックになって、何も避難の手は届かないだろうっていうの

は分かっているので、それは満額回答じゃなくて「ゼロ回答です」って言って

くれたら「だよね」っていうのは思っています。なので、ガイドブックもでき

ればいいけど、できないならできないで、こういうことあるよって教えてくれ

るだけでもいいのかなって。ただ、本当にできるかのように言ってもらうと

「できるのかな」と逆に油断してしまうので、どうなのかなと思います。た

だ、福祉避難所が一つも明らかになっていないというのは、本当にどうなのか

な…。他の市は何個か書いてあるので、とりあえず安心できる、最後はここに

行けば、というのがあると思うので、障害の程度が皆さん違いますので備える

ことは多分できないだろうっていうのは思うんですね。場所だけでも何とか、

ここに最後死にそうになったらいけば何とかなるというような、場所だけでも

決めてもらえればそれが満額回答だと思っています。 

井坂委員：印宮さん、それは寂しいですよ。何のためにここに印宮さんがここ

にいるのか。 

斉藤委員：だから、それをかたちにしていければいいんじゃないかっていう話

ですよ。 

印宮委員：最終的には、場所が決まっているというのが平時の備えなんです

よ。 
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斉藤委員：そういうことも選択する方もいるので、そういうことも明記してお

けばすごく良いのではないでしょうか。誤解しているつもりはないですが…。 

印宮委員：そこを求められていると思われても、多分みんな求めていないよっ

ていうことなんですよ。 

井坂委員：案外社会は優しいよ。 

斉藤委員：それはもしかしたら我々のエゴかもしれません。それはお詫びしま

す。ただ、必要と思っている方もいるような気もしますので、そこは折り合い

をつけませんか？ 

印宮委員：できると思っていると、できなかった時に「ああ、できなかっ

た」っていうショックを受けるけど、最低限これぐらいできますよって書いて

もらったほうが…。 

斉藤委員：最後は避難所に期待したら…。命助けて欲しい時は病院ですし。 

印宮委員：ここにくれば何とか食料にありつけるとか、その程度の小さな情報

を正確に出してくれたほうが多分いいんじゃないかなって。 

井坂委員：誰のためのマニュアル？みんなに障害を分かってもらうためのマ

ニュアルなのか、自分たちが使えるマニュアルなのか。 

印宮委員：自分たちが生き残るマニュアルが一番ですよね。 

井坂委員：それはそうだと思う。だからダメなダメ、やれることはやれるとい

うことが欲しいんですよね。私達のマニュアルだったら…。 

斉藤委員：だから、個別的にそういう選択をしたいというのが分かっていれば

いいわけじゃないですか。それが分かっていて、もし、何かあった時にその方

には、誰かから必ず連絡いきますよって決めておけばいい話だと思います。た

だ、（連絡が）いくかどうかは分かりませんよ。その選択を選ぶのを災害に

なってからでは遅いから、今のうちに類型ができるなら類型化しておいたほう

がいいのではと、今のうちに。選んだことに対してこういうことができるかも

しれないと。 

印宮委員：その「かもしれない」だと、できなかった時に衝撃があるので…。 

斉藤委員：では、できない前提でいきますか。 

印宮委員：例えば、聴覚障害の人は、ここにくれば絶対に手話通訳者がいると

か、ここにはコミュニケーションボードが絶対にあるとか、そういうふうに少
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ない箇所でいいので、「全部に備えてください」と言ったところでどうせでき

ないし、できない所にわざわざ行って、なかった時にまた遠くまで行くのかっ

てなってしまうので、ここだけにはこれはあるっていうほうがかえって

「あっ、一箇所しかないけれど、ここに行けばこれがあるのね」というよう

な。 

斉藤委員：（避難所に）備えていただいて、それを類型化したいなと思ったわ

けです。そういう所を分かるようにしておいたほうが安心ではないかと。その

ために、皆さん方の声が欲しいというのが一つです。それをできない時にはで

きないって返しますから。それの準備もできていない状況なので、そうしたら

いいのではと。 

印宮委員：平時の準備はそういうことにしてもらって…。 

吉田座長：ありがとうございました。たった二つの設問しかないので、時間も

あるかなと思ったのですが、つくば市にはマニュアルが一つもないので、今は

ゼロの状態ですよね。今日の話し合いの中で相当、今まで気が付かなかったこ

ともお互いに気が付き合えたりとか、知らないことも知り合えたりとかで自分

も目一杯ここで共有するものがあったと私は思えました。自立支援協議会で何

か大事業をできるかと言うと、そういう場ではなくて、とにかくこういう話を

出してもらったところからプロジェクトが立ち上がるかどうかすらもまだ分か

らないところですが、少なくとも、今日の話はとても有意義で、今後の引っ

張っていくテーマとしては十分なものが感じられたなと私自身は思っておりま

す。なので、公助としての市の方でもやっていただけるかぎりのことを、どの

くらいやっていただけるのかなということを、この自立支援協議会で見守って

いけたらと思います。次回というのが、今日のこの会議が年に 2 回限りの最後

の会議なので、何ができるのかと、毎年毎年これを繰り返しているのですが、

どうして余所はこのような立派なものができるのか不思議なくらいなので、そ

れもまた考えていただけたらなと思っております。およその時間が来たので、

ここで事務局に一旦お返しします。 

事務局：今年度は座長がおっしゃっていただいたとおりです。ご指摘があった

とおり尻切れ感があるかもしれませんが、今回いろいろとご意見をいただいて

おりますので、事務局として今後の展開は検討させていただきたいと思いま
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す。これで、本日はお時間となりましたので会議は終わらせていただきたいと

思います。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度つくば市障害者自立支援協議会 
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つくば市自立支援協議会専門部会１ 

第 1 回つくば市自立支援協議会専門部会１（こども部会）では、医療的ケア児の災

害時個別支援計画をテーマに協議を行いました。その中で医療的ケア児に特化し

た災害時ガイドブックを作成するために、皆さまにご意見をいただきました。今後は

他障害にも対応するガイドブックの作成を検討しており、障害別の災害時に予想さ

れる課題等について協議したいと考えています。皆さまの意見を基に、当日は協議

を行いたいと思いますので、下記アンケートへの記入のご協力をお願いいたしま

す。 

 

１、障害別の災害時対応について予想される課題等（避難方法や支援）があれば下

記へご記入ください。 

・水害ボランティアで大子町に行った際に袋田病院の訪問看護師から、避難所

に行った精神障害者が「水害よりも人が怖い」と自宅に帰ってしまったと聞い

た。 

・自閉傾向のある人は避難所ではパニックを起こしてしまうため、大型台風が

来ても自宅に留まるしかなかったと保護者が話していた。 

これらのことから、一般の避難所に一旦避難してから福祉避難所にというの

は、余計に避難のハードルを上げてしまうのではないかと思います。 

 

 

 

 

２、障害ごとの災害時ガイドブック作成にあたり、載せるべき共通する情報（準備物、

緊急連絡先など）ご意見があれば下記へご記入下さい。 
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つくば市自立支援協議会専門部会１ 

第 1 回つくば市自立支援協議会専門部会１（こども部会）では、医療的ケア児の災
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記へご記入ください。 

「障がい者のための防災マニュアル」（とりで障害者協働支援ネットワーク作）が大

変参考となるかと思いまました。 

各障がい毎、それぞれ当事者の方・家族の方からヒアリング等行いながら作成して

いくことで有用なものができるのではないでしょうか。 

 

作成しようとしているガイドブックは各障がいを抱えた子どもを育てる保護者・関係
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子どもの場合、保護者やディスタッフ等介護・介助者が一緒にいることが多く代弁も

可。 

 

肢体不自由の場合、車いす使用で避難が可能なのか。（被災場所と避難場所等） 

マンパワー的の支援要。 
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・自助の備えとして共通する事項については、つくば市総合防災ガイド・マップの

「災害に備える」なども掲載の参考になるのではないでしょうか。 

・ヘルプマーク・カード の利用・周知につながる内容 

（難病患者や避難所での避難者受け入れ時の配慮にもつながる） 

・在宅避難への行政の支援（物資支援や広報・周知方法） 
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・避難所全体のバリアフリー化や障害者用トイレ、着替え等の場所（プライバシーの

配慮）、リフレッシュルーム（自由に遊べる空間等）の設置、トイレ等への誘導掲示、

コミュニケーションボード（掲示板）による情報保障の確保。 

・福祉避難所の設置や、福祉避難所用の運営マニュアルの作成。 

・市役所等に日頃から、福祉用具含め備蓄しておく。 

・専門職の支援（医師、看護師、臨床心理士等） 
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・通信手段が得られない時の、助けを求める方法や安否確認の仕方。 
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・配慮が必要な事を記載しておく。（食事制限がある、食事の加工が必要、医療品

や薬等の有無、予備電池（電源）の必要性等） 

・避難場所や避難所の確認、自宅避難も含めパターンをいくつか決めておく。 

・個別の教育支援計画やサポートブック等の活用（情報管理には十分に留意）。 
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・食料、就寝場所、トイレなど必要な支援の確保 

・連絡手段の確保 

・支援を必要としている人がどこで誰とどのように生活しているかの把握 

・事前登録制度のようなもので、予め把握しておくことが大切になると思う。 

 

 

 

 

２、障害ごとの災害時ガイドブック作成にあたり、載せるべき共通する情報（準備物、

緊急連絡先など）ご意見があれば下記へご記入下さい。 

・障害ごとに作成するとなると、細分化されてしまい、大変な作業になると思われる
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性の確認、災害対応を含めた形にするかの検討、フォーマットの見直しなども必要

かと思います。 

 

 

 

 



 
 

5 
 

つくば市自立支援協議会専門部会１ 

第 1 回つくば市自立支援協議会専門部会１（こども部会）では、医療的ケア児の災

害時個別支援計画をテーマに協議を行いました。その中で医療的ケア児に特化し

た災害時ガイドブックを作成するために、皆さまにご意見をいただきました。今後は

他障害にも対応するガイドブックの作成を検討しており、障害別の災害時に予想さ

れる課題等について協議したいと考えています。皆さまの意見を基に、当日は協議

を行いたいと思いますので、下記アンケートへの記入のご協力をお願いいたしま

す。 

 

１、障害別の災害時対応について予想される課題等（避難方法や支援）があれば下

記へご記入ください。 

【知的障害・肢体不自由 共通】 

・パニックや奇声などがある場合（予定外のことがあった時には特に）には、避難所への避難

について家族が抵抗を感じる場合が多いとされている。現在の新型コロナウイルスが流行し

ている状態では、感覚過敏でマスクが着用できないといったようなことも、さらに避難所に行く

ことをためらう要因になってしまうのではないか。 

・最初は最寄りの指定避難所へ避難し、福祉避難所が開設されてから、生活が難しいと判断

された人が移動する形になると思うが、福祉避難所に避難するまで見通しがもてない状態で

は、本人も家族も非常に不安に感じると思う。福祉避難所が開設されるまでの見通しや手続

きについて細かく伝えられていると、不安は減るかもしれない。 

【肢体不自由】 

・避難する経路や避難所のバリアフリーの状況で、車いすでの移動やトイレ介助などに困難

さを感じる場面があるのではないか。 

【医ケア】 

・自宅や学校外（病院除く）で被災した時の医ケアの物品の確保をどうするか。ある程度の予

備も一緒に行動しているとは思うが、災害で破損したなども含めて。 

【聴覚障害】 

・避難所で視覚的な案内が充実していると、行動しやすいかもしれない。誰もがわかりやすい

ユニバーサルデザインの観点からも。 
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２、障害ごとの災害時ガイドブック作成にあたり、載せるべき共通する情報（準備物、

緊急連絡先など）ご意見があれば下記へご記入下さい。 

・登録されている避難所で、施設面などでバリアフリーへの対応に差が生じてしまう場合には、

あらかじめバリアフリーに対応できる避難所について記載があると、避難先を考える参考にな

るのではないか。 

・持っている人は、サポートブック「すてっぷのーとあゆむ」のコピーを一部、災害用バックに入

れておく。 

・「避難行動要支援者」「ヘルプマーク」は、医ケアに限らず情報を載せておきたい。 

・災害時障害者のためのサイト（NHK）の紹介。 

 

（障害の有無に限らずですが・・・） 

・災害用伝言ダイヤル（１７１） 

・携帯各社の災害時に使えるサービスについて 
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つくば市自立支援協議会専門部会１ 

第 1 回つくば市自立支援協議会専門部会１（こども部会）では、医療的ケア児の災

害時個別支援計画をテーマに協議を行いました。その中で医療的ケア児に特化し

た災害時ガイドブックを作成するために、皆さまにご意見をいただきました。今後は

他障害にも対応するガイドブックの作成を検討しており、障害別の災害時に予想さ

れる課題等について協議したいと考えています。皆さまの意見を基に、当日は協議

を行いたいと思いますので、下記アンケートへの記入のご協力をお願いいたしま

す。 

 

１、障害別の災害時対応について予想される課題等（避難方法や支援）があれば下

記へご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、障害ごとの災害時ガイドブック作成にあたり、載せるべき共通する情報（準備物、

緊急連絡先など）ご意見があれば下記へご記入下さい。 

個々の障害特性や特別な配慮を必要とする項目（事前準備、平時のお願い） 
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つくば市自立支援協議会専門部会１ 

第 1 回つくば市自立支援協議会専門部会１（こども部会）では、医療的ケア児の災

害時個別支援計画をテーマに協議を行いました。その中で医療的ケア児に特化し

た災害時ガイドブックを作成するために、皆さまにご意見をいただきました。今後は

他障害にも対応するガイドブックの作成を検討しており、障害別の災害時に予想さ

れる課題等について協議したいと考えています。皆さまの意見を基に、当日は協議

を行いたいと思いますので、下記アンケートへの記入のご協力をお願いいたしま

す。 

 

１、障害別の災害時対応について予想される課題等（避難方法や支援）があれば下

記へご記入ください。 

・医療機器などを抱えたままでは、移動や避難先の確保が難しいということが実態

ではないかと思う。たいへん難しいです。 

・避難先は体育館等になることが一般的だと思うが、個室対応ができるようであると

安心できるのではないか。 

・発達障害のある児の場合、避難生活ではいつもとルールが変わること、生来から

の感覚の花瓶があり、その結果としてこだわりの強化につながってしまうこと等が

考えられる。 

・災害時は電源の問題もあるので、手動式吸引機や足踏み式などのものも避難所

に設置してあれば役に立つかも。 

 

２、障害ごとの災害時ガイドブック作成にあたり、載せるべき共通する情報（準備物、

緊急連絡先など）ご意見があれば下記へご記入下さい。 

・通常の本人の様子～コミュニケーション方法、苦手なこと、好きなこと、食事。 

・医療の情報（医療的ケアの内容、服薬、禁忌薬品） 

・必要とする支援 

・生活必需品の品目等 

・災害時の避難先、緊急連絡先 

・サポーターリスト～病院（主治医名等）、学級、園、相談支援事業所、訪問看護、

短期入所、通所施設 
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つくば市自立支援協議会専門部会１ 

第 1 回つくば市自立支援協議会専門部会１（こども部会）では、医療的ケア児の災

害時個別支援計画をテーマに協議を行いました。その中で医療的ケア児に特化し

た災害時ガイドブックを作成するために、皆さまにご意見をいただきました。今後は

他障害にも対応するガイドブックの作成を検討しており、障害別の災害時に予想さ

れる課題等について協議したいと考えています。皆さまの意見を基に、当日は協議

を行いたいと思いますので、下記アンケートへの記入のご協力をお願いいたしま

す。 

 

１、障害別の災害時対応について予想される課題等（避難方法や支援）があれば下

記へご記入ください。 

・発達障害の人の課題として、急な変更についていけないということがある。避難先

があっても行くことを拒む、行けたとしても慣れるのに時間がかかるなど、身体が硬

直して動けなくなる人もいる。そのため日頃から、避難場所を想定して体験をしてお

く必要がある。普段の避難訓練だけでなく、「広域の避難訓練」が度々あることで避

難のイメージがつき、避難がスムーズに促せるのではないか。 

 

 

 

 

 

２、障害ごとの災害時ガイドブック作成にあたり、載せるべき共通する情報（準備物、

緊急連絡先など）ご意見があれば下記へご記入下さい。 
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つくば市自立支援協議会専門部会１ 

第 1 回つくば市自立支援協議会専門部会１（こども部会）では、医療的ケア児の災

害時個別支援計画をテーマに協議を行いました。その中で医療的ケア児に特化し

た災害時ガイドブックを作成するために、皆さまにご意見をいただきました。今後は

他障害にも対応するガイドブックの作成を検討しており、障害別の災害時に予想さ

れる課題等について協議したいと考えています。皆さまの意見を基に、当日は協議

を行いたいと思いますので、下記アンケートへの記入のご協力をお願いいたしま

す。 

 

１、障害別の災害時対応について予想される課題等（避難方法や支援）があれば下

記へご記入ください。 

聴覚障害のある方々は、地域指定の避難所に行くと誰ともコミュニケーション出来

ずとにかく孤独。食料の配布なども口伝え（放送）などだけの場合が多く貰えないこ

とも多い。最低限全ての情報を張り出す掲示板が必ず欲しい。できればバラバラに

避難所に居るのではなく、聴覚障害者は、市内３ヶ所くらいに特に指定して集まれ

る場所を作って欲しい。全ての避難所に必ずコミュニケーションボードを装備して欲

しい。 

難病を抱える方々は（特に高次機能障害の方など）、普段でも感情のコントロール

が難しかったり、そのため人間関係をスムーズに維持できなくなったりするので、避

難所の中に入ることが難しくなっている。そうなると、外にテントを張ったり、車の中

で過ごす人が多い。頑丈な建物に入ることもできず、外で孤独に過ごすことになる。 

できれば、建物を一棟そのような人々の為に指定してもらうと助かる。それ以外中

に入れない人々のために、テントや車をおける場所を指定してもらって、このような

方々も一緒に集まれる場所が欲しい。 

自閉症の方々も高次機能障害の方々と同じ悩みの方も多く、さらに、音・におい、

光など様々な過敏をお持ちの方が多い。さらに、異食、漏便となると、一般の方々

と一緒に過ごすなど不可能。目を離すと施設（例えばトイレ）を壊すことも多々ありう

る。そういう方々も避難となると、何をおいてもまずは、特別に指定された避難所を

指定もらわないと行くこともできない。同じような障害、症状をお持ちの方が、同じ空

間で過ごせるようにしてもらうことが何よりやって欲しいこと。 

全ての障害を持たれる家族に共通の悩みは、障害のある人の兄弟児の扱い、特

別な指定避難所に一緒に行く場合は、各家族のスペースを個別に確保してもらう

か、一般避難所に避難する場合は、兄弟児の監督責任者を明確にし、責任を持っ

て預かって欲しい。この様な悩みをお持ちであることを各団体の方に聞きました。 
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２、障害ごとの災害時ガイドブック作成にあたり、載せるべき共通する情報（準備物、

緊急連絡先など）ご意見があれば下記へご記入下さい。 

ガイドブック作成にあたり、必ず当事者団体の代表者を編成委員に入れ、必要な

情報を聞き取ってもらいたい。聴覚、知的、障害などは、文字言語だけでなく、あら

ゆるコミュニケーション言語が必要なことがある。文字言語以外でも、コミュニケー

ションできる工夫をして欲しい。 
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